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作
智
は
大
健
よ
り
云
は
℃
絶
封
寓
象
、
物
心
ニ
象
と
現
じ
た
る
戚
畳
的
態
に
し
て
、
物
質
よ
り
癒

す
る
分
子
動
が
主
観
の
n
Tた
る
戚
費
機
能
に
戚
胸
す
ぺ
き
態
に
し
て
、
之
を
成
所
作
智
と
名
づ
〈
。

天
則
に
理
性
に
は
現
象
界
に
主
観
客
観
の
こ
象t
現
じ
、
蹄
趣
の
理
性
と
し
て
は
観
念
即
も
霊
界

の
頴
現
に
し
て
、
即
ち
心
眼
及
び
心
耳
等
の
賞
現
な
り
。

c 
e 天
則
理
性
の
戚
畳
の
現
象
は
五
官
及
知
費
運
動
紳
経
等
の
組
織
の
中
に
戚
費
智
態
を
作
智
と
名
づ

-L・
ノ、

入

百
一
五
五



五...ｭ，、

六
入
即
戚
費
機
能
を
入
と
名
づ
〈
る
こ
と
は
、
戚
費
知
態
が
五
色
聾
等
の
極
微
の
分
子
を
吸
入
す

る
が
故
に
入
と
云
ふ
。

六
入
本
如
来
臓
の
作
智
の
所
現
な
り
。
若
し
戚
性
な
き
時
は
極
微
n
T子
盲
動
な
り
。
戚
費
な
き
時

は
分
子
は
如
何
な
・
る
も
の
ぞ
。
太
陽
の
光
る
(

)
其
の
明
あ
る
を
戚
噌
子
。

梼
巌
に
眼
入
即
も
臓
性
作
智
の
所
現
な
り
と
、
人
の
眼
が
明
と
暗
と
の
こ
塵
に
劃
し
て
見
て
、
此

の
明
暗
の
塵
を
吸
ひ
て
見
る
と
明
(
錯
す
)
明
暗
を
離
れ
て
は
腫
な
し
。
こ
の
観
費
は
物
象
よ
り
来
る

ゃ
、
勝
た
眼
根
よ
り
生
子
る
や
、
明
の
分
子
動
か
守
し
て
は
太
陽
の
明
も
戚
費
す
る
こ
と
能
は
ぎ
る

ぺ
し
。
人
の
眼
球
機
能
は
紳
経
等
で
物
質
分
子
の
集
に
し
て
外
よ
り
来
る
慮
の
物
象
即
も
光
明
等
の

物
色
は
物
よ
り
稜
動
す
る
分
子
な
り
。
雨
方
共
に
物
的
分
子
の
集
り
の
み
に
し
て
眼
視
畳
あ
る
こ
と

な
か
る
ぺ
し
。

然
れ
E

ち
眼
の
物
質
機
能
に
、
作
智
態
の
、
意
志
に
よb
て
賓
現
し
た
る
色
塵
分
子
主
、
親
畳
と

に
し
て
眼
及
び
榊
経
等
は
智
態
の
力
的
貫
現
な
b
o



鶴
舞
の
聾
に
於
て
ち
音
盤
は
物
に
あ
る
か
耳
に
あ
る
か
。
例
へ
ば
鉦
を
打
つ
に
一
音
は
鉦
に
あ
る
か

耳
に
あ
る
か
之
云
は
官
、
耳
に
て
聾
を
戚
費
す
。
鉦
の
亦
子
動
を
擬
し
て
響
動
は
空
気
に
停
はbτ

波
動
し
て
人
の
鼓
膜
を
打
も
鼓
膜
は
之
を
脳
に
遁
歩
。
こ
、
に
於
て
聴
賓
と
な
る
。
一
音
聾
は
物
に
あ

ら
子
、
n
T子
動
は
客
観
智
態
に
し
て
、
分
子
捗
入
す
る
蕗
官
機
能
に
あ
る
戚
費
は
主
観
的
智
態
な

h
?

鼻
の
臭
覚
を
戚
守
る
は
、
諸
の
香
臭
の
気
を
威
子
る
も
、
香
臭
の
分
子
動
は
香
煙
よ
り
接
す
。
此

の
分
子
動
は
客
観
的
智
態
に
し
て
、
主
観
の
戚
費
に
捗
入
し
て
臭
畳
と
な
る
。
然
れE
も
喚
費
は
金
、

〈
鼻
に
あ
っ
て
物
に
非
子
。
喚
官
は
中
に
主
観
的
戚
性
あb
o

舌
官
能
〈
昧
畳
を
な
す
。
甘
苦
等
の
物
質
券
子
の
舌
神
経
に
交
渉
し
て
味
畳
を
生
歩
。
物
分
子
に

含
有
せ
る
客
観
智
態
が
人
の
舌
紳
経
に
含
蓄
せ
る
主
観
的
智
態
に
捗
入
し
て
味
費
を
戚
歩
。

滴
覧
皮
膚
に
物
の
冷
暖
等
を
燭
る
、
時
は
、
皮
膚
の
知
畳
紳
経
に
物
的
分
子
の
振
動
を
惇
へ
て
鴨
叩

暖
k
g戚
悲
し
h
u
o物
質
の
分
子
は
客
観
智
態
に
し
て
、
皮
膚
に
主
観
的
智
態
あ
る
も
の
と
す
。

鼠
畳
は
主
観
の
方
に
あ
ち
て
、
之
が
材
料
と
な
る
も
の
は
客
観
よ
b

供
給
せ
ら
る
、
物
の
分
子
る

=
日
.
五
七



五
八

自
己
の
主
観
の
神
経
と
の
平
等
な
る
時
は
戚
畳
な
し
。

人
め
物
の
性
を
識
る
ゐ
の
は
、
物
に
非
や
し
て
主
観
に
あ
b
o

客
観
よ
り
受
〈
る
主
観
の
戚
費
な

b
o

色
聾
香
味
鯛
法
皆
爾
b
o

冷
暖
も
香
臭
ち
方
閣
の
蹴
る
高
低
の
般
ち
悉
〈
人
の
戚
畏
に
あ
り
。

此
の
戚
息
死
が
物
質
亦
子
と
の
交
戚
に
つ
き
で
好
悪
愛
情
の
生
中
る
は
、
生
理
規
定
に
起
因
す
る
が
知

し
或
唯
心
論
に
は
、
一
切
の
怯
は
唯
識
の
み
に
し
て
心
の
外
に
何
物
も
有
る
な
し
と
。
さ
れ
E

こ
の

一
片
に
執
す
べ
か
ら
今
。
主
観
の
戚
費
に
拘
ら
守
し
て
物
質
の
分
子
動
は
依
然
と
し
て
存
せ
り
。
然

れ
E

も
物
質
の
性
質
を
威
令
ヲ
る
は
戚
豊
を
離
れ
て
は
有
る
な
し
。

若
し
人
の
戚
畳
な
か
ら
ん
か
、
好
醜
の
色
に
於
け
る
聾
香
等
の
分
子
あ
る
ち
、
色
も
な
〈
聾
も
な

〈
香
味
鯛
法
も
な
〈
太
陽
の
光
も
熱
ち
戚
守
る
な
く
雷
震
鳴
れ
ど
る
聾
な
く
、
若
し
一
切
の
戚
魔
性

を
減
し
去
ら
ば
色
も
な
く
聾
香
味
鯛
も
な
き
唯
券
子
動
、
物
館
動
が
相
互
に
衝
突
し
反
動
あ
る
の
み

な
ら
ん
。
す
ぺ
て
の
色
聾
等
は
作
智
の
所
現
な
り
。
然
れ
ど
も
作
智
は
主
観
の
み
に
存f
t

す
ぺ
か



ι

十
。
客
観
界
物
質
の
分
子
動
な
〈
し
て
威
畳
を
な
す
こ
と
な
砂
れ
ば
なb
。

物
質
分
子
動
は
作
智
の
所
相
対
な
り

物
質
友
ぴ
砂
子
は
本
絶
動
心
霊
の
所
獲
に
し
て
一
切
作
智
の
所
現
な
れ
ば
、
物
質
は
皆
活
き
て
動

f

な
b
o

太
陽
よ
ち
接
す
る
先
線
も
電
気
も
皆
物
質
の
分
子
動
な
b

。
分
子
動
が
運
動
し
活
劇
し
て

吾
ん
咋
に
齢
制
す
る
作
用
密
接
す
。
鐘
の
中
に
水
の
分
子
動
き
、
水
の
砂
子
は
火
を
燃
〈
が
故
に
熱
の
分

子
を
接
し
、
熱
と
水
と
の
分
子
動
の
蒸
気
力
を
殺
し
、
機
闘
を
運
轄
す
。
太
陽
の
先
線
の
如
き
の
強

度
な
る
分
子
は
人
の
規
費
に
刺
撃
し
明
障
を
戚
守
し
む
。
熱
の
分
子
動
は
膚
に
暖
熱
の
鯛
畳
を
起
き

じ
む
。
電
気
の
分
子
動
は
入
の
耳
の
鼓
膜
を
惇
ひ
て
蕗
舞
を
戚
壱
し
む
。
梅
檀
香
木
の
煙
の
分
子
動

は
鼻
紳
経
に
刺
撃
し
て
喋
舞
を
戚
守
し
む
る
如
き
、
又
織
の
分
子
は
常
に
織
の
中
に
活
動
し
て
、
ア

ト
ム
は
鍛
の
中
に
分
子
動
を
起
す
。
織
の
中
に
自
ら
品
川
子
動
が
微
細
に
し
て
人
の
鶴
官
之
を
戚
守
る

こ
と
能
は
令
。
若
し
織
を
打
つ
時
は
鋪
冷
と
響
あ
る
は
、
分
子
と
分
子
と
の
刺
戟
よ
ち
邑
る
も
の
な

宮
一
五
九
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香
木
分
子
動
は
木
の
中
に
動
い
て
居
る
と
入
の
嘆
官
に
威
発
せ
し
め
g

る
も
、
之
に
火
を
つ
り

て
焚
〈
と
き
は
忽
ち
香
分
子
を
殺
し
て
、
喚
官
に
藩
ら
か
に
費
一
せ
し
む
る
に
至
る
。

蔵
官
に
は
色
と
戚
じ
鶏
官
は
聾
t

費
し
、
喚
舞
に
香
味
と
戚
じ
舌
官
に
は
昧
と
戚
じ
皮
膚
に
は
燭

畳
と
戚
や
，
。
物
僅
よb
接
す
る
慮
の
す
べ
て
の
極
徹
の
分
子
の
響
動
は
、
常
に
作
智
態
の
故
に
、
自

ら
活
動
し
て
作
用
を
な
す
。

十

入

物
質
の
梅
微
分
子
主
人
の
主
視
の
戚
賓
と
は
、
本
来
同
一
作
智
の
主
観
客
観
の
爾
方
面
に
現
じ
た

る
も
の
に
外
な
ら
や'
o

物
質
は
即
丸
客
観
々
念
態
な
h
v
o
物
質
よ
り
分
子
動
を
費
す
。
人
の
心
は
主
一

観
的
観
念
態
な
れ
ば
、
こ
の
同
一
の
観
念
の
物
心
ニ
象
主
な
b

、
此
の
物
心
に
作
用
、
物
館
の
分
子

動
t

心
睡
の
戚
畳
作
用
と
は
互
に
安
捗
し
て
戚
畳
作
用
を
な
す
。

客
観
作
智
態
即
も
分
子
動
が
、
主
観
作
智
態
の
戚
舞
に
交
渉
し
、
初
め
に
例
へ
ば
太
陽
の
光
線
分



子
は
人
の
鵡
費
よ
り
臓
に
遣
し
、
観
畳
を
賞
現
す
る
如
き
、
客
観
の
券
子
動
の
み
に
し
て
主
観
の
戚

畳
一
な
き
時
は
一
切
の
戚
費
色
も
臭
も
な
き
と
同
じ
〈
、
客
観
作
智
の
分
子
動
な
き
時
は
戚
賓
の
材
料

あ
る
こ
と
な
し
。
物
質
分
子
動
は
戚
費
の
材
料
に
し
て
、
ち'c
能
所
致
一
な
b
o

人
或
は
謂
は
ん
、
分

子
動
は
物
的
の
故
に
戚
畳
と
は
別
た
ら
F
る
ぺ
か
ら
4
F
t。
日
〈
爾
ら
や'
o

彼
は
戚
筆
の
材
料
な
り
。

材
料
な
る
が
故
に
戚
畳
に
非
?
と
云
は
立
、
戚
覚
あ
る
こ
と
な
し
。
例
せ
ば
炭
素
が
酸
素
を
吸
入
し

て
光
明
を
按
す
る
に
、
酸
素
は
火
の
可
燃
物
な
り
。
可
‘
燃
性
の
故
に
明
に
非
守
と
せ
ば
、
燃
性
な
〈

し
て
明
を
接
す
ぺ
き
も
の
な
り
れ
ば
な
b
o

故
に
客
観
の
砂
子
動
主
主
観
の
戚
性
と
は
同
一
の
作
智

態
な
り
。
若
し
共
通
の
性
な
き
時
は
相
互
の
捗
入
す
ぺ
き
能
あ
る
な
し
。
能
戚
の
心
主
所
戚
の
物
象

と
捗
入
し
て
戚
費
を
起
す
。

梼
巌
に
六
入
の
性
本
如
来
臓
妙
異
如
の
性
な
り
主
。
叉
十
ニ
慮
本
如
来
旗
色
。

蕗
と
は
方
隅
の
鹿
所
な
り
。
五
官
機
能
を
内
の
六
慮
と
し
色
と
聾
と
香
味
鯛
を
外
の
六
蕗
と
し
、

実
則
の
戚
費
機
能
現
象
世
界
の
依
正
を
以
て
慮
と
す
。
二
乗
は
方
便
の
依
正
を
以
て
慮
t

す
。
菩
薩

=
一
大
一
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は
貨
報
の
依
正
を
戚
畳
す
る
を
臓
と
す
。

客
観
の
物
象
と
主
観
の
必
象t
は
本
同
一
の
性
な
る
が
故
に
突
捗
し
て
感
受
を
生
歩
。
異
相
と
な

る
が
故
に
臓
提
す
。
絶
艶
本
質
に
は
同
一
に
し
て
相
待
に
ほ
物
心
相
反
す
る
こ
性
と
す
。

眼
と
色
と
慮
所
。
抵
陀
林
の
諸
の
泉
地
を
観
守
れ
ば
、
物
色
の
分
子
炉
眼
官
を
生
唾
し
む
や
、
但

し
は
眼
官
よ
り
物
色
を
生4
7る
や
!
|
乃
豆
、
物
色
の
分
子
も
眼
官
機
能
も
ニ
慮
共
に
臓
性
異
如
の

所
現
な
り
と
。

乃
至
聾
塵
の
分
子
と
、
耳
官
機
能
色
香
嘆
の
物
質
の
分
子
も
、
鼻
官
を
構
造
せ
る
物
的
分
子
食
物

の
亦
子
主
舌
官
分
予
と
身
仁
摘
発
的
物
質
分
子
主
は
、
本
皆
如
来
旗
性
即
ち
作
智
態
に
よ

h
'

て
戚
畳

作
用
起
す
お
の
に
し
て
、
物
質
も
と
死
物
な
ら
ば
客
観
と
主
観
と
の
分
子
の
衝
突
す
る
の
み
に
し
て

い
か
で
か
戚
費
作
用
起
る
ぺ
き
も
の
ぞ
。

十
人
界
本
如
来
裁
の
作
智
態



界
と
は
五
官
と
、
五
極
微
分
子
の
刺
撃
に
よ
b

て
戚
畳
を
生
今
。
戚
畳
を
生
子
る
を
界
と
な
す
。

五
官
能
と
五
塵
と
戚
賓
と
の
三
つ
各
冷
種
子
あ
b

、
各
族
種
を
な
す
。

眼
能
と
色
塵
の
分
子
と
の
交
渉
に
よb

て
親
戚
費
を
生
命
ヲ
O

之
を
眼
識
界
と
云
ふ
。
此
の
亦
限
根

即
丸
視
官
機
能
を
構
造
す
ぺ
き
質
料
の
物
質
分
子
と
、
客
観
の
色
塵
即
も
物
の
分
子
動
を
の
交
渉
に

よ
b

て
、
眼
識
界
即
も
親
費
の
世
界
と
顕
は
れ
家b
し
、
宇
宙
現
象
界
の
、
肉
眼
戚
畳
の
友
ぷ
所
を
、

眼
識
界
と
云
ふ
。
物
的
分
子
よ
b

組
織
せ
ら
れ
た
る
眼
官
機
と
色
農
は
物
質
に
し
て
、
眼
識
は
心
象

な
れ
E

も
、
物
と
心
と
は
本
同
じ
〈
戴
性
が
作
智
態
の
所
現
に
し
て
、
能
所
同
一
性
の
爾
方
に
現
は

れ
て
眼
識
界
と
現
は
れ
た
る
な
b

。

耳
識
界
も
同
じ
〈
臓
性
作
智
の
所
現
なb
と
一
話
ふ
ぺ
し
。
耳
即
も
鶴
官
機
能
は
物
質
分
子
ょ
・

9

組

織
し
、
藤
慶
即
も
物
質
分
子
の
渡
動
去
の
蹄
係
なb
o

聴
費
即
色
耳
識
界
と
な
る
、
此
亦
同
じ
〈
識
性
智
態
の
物
心
ニ
象
と
現
は
れ
た
る
も
の
と
す
。
鼻

根
即
も
喚
官
の
香
嘆
の
分
子
と
の
捗
入
に
鼻
識
界
を
現
じ
、
舌
根
即
ち
昧
官
の
物
質
分
子
の
味
に
よ

一
二
大
一
白
一



六
回

h
J

て
味
費
即
も
舌
識
界
を
現
し
、
身
髄
の
知
畳
運
動
神
経
等
の
物
質
分
子
の
組
織
と
外
物
と
の
閥
渉

に
よ
ち
て
鯛
費
を
現
歩
、
之
を
身
識
界
と
云
ふ
。

意
識
界
と
は
、
交
戚
紳
艇
と
客
観
の
五
塵
の
戚
費
と
の
交
渉
に
よb
て
、
戚
情
知
力
を
現
歩
。
頭

随
分
子
及
び
交
戚
神
経
の
そ
の
物
質
分
子
と
、
客
塵
と
に
よ
り
種
々
の
戚
畳
ょ
・
9

、
経
験
す
る
慮
に

知
費
を
起
す
。
之
を
十
八
界
と
云
ふ
。
本
戴
性
作
智
態
が
主
観
と
客
観
と
の
交
渉
の
中
に
之
を
分
つ

時
は
、
か
〈
の
如
き
の
界
分
を
な
す
も
の
な
b
o

六
入
と
十
二
慮
と
十
八
界
は
識
性
の
戚
畳
作
用
に
闘
す
る
も
の
と
な
す
。
六
入
十
二
慮
十
八
界
は

天
則
の
理
性
に
客
観
と
主
観
と
の
雨
方
面
に
現
じ
て
券
別
し
致
一
す
。
若
し
能
と
所
と
分
別
な
げ
れ

ば
、
色
と
楓
畳
と
戚
費
す
る
こ
と
な
し
。
若
し
致
一
な
り
れ
ば
、
眼
官
と
色
塵
と
は
交
渉
し
て
戚
畳

す
る
能
は
令
。

撒
性
作
智
態
は
、
ま
た
十
ニ
底
十
八
界
と
現
じ
て
、
宇
宙
現
象
界
に
種
々
の
活
劇
を
戚
費
せ
し
む
。



梼
殿
文
句
に
鶏
益
師
日
〈
、
悌
の
十
八
界
は
悌
眼
備
耳
乃
至
悌
意
、
悌
色
偽
聾
乃
至
働
法
、
備
眼

識
乃
至
傭
身
識
を
成
所
智
と
錯
す
。
備
の
意
識
は
妙
観
察
智
な
b

、
備
の
意
根
は
園
智
性
智
と
錯
す
。

菩
薩
の
十
八
界
は
法
眼
法
耳
乃
至
漏
無
漏
の
色
乃
至
漏
無
漏
の
意
識
界
な

b
o

聾
聞
縁
豊
の
無
漏
の

十
八
昇
。

人
天
の
善
有
漏
の
十
八
界
四
趣
の
法
界
は
悪
有
漏
五
陰
乃
至
十
八
界
。

成
所
作
智
中
五
官
分
子

物
質
分
子
と
人
の
五
官
能
と
の
交
渉
に
よb
て
戚
贋
作
用
を
起
す
。
戚
費
は
人
の
心
に
あ
h
y

て
物

に
あ
ら

4
7
0人
が
火
に
鯛
る
、
に
熱
き
は
人
の
皮
膚
の
紳
経
に
あh
て
火
自
ら
熱
を
起
き
や
'
O
ま
た

眼
が
火
を
見
れ
ば
先
あ
り
。
此
の
光
は
火
に
在
る
や
人
の
眼
に
あ
る
や
、
光
の
性
質
な
る
や
人
の
戚

提
な
る
や
。
人
に
戚
性
な
〈
ば
火
の
先
何
に
か
あ
る
。
ま
花
火
の
燃
え
る
に
菅
あ
り
此
の
菅
戚
畳
す

る
は
耳
に
あ
ち
。

三
大
五



穴
穴

物
質
よ
り
色
聾
香
等
の
極
微
の
分
子
、
即
も
火
の
分
子
が
眼
に
惇
ふ
、
是
火
先
と
戚
じ
、
分
子
の

響
が
空
気
に
停
は
り
、
波
動
を
生
じ
て
人
の
鼓
膜
を
打
芯
榊
経
よ
り
脳
に
体
遺L
て
脳
に
響
戚
を
按

す
。
若
し
人
白
方
の
五
官
な
か
b

せ
ば
、
物
質
分
子
炉
稜
散
し
て
績
が
り
ゆ
〈
の
み
に
て
、
色
も
な

き
盤
も
な
き
香
も
な
き
味
も
な
く
冷
熱
も
な
き
す
吋
て
の
色
な
し
。
故
に
経
に
心
生
守
る
が
故
に
種

ん
年
の
法
生
じ
、
心
滅
す
る
が
故
に
種
々
の
法
減
す
と
は
、
此
戚
費
作
用
は
所
作
智
の
妙
用
に
し
て
物

慢
に
は
非
今
e

客
観
観
念
態
は
カ
に
賓
現
せ
ら
れ
た
る
物
質
な
れ
ば
、
物
質
皆
活
りhリ
。
客
観
に
物
質
の
極
微
の

分
子
は
色
聾
香
昧
鯛
と
の
物
館
よ
り
礎
現
し
て
、
主
観
の
戚
畳
性
に
交
戚
し
て
戚
畳
を
起
3

し
む
。

客
観
物
分
子
と
し
て
接
現
す
る
も
、
主
観
の
戚
覚
作
用
と
は
同
じ
〈
作
智
の
物
心
の
二
面
の
作
用
に

外
な
ら
歩
。
此
の
分
子
と
人
の
戚
費
と
は
賞
健
と
精
神
と
に
属
す
る
性
能
に
し
て
、
賞
睡
よbR
T子

即
丸
戚
血
寛ω
掛
象
な
る
も
の
を
礎
現
し
て
成
所
作
の
象
即
電
気
光
線
等
は
物
質
の
分
子
動
な
り
9

汽
鐘
の
水
の
砂
子
の
躍
る
熱
も
同
じ
〈
分
子
動
な
り
。
火
よ
り
按
す
る
分
子
動
と
水
の
分
子
動
と
、



ま
た
畿
の
中
に
舟
子
ち
動
〈
。
ア
ト
ム
は
畿
の
中
に
在b
て
活
躍
す
。
織
と
畿
と
打
っ
と
き
は
響
を

礎
す
、
響
は
極
微
の
分
子
が
相
互ι
鯛
れ
て
殺
す
券
子
動
な
り
。
極
微
分
子
は
其
の
性
の
趨
す
る
者

が
抱
合
し
て
ま
た
交
ひ
極
微
分
子
は
舞
踏
し
、
ま
た
分
子
動
は
響
い
て
昔
と
な
り
。
調
官
に
鯛
る
れ

ぱ
色
と
な
り
、
青
黄
等
の
色
と
な
り
、
一
音
響
と
な
ふ
リ
香
嘆
や
甘
辛
の
味
賓
と
な
る
。

作
智
の
蹄
趣
の
理
性

、
部
土
の
五
妙
境
界

天
則
秩
序
の
統
→
理
性
な
る
一
切
作
智
に
よ
b

て
造
化
せ
ら
れ
た
る
高
有
は
、
終
局
目
的
あ
る
手

段
E

し
て
生
産
造
作
せ
ら
れ
た
り
@
き
れ
ば
高
有
の
作
智
に
塑
摸
せ
ら
れ
て
之
を
造
化
せ
ら
れ
た
る

も
、
此
の
目
的
は
心
霊
的
精
神
生
活
を
作
す
に
蹄
越
せ
し
む
る
に
あ
ち
。
作
智
の
要
は
人
の
心
霊
が

本
に
し
て
寓
物
ほ
末
な
ち
。
心
霊
の
中
に
戚
費
作
用
が
作
智
の
主
主
す
る
慮
な
ち
。

人
の
天
則
的
の
戚
舞
に
は
霊
抄
な
霊
化
す
ぺ
き
性
施
あ
る
と
共
に
垢
質
あ
り
て
覆
は
る
o

故
に
天

然
の
人
に
陪
作
智
の
捗
用
よb
櫨
贋
作
す
る
天
然
感
舞
方
面
の
み
を
膿
費
す
る
之
主
を
得
て
、
観
念
罪

『
一
六
セ



一
-
一
夫
え

主
宇
宙
に
微
妙
不
可
思
議
の
震
戚
畳
態
あ
る
こ
と
を
戚
4
7る
こ
と
憶
は
歩
。
若
し
人
心
霊
開
接
し
τ

超
自
然
的
に
美
化
す
る
時
は
微
妙
な
る
症
巌
不
可
思
議
の
妙
象
界
を
観
4
7る
こ
と
を
得
ぺ
し
。

信
論
に
設
〈
が
如
し
、
如
来
は
本
第
一
義
諦
に
し
て
用
相
の
得
ぺ
き
な
し
。
但
不
可
思
議
の
徳
用

あ
b

て
種
々
色
聾
等
の
戚
豊
態
を
示
現
す
と
。
帯
土
五
抄
境
界
の
妙
症
股
象
は
如
来
作
智
の
所
現
の

如
賞
に
霊
化
せ
る
心
霊
に
戚
費
す
る
象
を
示
し
た
る
に
外
な
ら4
7
0

前
に
云
へ
る
如
〈
、
天
然
界
に
於
げ
る
戚
費
に
於
て
も
宇
宙
寓
物
の
物
質
の
分
子
が
常
に
動
き
て

渡
動
を
な
す
も
、
人
の
戚
畳
に
し
て
絶
無
な
b

と
せ
ば
、
太
陽
も
光
明
な
〈
、
ま
た
祖
嫡
の
戚
な
〈

雷
鳴
も
昔
な
〈
分
子
の
渡
動
あ
る
の
み
な
ら
ん
、
之
を
青
寅
の
色
彩
ま
た
音
響
香
喚
等
を
戚
守
る
も

の
は
人
の
戚
畳
に
あ
る
の
み
。
き
れ
ば
と
て
券
子
動
な
し
と
云
ふ
に
非
十
。
客
観
の
分
子
動
と
主
観

の
戚
畳
と
は
、
同
一
性
の
物
心
ニ
面
に
現
は
れ
た
る
なb
o

如
来
ま
た
常
に
作
智
が
本
然
と
し
て
内
外
雨
界
に
於
て
作
用
を
施
し
、一
方
に
情
静
岡
土
を
盤
作

し
心
霊
化
せ
る
も
の
に
戚
畳
せ
し
む
。
斯
〈
の
如
き
の
霊
妙
の
戚
費
界
は
純
縛
理
性
に
は
之
を
認
む



る
こ
と
能
は
ぎ
る
も
賀
行
現
性
に
は
之
を
接
見
す
る
こ
と
を
待
ぺ
し
。

起
信
論
(
の
意
)
に
日
〈
、
か
〈
の
如
舎
の
用
と
は
自
然
に
不
可
思
議
の
業
種
々
の
用
あ
り
て
真
如

t

等
し
〈
一
切
蕗
に
偏
す
。
然
れ
ど
も
用
相
の
得
ぺ
き
有
る
こ
と
な
し
。
何
と
な
れ
ば
如
来
は
唯
是

法
身
智
相
の
身
第
一
義
諦
世
諦
の
境
界
あ
る
こ
と
な
し
。
故
に
作
意
を
以
て
の
施
作
を
離
る
。
但
衆

生
の
見
聞
に
盆
を
得
せ
し
む
る
に
随
ひ
て
の
故
に
設
い
て
用
と
す
。
此
の
用
に
二
種
あ
り
。

一
に
凡

夫
の
矯
に
膳
身
を
見
て
是
心
理
作
用
の
所
現
と
し
ら
守
し
て
、
全
〈
外
よ
り
来
る
も
の
と
見
と
め
て

車
に
色
相
の
み
を
見
て
理
の
所
在
を
識
ら
今
、
即
丸
之
が
本
館
は
智
慧
態
の
所
現
な
り
と
し
ら
ぎ
る

な
り
。
ニ
に
菩
薩
の
所
見
を
報
身
と
な
す
。
身
に
無
量
の
色
あh
、
色
に
無
量
の
畑
あh
、
相
に
無

量
の
好
あ
り
て
、
所
住
の
依
果
に
亦
無
量
種
々
の
荘
厳
あ
り
て
、
示
現
す
る
慮
に
随
ひ
て
即
も
遜
ゐ

る
こ
と
な
し
。
窮
謹
す
ぺ
か
ら
令
。
分
審
の
相
を
離
れ
無
所
鷹
に
随
ひ
て
常
に
能
〈
住
持
し
て
散
せ

十
、
失
せ
歩
。
復
次
に
凡
夫
の
見
る
蕗
は
但
免
な
る
の
み
な
ら
十
六
道
共
に
各
々
其
の
鬼
る
慮
を
相

閉
じ
か
ら
歩
。
種
々
の
異
類
主
現
じ
て
受
難
の
相
に
非
歩
。
故
に
臆
身
と
名
づ
〈
。

三
大
丸



=
一
七O

。

異
如
の
理
鰻
よ
り
現
じ
た
る
も
の
と
信
知
す
る
が
故
に
、
少
分
彼
の
色
相
嘉
巌
の
事
は
惑
も
な
〈

去
も
な
〈
分
署
を
離
る
。
唯
心
に
依
っ
て
現
じ
て
異
如
を
離
れ
歩
。
然
れ
ど
ち
此
の
菩
薩
猶
自
ら
分

別
し
て
未
r
法
身
の
位
に
入
ら
ぎ
る
を
以
て
の
故
に
、
若
し
帯
心
を
得
れ
ば
見
る
慮
微
妙
に
し
て
其

の
用
も
轄
た
勝
れ
たb
o

如
来
の
霊
憧
に
作
智
の
性
能
あb
て
衆
生
の
所
見
に
随
ひ
て
、
種
々
微
妙
の
色
相
症
肢
を
施
作
す

然
れ
ど
も
自
然
無
作
に
し
て
鐙
化
す
る
を
作
智
の
妙
用
主
す
。
作
智
周
遁
の
故
に
慮
と
し
て
滞
土
な

ら
ぎ
る
は
な
し
。
衆
生
之
を
見
聞
す
る
こ
主
能
は
ぎ
る
は
無
明
に
障
ら
る
、
鵡
な
b
o

観
経
今
経
等

に
設
き
給
へ
る
滞
土
荘
厳
の
相
は
、
無
明
垢
質
を
離
れ
た
る
心
象
に
所
現
し
た
る
作
智
の
象
相
な
り
。

人
心
眼
聞
き
て
三
昧
の
窓
に
所
現
す
る
こ
と
は
察
智
に
於
て
説
明
す
る
が
如
し
。
人
心
垢
を
脱
す
る

時
は
常
恒
に
品
開
土
に
在
っ
て
清
滞
感
般
が
毅
花
予
失
せ
守
し
て
見
聞
す
る
こ
と
を
得
ん
。

-
先
に
詑
き
た
る
如
〈
作
智
は
任
運
無
作
の
如
来
の
作
用
な
b
o

故
に
滞
土
の
一
切
の
湛
巌
は
自
然



無
作
の
作
智
の
顕
現
な
り
。
経
に
其
の
相
を
示
し
て
、

観
艇
に
、
阿
禰
陀
悌
身
無
量
透
、
是
凡
夫
心
力
の
及
ぶ
所
に
非4
7
0阿
嫡
陀
悌
紳
遁
如
意
に
し
て

十
方
闘
に
於
て
緯
現
自
在
に
し
て
、
成
は
大
身
を
現
守
れ
ば
虚
宰
中
に
満
+
旬
、
或
は
小
身
を
現
?
れ

ば
丈
六
八
尺
な
b
t
o

ま
た
大
経
に
、
依
報
の
如
来
作
智
自
然
盤
作
の
相
を
説
い
て
、

誕
の
園
土
自
然
の
七
賓
合
成
し
て
地
と
鋳
る
。
侠
廓
鴫
蕩
に
し
て
限
極
す
ぺ
か
ら
守
口
又
自
然
の

俊
樹
策
あ
り
て
法
菅
に
非
今
と
云
ふ
こ
と
な
し
。
又
七
賓
宮
殿
一
切
症
巌
自
然
化
成
な
り
。
又
衆
車
が

賓
池
に
入
る
に
意
に
水
を
し
て
足
を
渡
せ
し
め
ん
と
欲
せ
ば
、
水
即
も
足
を
混
む
。
等
乃
至
、
自
然

に
意
に
随
ひ
て
柿
を
関
与d
腫
を
慌
ば
し
め
心
垢
を
蕩
除
し
、
清
明
議
潔
に
し
て
滞
き
こ
と
形
な
き
が

如
し
。
又
波
は
自
然
の
妙
離
揮
を
揚
「
、
但
自
然
快
楽
の
昔
の
み
あ
b

故
に
安
楽
と
名
づ
〈
。
又
宮
股

衣
服
飲
食
衆
妙
華
香
症
般
の
具
猶
し
第
六
天
の
自
然
の
物
の
如
し
。
若
し
食
せ
ん
と
欲
せ
ば
七
賓
の

銀
器
自
然
に
前
に
在
b

。
百
昧
の
飲
食
自
然
に
盈
浦
す
。
此
の
食
貨
に
食
す
る
も
の
な
し
。
但
色
を

見
香
を
聞
い
て
意
に
食
せb
k

以
震
へ
ば
自
然
に
飽
足
す
。
身
心
柔
軟
に
し
て
昧
著
す
る
こ
と
な
し
。

= 
七



七

事
巳
れ
ば
化
し
去
る
。
復
彼
の
仰
の
闘
士
清
帯
安
穏
に
し
て
微
妙
快
楽
、
無
錦
泥
湿
の
道
に
次
げ

b
o

其
の
諸
の
聾
聞
菩
薩
天
人
智
慧
高
明
に
、
紳
遁
洞
遣
し
て
成
〈
同
一
類
に
し
て
形
異
放
な
し
。
但
し

除
方
に
因
順
す
る
が
故
に
夫
人
の
名
あ
b
o

顔
貌
端
正
に
し
て
世
に
超
え
て
希
有
なb
o

容
色
微
妙

に
し
て
天
に
非
十
人
に
非
4
7
0皆
自
然
虚
無
の
身
無
極
の
腫
を
受
〈
。
と

滞
士
五
妙
境
界
即
も
戚
費
的
の
目
に
其
の
色
を
瓶
、
耳
に
其
の
昔
を
聴
き
、
鼻
に
其
香
を
暁
ぎ
、

舌
に
其
の
味
を
嘗
め
、
身
に
鏑
る
も
の
、
是
等
は
皆
如
来
作
智
の
内
外
に
頴
現
し
た
る
も
の
なbo

個
ι
干
の
戚
畳
に
作
智
が
顕
現
し
外
に
五
妙
の
境
・
と
な
り
、
微
妙
の
心
象
態
に
額
現
す
。
個
々
よ

b

は

能
戚
の
心
と
所
戚
の
境
と
は
内
外
に
別
つ
如
き
の
観
あ
る
も
、
其
の
貨
は
如
来
の
作
智
の
雨
方
面
に

現
じ
た
る
に
外
な
ら
や
'
o

一
大
心
霊
に
属
す
る
作
智
は
自
然
に
不
可
思
議
の
妙
用
ゐ
b

て
、
摩
尼
天
鼓
の
思
意
に
よ
ら
十
し

て
自
ら
事
を
成
守
る
如
〈
な
h
o

内
外
に
顕
現
す
る
作
智
の
妙
用
を
知
ら4
7し
て
、
入
品
開
土
の
設
相

を
き

h

て
天
然
界
の
経
験
界
に
等
し
〈
、
数
多
の
太
陽
系
を
超
え
て
彼
岸
に
物
質
的
に
存
荘
せ
b

と



謂
ふ
は
甚
だ
謬
り
な
h
v
o

其
の
賞
作
智
周
遁
す
る
故
に
、
衆
生
無
明
垢
質
除
き
て
、
作
智
に
よb
て

自
己
の
戚
性
霊
化
す
る
時
、
慮
と
し
て
清
静
岡
土
妙
色
症
般
な
ら
ざ
る
な
き
を
観
見
す
る
こ
と
を
得

ぺ
1
0週

刊
土
之
は
如
来
作
智
の
現
象
に
し
て
、
衆
生
作
智
に
霊
化
せ
ら
れ
た
る
も
の
、
現
は
す
心
象
な

b
o

-
Z
M
S
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成
所
作
智

舗
に
日
〈
、
五
塵
五
識
は
こ
と
ん
\
〈

成
所
作
智
の
作
用
に
て
、

自
然
と
心
霊
の
雨
界
に

滞
妙
食
措
仰
と
現
は
る
れ
。

成
所
作
智
と
は
主
観
と
客
観
と
の
戚
費
作
用
な
b
o

主
観
と
し
て
は
生
物
の
五
識
の
戚
費
作
用
に

て
、
客
観
と
し
て
は
色
聾
等
の
五
塵
の
現
象
な
り
。
能
戚
の
心
と
所
戚
の
境
と
は
本
同
じ
く
作
智
に

し
て
雨
面
現
な
り
。

一
法
界
中
の
一
方
面
を
自
然
界
と
名
づ
け
、
他
の
方
面
を
心
霊
界
と
名
づ
〈
。
自
然
界
は
凡
夫
の

所
戚
に
し
て
、
心
霊
界
は
事
者
の
所
照
な
り
。
凡
夫
の
所
戚
は
愈
械
な
る
五
塵
に
し
て
、
事
者
の
所

照
は
勝
妙
な
る
五
塵
な
り
。

鏡
智
は
一
大
観
念
態
の
総
相
に
し
て
、
作
智
は
色
聾
等
の
別
相
な
り
。
ま
た
主
観
の
方
は
、
概
念



は
線
に
て
、
戚
畳
は
唯
外
界
と
の
閥
係
仁
よ
か
て
某
の
作
胤
を
起
す
。

戚
貨
の
本
質
を
論
争
'
る
に
、
賞
在
論
者
、
観
念
論
者
、
平
行
論
者
あ
り
。
賞
在
論
者
の
見
解
に
よ

れ
ば
、
吾
人
の
戚
畳
は
客
観
の
事
物
即
も
色
嘩
等
の
寅
性
を
吾
人
が
賞
に
戚
費
す
と
。
戚
畳
は
物
理

的
と
精
榊
的
と
の
こ
要
素
を
含
む
。

一
方
は
身
躍
と
他
は
精
榊
、
即
も
或
外
界
の
物
質
刺
戟
を
戚
畳
一

神
経
の
末
梢
に
受
げ
て
、
之
を
脳
じ
惇
へ
、
精
榊
の
反
動
と
し
て
起
す
心
理
作
用
、
即
も
物
質
の
分

子
運
動
が
吾
人
の
官
能
を
刺
戟
し
、
精
神
が
之
を
受
付
て
一
の
戚
費
を
な
す
。
極
端
な
る
物
理
皐
者

の
如
き
は
、
勢
力
鑓
化
の
理
を
戚
舞
と
葉
刺
戟
と
の
閥
係
に
臆
用
し
、
心
の
働
き
凡
て
神
経
に
外
な

ら
十
と
。
例
へ
ば
一
音
響
の
分
子
運
動
が
鼓
膜
に
遣
し
て
、
共
勢
力
が
紳
経
の
力
と
な

b

て
臓
に
俸
は

h
y

て
戚
費
生
歩
と
。
故
に
戚
費
は
物
カ
の
鑓
態
仁
外
な
ら
?
と
o

怒
る
唯
物
論
者
は
決
し
て
相
待
的

関
係
の
解
樺
を
す
る
こ
と
を
得
歩
。
物
理
的
運
動
の
原
因
が
心
理
的
戚
債
の
結
果
を
生
歩
と
は
奇
な

色
令
や
、
殊
に
況
や
宗
教
は
生
理
的
の
威
発
即
ち
肉
眼
等
に
限
ら
子
、
心
眼
等
を
も
て
窓
費
を
説
明

せ
ん
と
す
る
る
の
に
至
つ

τ

は
、
唯
物
論
者
の
見
解
は
漣
せ
ぎ
る
なbo

=
一
七
五



セ
品
ハ

弐
に
観
念
論
者
は
、
客
観
界
戚
費
な
る
も
の
は
、
物
質
其
物
に
あ
ら
守
し
て
、
主
観
精
神
の
形
式

を
客
観
化
し
て
、
物
質
の
五
塵
の
境
と
現4
7
0自
己
の
主
観
的
形
式
を
離
れ
て
物
質
に
戚
費
あ
る
ア

主
な
し
。
幻
境
夢
現
の
如
き
は
物
質
に
賞
在
に
あ
ら
ぎ
れ
ど
も
金
〈
其
現
象
が
威
発
す
る
に
あ
ら
や

ゃ
。唯

物
論
と
唯
心
論
、
何
れ
に
し
て
も
一
方
に
偏
す
る
も
の
は
金
〈
其
嘗
を
え
歩
。
物
心
一
元
論
に

港
み
て
物
心
平
行
論
あ
り
。
謂
〈
一
切
の
心
意
過
程
は
之
に
平
行
し
て
伴
起
す
る
物
質
過
程
ゐ
b
o

ま
た
物
質
遇
税
に
は
之
と
伴
起
す
る
心
意
過
程
あ
り
。
例
せ
ば
物
質
の
運
動
即
も
宰
気
の
波
動
は
紳

経
の
末
端
を
刺
戟L
、
之
を
脇
に
達
す
れ
ば
、
此
丞
集
の
運
動
に
平
行
伴
起
す
る
心
意
過
程
に
戚
脅

と
現
は
る
。
普
遍
的
平
行
論
は
戚
費
の
根
底
を
接
見
す
。
い
か
に
と
な
れ
ば
物
心
は
雨
面
に
し
て
物

の
裏
に
は
必
今
心
あ
り
。
而
し
て
此
雨
商
の
賞
在
異
相
を
示
す
も
の
は
心
に
し
て
物
舗
は
其
外
面
の

現
象
に
遇
き
歩
。
内
性
は
心
に
し
て
外
象
は
物
、
物
心
一
種
。
心
に
寓
象
と
意
志
あ
り
。
心
の
現
象

た
る
物
質
あ
れ
ば
カ
の
活
動
あ
b
o

内
的
意
志
は
即
も
外
界
に
物
の
運
動
に
な
・
9
0

動
力
は
即
も
意



志
な
h

。
例
へ
ば
太
陽
の
力
に
よ
b

て
、
地
球
に
分
子
運
動
を
起
し
光
と
熱
と
に
な
b

、
引
力
に
よ

b

て
重
力
固
形
樫
と
な
る
如
き
、
す
ぺ
て
物
力
な
る
も
の
は
内
性
の
意
志
な
り
と
一
宮
へ
り
。
意
志
的

運
動
に
よ
h

て
客
観
的
観
念
即
も
物
象
な
れ
ば
、
カ
の
分
子
運
動
即
も
客
観
の
戚
畳
なbo
能
戚
畳

の
心
と
所
戚
費
の
五
塵
之
は
、
一
飽
の
爾
面
的
現
象
、
す
ぺ
て
之
を
作
智
の
作
用
と
す
。

吾
人
の
戚
舞
は
唯
自
然
現
象
界
に
劃
し
て
の
み
之
を
見
聞
す
。
然
れ
ど
ち
是
作
智
の
金
躍
に
あ
ら

守
し
て
唯
一
面
に
過
ぎ
歩
。

物
質
の
分
子
運
動
あ
れ
ば
、
必
歩
こ
れ
を
五
官
に
劃
し
て
戚
畳
を
な
さ
し
む
。
券
子
運
動
は
極
め

て
微
細
な
る
も
の
に
至
つ
て
は
、
吾
人
の
見
聞
の
及
ば
ぎ
る
慮
、
た
と
へ
ば
分
子
な
る
る
の
は
人
の

見
る
こ
と
能
は
歩
。
畿
の
中
に
あ
り
て
ア
ト
ム
は
不
断
に
運
動
す
。
極
微
分
子
相
燭
る
た
め
に
昔
韓

を
殺
す
れ
ど
も
吾
人
は
こ
れ
を
聴
〈
-
回
と
能
は
ぎ
る
が
如
し
。

作
智
の
妙
用
は
賞
に
こ
の
自
然
界
に
於
て
、
い
か
な
る
慮
に
於
て
も
行
は
れ
つ
』
あ
れ
ど
も
、
吾

人
の
官
能
は
食
に
し
て
普
ぐ
-
』
れ
を
戚
鳳
寓
す
る
能
は
歩
。

一
一
一
七
七
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此
器
械
的
の
肉
の
戚
費
を
超
え
て
天
眼
等
の
五
官
を
も
っ
て
せ
ば
、
自
然
界
に
行
は
れ
っ
、
あ
る

作
智
の
妙
用
は
一
層
深
遠
な
り
と
す
。
然
れ
ど
も
肉
眼
と
天
眼
等
の
戚
能
は
自
然
界
の
現
象
に
艶
し

て
、
食
と
妙
な
る
の
別
ゐ
る
の
み
に
し
て
、
未
だ
猶
一
一
層
高
等
な
る
微
妙
な
る
心
霊
界
に
於
け
る
作
.

智
の
妙
用
を
誼
す
る
能
は
や
'
o

法
界
は
本
一
躍
に
し
て
、
相
た
る
智
用
の
方
面
ょ
。
窺
ふ
時
は
重
重
無
蓋
に
厨
費
の
相
が
行
は
れ

っ
、
あ
り
。
若
心
眼
間
接
す
る
時
は
心
霊
界
に
勝
妙
五
塵
の
境
界
あ
b
o

一
法
界
は
本
よ
り
婆
婆
に

即
し
て
寂
光
士
、
機
土
?
に
慮
異
な
る
に
あ
ら
歩
。
作
智
は
自
然
界
に
常
恒
に
行
は
れ
っ
、
あ
る
如
く

心
霊
界
に
ら
行
は
る
。
一
法
界
中
に
在
っ
て
各
共
機
能
に
随
っ
て
戚
費
を
異
に
す
。
害
へ
ば
青
眼
鏡

を
i
sて
向
ふ
時
は
物
と
し
て
青
色
な
ら
F

る
は
な
き
が
如
〈
、
吾
人
が
此
器
械
的
の
肉
眼
を
ち
て
、

世
界
は
貨
に
是
の
如
し
t

威
令
。
吾
人
人
類
の
外
に
い
か
に
法
界
を
戚
費
し
っ
、
あ
る
や
は
、
吾
人

の
純
験
す
ぺ
か
ら
ぎ
る
慮
、
然
れ
ど
も
若
し
心
眼
を
開
〈
と
き
は
、
霊
界
微
塵
の
五
塵
を
賞
験
す
る

こ
と
を
う
ぺ
し
。
唯
識
論
に
一
水
四
見
の
喰
を
る
て
斯
理
を
誼
す
。
一
水
四
見
の
響
と
は
、
吾
人
人



績
が
水
色
感
A
Yる
物
は
、
水
族
却
も
魚
類
等
に
は
空
気
の
如
〈
に
見
え
、
若
し
餓
鬼
道
の
衆
生
川
ね

め
に
は
熱
河
に
戚
じ
て
、
天
人
の
鋳
に
は
瑠
璃
賓
地
と
認
む
と
の
例
の
如
〈
、一
賓
怯
界
中
の
作
智

の
妙
用
種
々
に
襲
易
す
る
。
プ
ラ
ト
ー
が
常
人
の
発
め
た
る
所
は
賢
人
の
夜
に
て
、
賢
人
が
闇
黒
と

見
8

方
を
常
人
は
明
b
k

謂
へ
・
・
9
0

肉
眼
を
も
て
自
然
界
を
麗
蟻
す
る
の
外
仁
、
こ
、
に
在
て
霊
界

を
賞
験
す
る
こ
と
能
は
ぎ
る
人
の
震
に
は
、
美
天
困
を
超
然
た
る
彼
岸
か
ま
た
は
十
寓
億
土
の
西
方

じ
在
h

と
す
。
若
し
心
眼
聞
き
し
人
の
震
に
は
阿
掃
陀
傭
園
去
此
不
透
と
設
〈O
(良
忠
上
人
の
意
)

蝿
仲
迦
傭
陀
は
肉
眼
を
も
て
は
寄
人
主
同
じ
〈
裳
婆
界
を
見
る
。
同
じ
〈
此
土
仁
在
っ
て
悌
眼
を
も

っ
て
は
寂
先
滞
土
微
妙
の
症
候
の
相
を
知
見
し
給
ふ
。
き
れ
ば
法
華
経
に
、
我
は
三
界
の
如
〈
に
三

界
を
昆
歩
、
如
賞
に
三
界
の
相
を
知
見
す
と
。

心
霊
界
の
方
面
に
於
い
て
、
法
眼
を
も
っ
て
は
、
十
方
法
界
一
切
慮
の
微
妙
の
五
塵
清
帯
圃
士
、

是
諾
の
三
貴
巴
上
七
地
巳
下
の
菩
奮
の
所
見
。
宇
宙
を
聾
し
て
一
心
法
界
無
相
園
明
の
真
空
界
、

切
の
勝
捗
の
五
患
を
も
超
絶
せ
る
は
‘
人
地
空
位
の
菩
薩
の
所
見
。
丞
有
聾
ぺ
賎
し
、一
翼
法
界
仁

官
一
七
九
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在
っ
て
無
量
の
症
巌
を
知
見
し
、
一
塵
に
無
量
の
悌
剰
を
見
、
重
々
無
謹
に
互
映
し
て
窮
り
な
き
能

威
主
及
び
所
戚
な
る
は
即
も
悌
眼
な
b
o

傭
界
を
遺
き
彼
岸
に
求
む
ぺ
か
ら
す
、
悌
眼
開
〈
慮
に
顕

は
れ
ん
。

自
然
界
の
客
観
の
五
塵
と
、
主
観
の
戚
費
色
、
ま
た
心
霊
界
に
行
は
る
』
物
心
の
戚
費
と
は
、
共

に
作
智
の
異
方
面
現
象
なb
。

宗
教
は
終
局
は
心
霊
界
の
備
眼
悌
土
を
得
る
を
目
的
と
す
。

肉

眼

舗
に
云
〈
、
成
所
作
智
の
妙
用
は

自
然
界
に
行
は
ね

肉
と
天
主
の
五
官
に
て

島
妙
の
五
塵
戚
4
?な
れ

自
然
界
の
現
象
た
る
一
切
の
客
観
界
な
る
戚
豊
、
即
も
青
黄
等
の
色
塵
、
宮
商
等
の
聾
庫
、
香
臭

の
塵
、
甘
苦
の
味
塵
、
冷
媛
の
鯛
塵
等
は
す
ぺ
て
客
観
的
物
質
の
分
子
運
動
の
現
象
なbo

客
観
に



こ
の
分
子
運
動
あ
る
も
、
若
し
主
観
の
五
官
的
機
能
な
か
ら
ん
か
、
す
ぺ
て
の
戚
俸
の
象
あ
る
こ
と

な
し
。
こ
の
能
戚
と
所
戚
と
は
同
じ
〈
作
智
の
雨
現
象
なb
と
は
巳
に
論
じ
た
b

き
。

自
然
界
に
於
り
る
主
観
の
戚
費
に
二
種
あ
り
。
肉
的
五
根
と
友
ぴ
天
的
五
根
なbo

肉
的
五
根
と

-
A即
も
眼
耳
鼻
舌
身
の
戚
費
作
用
な
り
。
ま
た
次
に
天
眼
天
耳
等
是
なb
o

今
吾
人
が
肉
的
五
根
に
つ
き
て
自
然
界
の
現
象
を
説
明
せ
ん
に
、
先
づ
暫
〈
吾
人
が
本
能
に
具
備

せ
る
五
官
を
も
っ
て
す
る
、
物
質
の
五
塵
の
分
子
の
刺
戟
に
よ
り
て
伴
起
す
る
親
器
等
の
戚
畳
は
、

い
か
な
る
関
係
に
よ
る
や
t

云
ふ
に
、
肉
は
生
理
的
器
械
的
に
し
て
、
外
界
の
色
塵
的
極
微
の
分
子

が
眼
に
刺
戟
し
、
神
経
繊
維
に
よ
り
て
中
植
に
惇
遣
し
、
之
に
平
行
せ
る
心
意
過
程
に
於
て
心
理
作

用
を
伴
起
し
、
こ
h

に
於
て
親
費
生
守
。
客
観
的
戚
性
は
物
理
的
エ1
ア

Y
の
媒
介
に
よ
b

、
弾
力

の
振
動
電
気
等
の
鹿
迫
よ
b

振
動
す
る
分
子
運
動
の
刺
戟
よ
り
伴
起
す
。

物
理
器
械
的
な
る
を
以
て
、
若
し
同
一
の
生
現
機
能
に
同
一
の
刺
戟
を
奥
ふ
る
時
は
、
同
一
の
戚

血
寛
を
生
子
ぺ
し
。
然
れ
ど
も
生
理
的
官
能
は
生
物
接
遣
の
程
度
に
随
っ
て
、
必
守
し
も
同
一
な
・

9
5
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云
ふ
ぺ
か
ら
歩
。
最
下
等
の
生
物
に
至
つ
て
は
戚
費
作
用
の
鈍
き
こ
と
は
勿
論
な
り
。

吾
人
の
肉
眼
等
は
生
理
的
機
能
な
る
を
以
て
、
全
〈
生
理
的
に
便
利
の
方
に
作
用
成
せ
b
e
こ
の

生
理
的
に
着
色
劫
振
せ
ら
れ
た
る
戚
費
な
れ
ば
、
吾
人
は
自
己
の
戚
費
を
も
て
自
然
界
に
劃
し
て
賞

相
を
戚
守
主
簡
へ
b
o

蓋
し
未
r
巳
上
の
戚
能
開
礎
せ
F

る
矯
の
み
。
五
回
人
が
現
在
の
戚
費
の
主
観

主
客
観
と
は
一
亦
に
過
ぎ
子
。

天
眼
等
の
五
官
に
よ
り
て

吾
人
は
肉
眼
等
の
五
官
を
ち
っ
て
、
自
然
界
中
に
行
は
れ
っ
、
あ
る
作
智
の
用
を
知
れb
o

次
に
ま
た
天
眼
等
を
も
っ
て
は
自
然
界
に
行
は
る
ぺ
き
戚
費
作
用
に
よ
ち
て
作
智
の
一
大
用
を
誼

せ
ん
。
天
眼
等
の
五
官
と
し
て
主
観
主
客
観
と
に
現
十
る
用
は
肉
眼
の
如
く
器
械
的
な
ら
歩
。
天
眼

的
戚
費
は
自
己
の
精
神
と
天
然
即
も
自
然
と
一
致
す
る
時
に
紳
遁
戚
醸
し
て
、
自
然
界
中
の
遠
隔
の

地
に
あ
る
事
物
全
見
聞
す
る
こ
と
を
う
。
本
来
斯
の
如
き
戚
舞
的
作
用
は
自
然
界
中
に
存
在
す
る
作



智
の
妙
用
に
存
す
れ
ど
も
、
個
人
戚
躍
が
之
と
相
醸
せ
玄
る
が
故
に
こ
の
作
用
な
き
なbo

催
眠
的
心
力
戚
臆
の
如
き
は
術
者
が
、
被
術
者
を
し
て
幻
畳
に
よ
り
て
他
郷
の
事
を
見
聞
せ
し
む

る
如
き
、
ま
た
熱
火
を
冷
涼
と
戚
守
し
め
、
人
格
を
真
換
し
、
種
々
の
戚
畳
作
用
を
な
さ
し
む
る
如

き
は
、
物
理
皐
的
の
み
に
て
は
解
し
難
き
な
り
。
精
紳
共
通
し
戚
騰
に
よb
て
こ
の
作
用
あ
b
o

悌
敬
の
天
眼
天
耳
は
居
な
が
ら
に
し
て
千
里
の
地
を
見
聞
し
、
他
心
遁
は
他
人
の
心
事
を
能
〈
議

み
う
る
。
是
ら
の
理
は
い
か
に
し
τ
此
と
彼
k

戚
臆
す
る
や
主
な
ら
ば
、
個
々
物
質
的
に
は
別
々
な

れ
ど
も
其
形
而
上
の
現
に
於
て
は
同
〈
一
大
精
神
界
中
の
個
々
に
し
で
、
作
智
の
妙
用
に
よ
り
て
こ

れ
を
可
能
と
す
。

吾
人
が
生
れ
た
る
ま
、
の
心
意
は
自
然
に
規
定
せ
ら
れ
た
る
生
理
の
本
能
的
ぷ
戚
畳
し
う
る
外
に

見
聞
の
用
を
な
す
能
は
歩
。
若
し
精
神
修
行
の
結
果
で
、
作
智
の
用
が
生
得
巳
上
に
遣
す
る
時
は
自

然
を
使
用
す
。
本
能
の
戚
畳
は
自
然
に
使
用
せ
ら
る
。
自
然
を
使
用
す
る
が
故
に
意
に
随
っ
て
、
自

然
界
の
事
物
を
生
理
機
能
の
肉
眼
に
諮
ら
4
7し
て
見
る
こ
と
を
得
。
そ
れ
と
同
じ
例
は
賞
行
的
理
性

= 
J¥. 
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四

の
道
徳
意
志
も
、
天
然
素
朴
の
人
は
自
然
と
因
縁
に
規
定
せ
ら
れ
て
、
性
癖
や
習
慣
の
錦
に
意
志
の

自
由
を
得
子
。
然
る
に
道
徳
的
意
志
が
礎
遣
す
る
時
は
、
意
志
自
由
と
な
り
て
、
自
我
が
自
己
の
気

質
に
も
習
慣
に
ち
う
も
勝
っ
て
己
を
制
す
る
こ
と
を
う
る
如
し
。

認
識
に
ち
自
然
の
規
定
の
許
さ
ぎ
る
物
在
を
、
自
ら
見
ん
と
欲
せ
ば
見
る
こ
と
を
う
。
精
神
稜
蓮

の
結
果
は
自
然
の
規
定
を
超
え
て
自
由
な
る
戚
畳
を
成
し
う
。
天
然
素
朴
の
人
は
自
然
に
産
出
せ
ら

れ
た
る
嬰
児
に
し
て
、
認
識
仁
て
も
賞
行
に
し
て
も
未
だ
自
由
を
得
5
る
な
り
。

準
み
て
天
眼
を
陸
連
し
た
る
人
は
、
自
然
を
規
定
せ
る
天
則
の
理
性
と
自
己
の
心
性
と
は
同
一
な

れ
ば
、
自
己
の
作
智
は
即
も
自
然
界
の
作
智
、
な
れ
ば
、
意
に
随
っ
て
自
然
界
の
事
物
を
見
聞
す
る
こ

と
を
う
。

働
在
世
の
ア
ラ
カ
シ
友
ぴ
紳
遁
を
得
た
る
人
の
五
識
が
、
よ
〈
通
達
せ
る
こ
と
肉
眼
の
及
ばg
る

慮
、
是
本
よ
b

作
智
の
抄
用
が
自
然
界
に
行
は
る
、
こ
と
は
、
彼
此
の
戚
臆
作
用
が
戚
費
と
な
ち
、

ま
た
能
戚
畳
の
作
用
は
行
は
れ
あ
る
も
肉
器
械
が
之
を
戚
費
し
能
は
ぎ
る
の
み
。
最
も
精
別
な
る
望



遠
鏡
は
肉
眼
の
一
千
寓
倍
の
距
離
を
望
み
う
る
と
。
若
し
其
鏡
よb
も
寓
億
倍
の
度
な
る
鏡
な
し
と

云
ひ
う
ぺ
付
ん
や
。
自
然
界
に
自
然
律
と
し
て
行
は
れ
あ
る
作
智
の
作
用
は
、
宇
宙
を
壷
し
て
一
切

の
寓
物
が
相
互
に
戚
醸
し
、
乃
至
重
冷
無
意
に
戚
躍
す
ぺ
き
理
は
本
来
有
す
れ
E

も
、
吾
人
が
肉
眼

の
器
械
は
拙
劣
に
し
て
こ
の
関
係
を
明
瞭
に
せ
ぎ
る
の
み
。
作
智
の
妙
用
は
無
謹
な
れ
E

も
吾
人
の

器
棋
が
有
限
な
る
な
b
o

天
眼
等
を
以
て
ま
た
望
遠
鏡
な
E

を
以
て
も
、
一
分
自
然
界
に
行
は
れ
つ
つ
あ
る
作
智
の
用
を
詮

明
す
る
こ
と
を
得
ぺ
し
。

叉
天
的
戚
費
と
は
諸
の
発
天
等
の
境
界
なb
o

色
界
無
色
界
が
那
遁
に
存
在
す
る
や
は
今
の
論
に

あ
ら

4
7
0四
織
と
四
無
色
定
を
修
す
る
行
者
が
、
深
締
定
に
入
っ
て
一
切
の
外
界
の
五
塵
に
劃
す
る

戚
費
は
滅
し
て
、
四
輝
の
慮
澄
需
と
し
て
十
方
洞
か
に
し
て
、
有
漏
締
定
の
光
明
普
C

十
方
に
編
し
、

自
己
主
天
と
融
合
し
神
心
恰
幾
歓
喜
自
然
の
妙
業
を
戚
じ
、
色
究
寛
天
の
如
き
は
経
に
、
群
機
を
究

覚
し
色
性
の
怯
を
究
め
て
無
遁
際
に
入
る
。
人
聞
の
五
塵
の
分
別
を
離
れ
て
五
識
を
去
b

澄
滞
な
る

三
八
五
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大
虚
に
同
じ
り
れ
ば
な
り
。
無
色
定
之
は
無
色
と
は
前
の
色
発
意
定
に
て
一
一
却
の
五
塵
の
境
易
は
巴

に
感
じ
て
亡
じ
、
巴
に
す
べ
て
窓
し
c

主
観
の
心
の
み
。
室
慮
天
と
は
、
す
咋
て
の
分
別
の
意
識
が

な
〈
な

b

て
、
無
意
識
に
な
る
を
宰
慮
k

云
ひ
宰
と
云
ふ
。
識
無
議
蕗
は
幽
玄
な
る
蝿
定
の
ゐ
の
み

あ
b

て
宇
宙
に
遁
満
し
、
突
に
無
所
有
蕗
と
怯
深
き
輝
定
心
の
み
じ
し
て
、
食
想
の
心
な
き
故
に
無

所
有
慮
と
云
ふ
。
次
に
非
想
非
々
想
と
は
微
細
な
る
概
念
の
み
に
し
て
静
慮
ゐ
の
微
妙
の
極
ま
れ
る

盛
、
即
も
是
有
漏
の
神
識
に
し
て
は
最
と
も
幽
玄
な
る
紳
秘
的
霊
の
相
な
り
。

是
ら
は
静
慮
三
昧
中
の
所
観
の
境
に
し
て
、
も
ろ
/
、
の
凡
夫
有
溺
定
中
の
極
なbc
此
紳
秘
的

観
念
界
は
自
然
界
の
戚
覚
は
戚
壱

F
れ
E

も
定
中
に
自
然
に
微
細
の
戚
費
に
比
す
べ
き
も
の
あ
り
。

こ
れ
ら
を
天
的
五
識
の
援
と
名
づ
〈O

心
霊
界
の
十
二
庭
十
人
界

舗
に
日
〈
、
心
霊
界
に
作
智
の
用

法
慧
ニ
眼
飽
ぐ
と
き



勝
妙
五
塵
の
霊
界
と

情
滞
異
天
と
顕
現
す

自
然
界
に
自
然
の
理
法
と
し
て
戚
臆
作
用
行
は
れ
つ
』
あ
る
う
ち
、
肉
眼
は
生
理
的
機
能
、
器
械

的
に
し
て
戚
覚
作
用
狭
少
に
し
て
、
天
眼
は
自
然
と
一
致
す
る
・
が
故
に
無
限
な
る
こ
と
を
明
せb
o

次
に
進
ん
で
作
智
が
心
麓
界
に
行
は
る
、
こ
と
を
切
さ
ぱ
、

法

眼
(
法
身
菩
薩
の
所
感
)

肉
眼
は
肉
身
に
相
臆
す
る
と
同
じ
〈
、
法
眼
桧
耳
は
法
身
と
相
癒
す
。
こ
れ
が
所
戚
の
境
界
を
清

持
界
と
名
づ
〈
ぺ
し
。
肉
眼
が
自
然
界
に
於
て
極
微
の
分
子
動
を
明
か
に
戚
費
す
る
如f
、
法
眼
等

は
心
霊
界
の
妙
色
感
般
等
の
五
塵
を
戚
費
す
。
肉
眼
が
自
然
の
子
た
る
却
〈
、
法
眼
は
心
霊
作
特
の

子
た
り
。
偽
限
等
は
作
智
の
自
己
に
し
て
全
〈
一
致
し
た
る
底
。

一
日
異
法
界
に
は
自
然
界
と
心
霊
界
と
は
本
一
一
健
の
異
現
象
に
し
て
、
吾
人
が
目
撃
す
る
蕗
の
自
然

界
は
食
織
な
れ
ば
此
を
去
っ
て
透
き
彼
践
に
清
津
闘
士
を
求
む
ぺ
炉
ら
子
。
路
眠
時
〈
慮
に
崎
市
土
の

三
八
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門
は
閑
り
ん
。
微
妙
の
荘
厳
は
顕
は
れ
ん
。
経
に
、
阿
捕
陀
悌
去
此
不
遣
、
帯
業
成
今
る
も
の
は
観

る
こ
と
を
得
ん
と
。
人
々
悉
{
自
修
し
て
其
の
真
理
を
認
め
よ
。
古
塞
我
を
歎
か
宮
る
を
讃
せ
ん
。

心
震
界
の
嘉
巌
は
、
自
然
の
戚
魔
界
を
超
え
て
、
超
戚
費
の
慧
眼
と
相
臆
せ
る
一
心
法
界
に
至
る

'
と
き
は
、
超
時
間
超
昼
間
超
戚
費
な
b
o

而
し
て
其
心
霊
界
に
ま
た
勝
妙
な
る
五
塵
の
霊
界
臨
調
す
。

澗
識
の
ポ
1
Y
ゼ
シ
回
〈
、
宗
教
は
一
た
び
捨
た
る
戚
費
界
を
ま
た
高
遠
な
る
彼
こ
に
勝
れ
た
る
戚

受
世
界
を
再
び
立
つ
る
と
。
明
の
智
旭
師
日
〈
、
問
て
臼
〈
、
寂
光
滞
土
に
は
理
智
の
光
の
み
に
し

て
五
塵
の
相
あ
る
な
り
ん
。
答
て
日
〈
、
爾
ら
今
、
若
し
寂
光
に
勝
妙
の
五
塵
な
〈
ん
ば
、
何
ぞ
そ

れ
偏
異
に
異
な
ら
ん
。

震
界
作
智
の
用
に
法
眼
等
の
五
識
は
、
作
智
の
全
に
あ
ら
や
'
し
τ
分
な
h
v

。
是
法
身
菩
薩
の
境
界

な
れ
ば
な
り
。
若
し
如
来
地
に
入
る
と
き
ば
金
〈
作
智
を
自
己
と
し
て
、
自
ら
作
智
の
能
所
一
致
し

て
自
由
を
得
た
り
。
起
信
論
に
作
智
の
菩
薩
に
艶
す
る
相
を
説
い
て
日
〈
、
真
如
の
用
と
は
即
ち
自

然
に
不
可
思
議
の
業
種
冷
の
用
あ
り
。
異
如
と
同
じ
〈
一
切
鹿
に
偏
す
、
然
れE
も
用
相
の
得
べ
き



有
る
こ
と
な
し
。

慧
眼
の
境
と
し
て
の
作
智

心
霊
界
が
法
眼
の
境
と
し
て
は
勝
れ
た
る
五
塵
の
境
界
と
し
て
戚
費
す
る
な
・
9
0

進
ん
で
慧
眼
等

の
封
象
と
し
て
の
作
智
の
用
は
い
か
に
と
な
れ
ば
、
前
の
自
然
界
の
物
的
の
戚
畳
を
超
え
、
ま
た
心

霊
界
の
妙
戚
費
を
超
ゆ
る
時
は
、
非
物
質
非
戚
壁
、
直
観
的
に
一
睡
観
の
知
念
戚
あ
り
。
時
間
昼
間

因
果
律
に
し
た
が
っ
て
現
十
る
慮
の
自
然
の
物
質
的
戚
畳
を
超
え
、
ま
た
寓
象
の
蓮
績
的
設
話
的
を

超
え
て
、
純
粋
な
る
形
式
直
視
な
る
は
、
一
大
圏
相
、
十
方
洞
然
と
し
て
虚
徹
霊
遁
、
内
に
非
歩
、

外
に
非
?
、
中
間
に
非
子
、
一
切
差
別
の
相
を
離
れ
、
絶
封
唯
一
、
智
慧
の
先
明
、一
切
の
用
相
を

離
れ
た
る
自
性
天
異
。

慧
眼
に
は
能
戚
所
戚
な
〈
、
本
来
一
一
館
、
自
己
の
直
観
同
一
智
慧
の
故
に
封
象

ω
現
4
7ぺ
き
な
し
9

慧
眼
に
よ
り
て
一
大
心
霊
界
異
境
現
前
す
る
時
、
一
切
の
戚
費
混
絶
し
、
擾
々
た
る
寓
物
紛
転
向

一
八
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る
院
…
巣
は
夢
幻
泊
露
の
戯
論
絶
え
て
、一
切
の
約
束
を
股
し
、
絶
封
無
規
の
新
天
地
を
接
見
サ
ム
リ
。

慧
眼
は
無
碍
に
し
て
肉
眼
所
針
の
寓
象
を
遁
じ
て
墨
硬
な
し
。
擾
々
た
る
高
物
は
慧
眼
を
障
る
能

は
子
。
吾
人
慧
眼
を
以
て
寅
相
を
親
子
る
時
は
一
異
法
界
頴
然
た
り
。
法
界
一
切
の
山
河
大
地
よ
b

乃
至
塵
敷
の
闘
土
天
躍
に
羅
列
せ
る
も
、
生
滅
轄
獲
の
物
は
悉
く
一
心
異
法
界
の
片
影
に
過
ぎ
ぬ
。

凡
夫
の
夜
と
す
る
慮
は
要
人
の
輩
記
り
。
慧
眼
に
よ
り
て
一
心
法
界
の
本
質
を
直
観
す
。

諸
の
韓
関
縁
費
の
二
乗
が
浬
繋
地
と
固
執
せ
る
偏
異
の
空
理
は
慧
眼
の
消
極
的
方
面
な
り
。
浮
心

を
得
た
る
菩
薩
の
所
見
は
微
妙
に
し
て
轄
勝
れ
た
り
と
。
業
識
て
ふ
介
を
離
れ
て
は
能
見
の
心
と
所

見
の
境
と
一
致
し
て
見
相
な
し
。
諾
備
の
慧
は
此
彼
の
相
を
超
え
て
相
見
る
こ
と
な
し
。

一
法
界
の
中
に
於
て
一
分
たh
と
も
自
我
分
別
あ
る
が
故
に
此
に
劃
し
て
彼
を
見
る
。
こ
の
相
待

を
離
る
、
が
故
に
絶
艶
無
硬
な
り
。

信
論
に
、
若
し
見
を
超
さ
ば
則
も
不
見
の
相
あ
り
。
心
性
見
を
離
る
れ
ば
即
是
編
照
法
界
の
義
。

見
不
見
の
相
待
を
絶
て
心
霊
と
一
致
す
る
時
は
法
界
遍
照
なb
o



偽

眼

碩
日
〈
、
作
智
の
妙
用
不
思
議
に
て

一
塵
無
量
の
土
を
現
じ

重
々
無
毒
の
戚
費
は

傭
眼
あ
b

て
相
慮
す

如
来
作
智
の
妙
用
は
自
然
界
に
ち
心
霊
界
に
も
、
所
能
の
戚
費
作
用
と
し
て
映
現
し
た
る
も
、
肉

ー
と
天
眼
と
は
自
然
界
に
、
法
と
慧
と
は
心
霊
界
に
。
然
れE
も
未
だ
金
〈
本
然
の
作
智
と
全
然
一
致

し
た
る
に
は
あ
ら
守
。
唯
其
分
に
鷹
じ
て
作
用
を
な
す
。
備
眼
の
み
ひ
と
b

接
働
自
然
の
作
智
と
金

然
一
致
し
た
る
慮
。

悌
眼
は
慧
眼
と
法
眼
と
を
統
一
し
襲
照
す
。
故
に
悌
眼
開
〈
時
は
常
寂
光
土
の
大
慧
光
明
界
中
に

衆
賓
症
般
の
事
相
を
現
子
。

如
来
の
大
智
慧
は
無
遁
に
し
て
法
界
に
周
遁
す
る
と
共
に
、
無
壷
の
微
妙
な
る
五
塵
の
勝
妙
嘉
巌

を
現
じ
、
而
し
て
諸
の
菩
薩
の
法
眼
は
如
来
作
智
に
て
現
し
た
る
・
8

の
を
能
戚
舞
す
。
悌
眼
は
作
智

h. 
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ー
と
金
〈
一
致
し
た
る
も
の
な
れ
ば
、
自ph
境
界
を
示
現
し
て
自
ら
戚
費
す
。
諸
の
菩
薩
の
扶
眼
は
報

身
如
来
が
他
に
受
用
せ
し
む
る
慮
の
相
を
戚
費
す
る
の
み
。
怖
眼
は
自
受
用
に
て
自
ら
現
じ
自
ら
戚

子
。
能
戚
と
所
戚
と
自
己
に
あ
り
。

無
議
の
妙
用
。

側
眼
は
法
慧
ニ
眼
を
統
一
し
隻
照
す
る
が
故
に
一
塵
の
中
に
十
方
無
量
の
世
界
を
現
じ
、
而
しτ

こ
れ
を
見
る
。

一
座
爾
る
が
如
〈
一
切
塵
に
ま
た
一
切
悌
土
を
見
る
。
経
に
、
於
一
徹
塵
中
、
各
一
不

那
由
陀
無
数
諸
備
、
於
中
説
法
、
等
。
叉
云
〈
一
徹
塵
所
示
現
、
一
切
微
塵
亦
如
是
、
等
。

五
根
互
用
。
園
融
無
碍
。

五
根
互
用
と
は
、
華
巌
に
如
来
の
五
根
は
大
小
無
碍
、一
々
の
根
が
皆
法
界
に
偏
し
て
、
ま
た
見

聞
の
性
を
壊
せ
守
し
て
、
而
も
相
混
雑
せ
守
し
て
諸
根
の
用
を
な
す
。

互
用
無
碍
。

ム
ハ
根
互
に
相
用
ゐ
て
磯
げ
今
、
即
も
眼
根
を
以
て
見
聞
嘆
昧
等
の
識
を
起
し
、
身
を
使
用
し
て
無



碍
な
b
o

ま
た
臆
機
無
碍
に
し
て
自
在
の
身
、
十
方
一
切
衆
生
の
鴬
に
審
し
〈
臆
じ
、
多
〈
の
機
類

が
一
時
一
念
に
戚
予
る
も
、
身
ま
た
分
花
守
し
て
普
〈
現
?
。
此
に
在
っ
て
彼
に
現
守
る
こ
と
を
碍

た
げ
や
，
。

十
方
法
界
一
々
塵
に
十
方
依
正
を
現
守
る
と
共
に
、
こ
れ
を
戚
し
、一
切
高
物
の
中
に
五
塵
を
現

A
γ悉
〈
作
智
の
妙
用
な
り
。

依
正
互
融
d

密
経
に
日
〈
、
偽
身
不
思
議
園
土
悉
〈
中
に
在
・9
0

又
一
毛
に
多
剥
海
を
示
現
す
。
一
一
宅
現
今

る
こ
と
悉
〈
亦
是
の
如
し
。
普
〈
法
界
に
同
じ
。
又
一
毛
孔
内
に
難
思
の
剥
一
切
圃
土
所
有
の
塵
、

一
一
塵
中
悌
皆
入
。
今
此
ら
の
文
に
よ
b

て
明
に
知
ん
ぬ
、
悌
身
友
衆
生
身
、
大
小
重
々
、
或
は
虚

霊
法
界
を
以
て
身
量
と
錯
し
、
乃
至
一
切
大
小
の
身
士
、
互
に
内
外
と
なb
、
互
に
依
正
と
震
る
故

に
依
正
互
具
と
す
。

如
来
の
五
根
と
及
び
所
蔵
の
五
塵
と
は
如
来
作
智
の
作
用
に
し
て
、
能
戚
の
五
識
と
所
戚
の
五
塵

=
一
丸
一
一
一
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と
一
一
慢
の
雨
面
現
な
れ
ば
.
能
所
の
異
あ
る
こ
と
な
し
。
如
来
は
依
報
の
高
物
の
中
に
如
来
眼
あ
争

て
証
報
を
見
る
、
乃
も
色
心
不
二
なb
o

説
中
巌
に
日
〈
、
法
界
一
切
高
物
の
中
に
、
自
然
に
備
、
中
に
在
し
て
、
常
恒
に
設
法
し
、
乃
至
、

不
思
議
を
示
現
す
。
是
の
如
き
詑
法
と
不
思
議
の
業
用
と
は
、
如
来
唯
自
ら
之
を
見
聞
し
給
ふ
の
み
。

甚
深
微
妙
の
五
塵
は
如
来
自
ら
之
を
脅
し
て
自
ら
之
を
受
用
し
給
ふ
の
み
。
之
を
自
受
用
の
法
楽
と

云
ふ
。

三
世
常
恒
自
然
怯
爾
の
作
用
は
唯
悌
典
備
の
境
界
、
如
来
成
所
作
智
の
作
用
なbo

之
を
備
の
五

根
に
劃
す
る
五
塵
の
境
と
し
、
作
智
の
全
部
と
す
。

自
然
界
歯
車
界
本
一
慢
の
雨
面
と
は
己
に
詑
き
ぬ
。
備
軍
ね
て
密
敢
に
よ
り
て
之
ぞ
記
き
ば
、
此
二

界
を
彼
に
は
法
爾
随
縁
の
二
義
と
す
。
臼
〈
、
法
爾
と
は
法
悌
如
来
自
性
の
境
界
、

界
は
法
然
の
所
成
、
即
ち
法
備
の
依
正
是
な
b
o

大
日
経
に
大
日
世
掌
等
五
三
昧
に
於
て
即
時
に
諸

一
切
の
五
妙
揖



偽
の
闘
土
地
卒
な
る
こ
と
掌
の
如
し
。
五
賓
問
錯
し
、
八
功
徳
水
葬
複
盈
浦
せ
り
。
無
量
衆
烏
鴛
鷲

鴛
鵠
和
雅
の
一
音
を
出
す
。
時
華
雑
樹
致
柴
せ
る
聞
に
無
量
の
楽
器
を
列
ね
自
然
に
韻
に
諦
ひ
共
聾
微

妙
に
し
て
人
聞
〈
こ
と
を
業
ふ
所
な
り
。
無
量
の
菩
薩
随
繭
所
戚
の
宮
室
殿
堂
意
生
の
座
あ
り
。
如

家
信
解
願
力
の
所
生
な
h
y
o

法
界
標
臓
の
大
蓮
華
王
を
出
現
し
て
、
如
来
法
界
性
身
英
中
に
安
住
せ

h
y
B
ζ。

此
文
は
何
の
義
を
明
す
や
。
謂
〈
、
二
義
あ
り
。

一
に
は
法
身
法
爾
の
身
士
を
明
す
。
謂
〈
法
界

懐
臓
の
故
に
。
一
一
、
随
縁
顕
現
を
明
す
。
謂
〈
菩
薩
随
一
臓
所
戚
と
及
び
如
来
信
解
願
力
所
生
の
故
に
。

謂
〈
大
日
骨
骨
と
は
大
ピU
Fシ
ヤ
ナ
備
是
乃
法
身
如
来
な
り
。
捨
身
の
依
正
は
則
法
爾
所
成
。
故
に
怯

然
有
と
云
ふ
。
若
し
報
僻
と
謂
は
亦
大
日
掌
故
に
信
解
力
所
生
と
云
ふ
。
又
云
ふ
、
時
彼
如
来
一
切

支
分
無
障

力
十
智
力
信
解
よ
b

生
守
る
所
の
無
量
の
形
色
嘉
般
の
相
は
‘
報
備
の
身
士
を
明
す
。

若
鷹
化
悌
大
日
掌
と
謂
は
ば
、
臆
化
光
明
治
回
照
法
界
故
此
名
を
得
。
或
は
糟
迎
と
名
〈
。
無
数
劫
に

六
度
の
功
徳
に
資
長
せ
ら
る
、
身
、
此
に
は
慮
化
備
の
行
願
の
身
土
を
明
す
。
若
し
は
調
〈
、
等
涜

三
九
五
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身
を
亦
大
日
隼
と
名
〈
。
分
に
此
義
あ
る
が
故
に
。
経
に
即
時
出
現
と
言
ふ
は
、
此
文
は
等
流
身
の

暫
現
速
隠
を
明
す
。
身
己
に
有
・9
、
土
堂
無
か
ら
ん
や
。
此
は
等
流
身
の
士
を
明
す
。
上
所
設
依
正

の
土
は
並
に
四
種
に
遁
今
。
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成
所
作
智

威
畳
的
作
用
の
原
現

如
来
作
智
と
は
絶
卦
寓
象
に
属
せ
る
智
態
に
し
て
、

一
切
の
主
観
の
戚
官
作
用
と
な
b

、
全
花
一

面
に
は
客
観
界
の
色
聾
香
味
鯛
等
と
な
り
て
、
戚
畳
せ
ら
る
、
物
象
と
の
雨
面
と
な
る
ぺ
§
一
大
喝

象
態
な
b
o

之
を
成
所
作
智
と
名
づ
〈
。

吾
人
に
旗
揚
等
の
官
能
あ
り
て
、
能
〈
艶
象
と
な
る
ぺ
き
日
月
の
先
り
山
河
大
地
ぞ
説
、
ま
た
昔

難
及
び
人
の
言
語
等
を
聴
〈
等
、
戚
能
と
共
に
戚
舞
せ
ら
る
』
客
観
の
物
象
等
は
、
宇
宙
造
化
に
如

何
な
る
性
能
よ
り
是
の
作
用
を
賦
せ
ら
る
、
と
言
ふ
に
、
競
佐
に
成
所
作
智
の
性
あ
り
て
、
天
則
理

性
に
よ
b

、
す
ιべ
て
の
自
然
界
と
生
物
の
生
理
機
能
と
の
相
待
的
関
係
作
用
に
此
の
作
用
を
起
き
し

む
も
の
と
す
。

三
丸
七
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宇
宙
に
炉
、
る
物
心
二
象
の
戚
費
作
用
を
な
さ
し
む
も
の
は
如
来
競
性
に
属
す
。
作
智
の
作
用
と

す
る
も
此
に
ま
た
二
面
あ
b
o

甲
は
天
則
理
性
の
自
然
律
に
制
せ
ら
る
、
生
理
機
能
に
よ
る
戚
畳
作
用
な
り
。

乙
は
蹄
趣
の
理
性
。
心
霊
が
開
臨
模
し
て
心
震
界
に
劃
す
る
霊
的
戚
畳
と
心
象
と
の
戚
舞
作
用
な

b
o

甲
は
吾
人
の
生
得
の
五
官
の
作
用
に
よ
b

て
、
見
聞
す
る
経
験
世
界
の
戚
畳
なb
o

乙
は
宗
敬
規
定
に
よ
b

心
霊
閥
横
し
、
心
服
心
耳
等
に
よ
b

て
見
聞
す
ぺ
き
震
界
の
顕
現
なh
y
o

天
則
の
理
性
に
よ
る
戚
官
機
能
と
、
蹄
趣
の
理
性
に
よ
っ
て
の
霊
的
戚
畳
作
用
と
は
、
其
作
用
に

於
で
は
凡
事
相
ひ
同
じ
か
ら
守
雲
泥
の
差
あ
b

と
雄
色
、
其
は
衆
生
精
神
の
成
不
践
に
よ
る
の
ふ
レ

し
て
、
雨
方
と
も
如
来
蕨
性
の
一
切
作
智
が
精
愈
の
雨
機
能
に
頴
現
す
る
は
相
ひ
同
じ
。

初
め
に
自
然
律
に
支
配
せ
ら
る
、
衆
生
の
戚
費
を
論
静
ば
、

自
然
律
と
生
理
機
能
の
感
覚
及
び
所
感
の
境



能
戚
の
主
観
の
方
面
の
み
を
六
根
六
識
と
云
び
客
観
を
六
入
と
名
づ
〈
。

六
入
。
生
物
の
戚
官
機
能
を
入
と
名
〈
る
は
、
戚
費
官
が
客
観
の
色
聾
香
味
鯛
等
の
極
微
の
分
子

を
吸
入
し
主
観
と
客
観
と
の
捗
入
に
よ
り
て
戚
費
作
用
を
起
す
が
故
に
名
づ
〈
。

此
戚
舞
作
用
に
就
て
は
、
唯
物
論
者
は
成
畳
は
唯
物
理
的
運
動
に
外
な
ら
子
、
意
識
も
神
経
の
物

理
的
活
動
な
り
と
し
、
ま
た
二
元
論
者
は
物
心
二
元
は
聞
係
な
し
、
成
畳
は
榊
経
活
動
じ
由
ら
今
と

す
。
此
二
詑
何
れ
も
正
論
に
あ
ら
今
。

生
理
的
機
能
は
神
経
細
胞
の
鑓
化
な
〈
し
て
戚
畳
起
る
こ
と
な
し
。
ま
た
戚
官
紳
経
或
は
脳
髄
な

げ
れ
ば
戚
畳
は
起
る
ぺ
き
に
あ
ら
歩
。

唯
物
論
が
心
の
働
き
は
神
経
に
外
な
ら
歩
、
光
線
の
波
動
が
網
膜
に
逮
す
る
や
其
勢
力
が
神
経
の

カ
と
掛
便
じ
て
描
に
俸
は
り
、
又
掛
民
化
を
起
し
て
戚
費
の
作
用
を
起
守
-
と
は
、
其
は
物
理
皐
の
勢
力
議

化
の
理
を
臆
用
し
て
、
脳
の
錨
硬
化
は
備
ほ
動
力
麓
じ
て
熱
と
な
る
と
の
理
論
と
同
じ
な
れ

E

色
、
英

は
ま
た
正
営
に
非
子
。
戚
畳
は
物
理
的
運
動
に
非
歩
、
之
に
刺
激
を
典
ふ
る
は
物
力
な
る
も
、
之
を

一
一
一
九
九
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戚
じ
て
戚
賓
と
な
b

し
は
精
神
作
用
な
b
e

何
れ
に
し
て
も
外
物
と
内
官
と
の
相
聞
に
よh
て
戚
舞
を
起
す
。

物
的
の
所
戚
と
心
の
能
威
主
は
、
本
と
同
じ
〈
臓
性
所
麓
と
言
ふ
と
雄
も
、
相
待
に
は
物
心
雨
怯

相
ひ
閉
じ
と
言
ふ
ぺ
か
ら
十
。
物
象
の
力
が
内
界
に
刺
激
し
そ
れ
を
印
象
し
た
影
が
戚
費
な
b

と
云

ふ
ぺ
か
ら
や
ヲO

外
物
の
刺
激
は
エ
1

・
プ
Y
の
運
動
に
し
て
、
内
界
は
之
を
神
経
よ
り
膳
に
惇
へ
て
精

神
之
が
戚
且
買
を
な
す
。n
T子
運
動
は
刺
激
に
し
て
戚
畳
に
非
歩
。
戚
費
は
全
〈
精
神
作
用
な
り
。
物

的
刺
激
と
心
的
戚
費
作
用
と
は
相
ひ
同
じ
か
ら
子
。

戚
費
は
精
神
の
受
容
的
に
し
て
受
動
の
も
の
に
非
令
。
戚
畳
は
活
動
の
も
の
な
り
。
然
れ

E

も
之

が
活
動
せ
し
め
ん
に
は
客
観
界
に
資
料
を
要
す
る
な
h
o

更
に
ま
た
戚
性
の
所
在
を
論
性
ん
。

戚
魔
な
る
も
の
は
主
観
に
あ
る
か
、
綿
花
物
館
に
あ
る
か
の
こ
と
は
肢
に
論
じ
た
り
。
然
る
に
ま

た
更
に
之
を
論
性
ん
に
、
客
観
界
の
エ
1
a
プ

M
Yな
る
揮
力
あ
る
振
動
に
よ
り
、
ま
た
電
気
及
び
機
械



的
魅
迫
が
刺
激
と
な
b

て
、
親
紳
経
を
停
て
規
貸
を
起
し
、
ま
た
弾
力
性
主
し
て
物
力
が
空
気
を
振

動
す
る
如
〈
、
ま
た
其
碍
カ
の
舟
子
動
が
接
し
て
響
動
は
空
気
に
俸
は
り
、
波
動
し
て
人
の
鼓
膜
を

打
も
、
鼓
膜
は
之
を
神
経
に
よh
y

臓
に
停
ふ
、
此
に
於
て
初
め
て
蕗
豊L」
な
る
。
然
る
に
菅
聾
の
戚

血
寛
は
梼
紳
仁
あb

て
物
に
あ
ら
や
，
、
開
力
の
分
子
動
は
物
に
し
て
客
観
観
念
態
な
り
。
此
分
子
な
る

も
の
と
捗
入
し
て
聴
舞
を
な
す
も
の
即
丸
戚
能
は
主
観
々
念
なb
o

彼
の
嘆
提
に
於
て
も
一
片
の
栴
檀
香
木
を
焚
〈
、
共
香
気
分
子
の
克
斯
憶
が
香
煙
よ
り
接
し
て
鼻

孔
の
粘
膜
な
る
嘆
紳
経
を
刺
散
し
、
踏
に
建
し
嘆
棄
を
戚
歩
。
香
気
は
香
煙
よ
ち
接
す
る
克
斯
的
分

子
な
る
も
全
〈
香
気
の
嘆
費
な
る
は
主
観
に
あ
b
o

人
の
精
神
威
性
な
か
ら
ん
か
香
気
嘆
畳
あ
る
ニ

主
な
し
。
嘆
費
は
主
観
に
在
っ
て
物
に
あ
ら
や'
0

舌
官
の
分
子
あ
b
'

て
味
畳
を
な
す
。
電
気
及
び
機
横
的
魅
迫
の
物
質
分
子
が
舌
紳
経
に
刺
激
し
て

甘
酸
苦
辛
等
の
味
豊
を
生
歩
。
味
畳
は
主
観
に
あ
b

て
物
に
あ
ら
A
Y
o

若
し
主
観
の
性
能
な
か
ら
ん
か
普
ね
〈
世
は
闇
々
た
る
盲
目
的
運
動
の
み
な
ら
ん
。
故
に
知
る
す

開
O
-



阿

O 

ぺ
て
の
戚
畳
は
人
の
心
理
に
あ
る
こ
と
を
。
而
し
て
人
の
官
能
を
刺
激
す
る
費
料
は
客
観
の
物
質
に

あ
る
こ
と
を
。

是
の
如
〈
人
の
精
神
に
戚
舞
機
能
を
構
造
し
、
視
聴
及
び
鯛
費
等
の
戚
畳
せ
し
む
ぺ
き
性
能
を
賦

し
た
る
も
の
は
何
ぞ
や
。
宇
宙
本
暗
に
如
来
離
性
が
天
則
理
性
に
戚
費
作
用
せ
し
む
ぺ
き
成
所
作
智

の
所
現
な
り
。

か
、
る
不
思
議
の
作
用
は
天
則
を
外
に
し
て
能
ふ
ぺ
き
も
の
じ
あ
ら
歩
。
宇
宙
天
則
に
か
』
る
精

妙
な
る
機
用
を
起
す
ぺ
き
性
能
を
如
来
蕪
性
の
成
所
作
智
と
な
す
。

客
観
界
の
所
感
の
物
象

生
物
の
戚
畳
な
る
も
の
は
、
天
則
の
作
智
態
が
所
現
な
b
t

は
己
に
論
じ
ぬ
。
備
ほ
其
が
資
料
と

な
る
宇
宙
の
戚
畳
的
物
象
な
る
も
の
は
、
同
じ
〈
識
性
が
天
則
作
智
に
よ
b
τ

の
所
現
な
る
理
を
陳

ぺ
ん
。



客
観
冷
念
態
が
、
絶
艶
意
志
即
も
カ
に
よ
b

て
接
現
せ
ら
れ
た
る
世
界
高
物
は
、
皆
悉
〈
活
げ
b
o

物
々
活
き
f
cる
な
し
。
情
り
る
ち
の
は
活
動
す
。

太
腸
よ
b

礎
す
る
カ
が
物
質
分
子
の
運
動
よ
b

光
と
な
り
、
熱
と
なb
電
気
と
な
b

、
ま
た
機
械

的
歴
迫
と
な
A
V

、
す
ぺ
て
の
分
子
運
動
が
相
互
に
刺
激
し
て
、
吾
人
に
戚
畳
的
資
料
と
な
る
。
廉
性

の
性
能
活
動
の
力
あ
れ
ば
必
守
象
相
あb
o

太
陽
の
カ
よ
り
殺
す
る
分
子
動
が
人
の
視
に
刺
激
し
て

先
明
を
戚
守
し
め
、
身
鵠
の
駿
熱
皮
膚
の
鯛
費
に
於
る
、
ま
た
温
熱
の
戚
畳
筋
畳
等
に
於
て
も
、
物

理
的
機
披
的
な
る
を
離
れ
て
、
戚
費
を
起
す
ぺ
き
も
の
に
あ
ら
F
る
勿
論
な
れ
E
S

、
す
ぺ
て
戚
畳

す
る
も
の
は
主
観
に
あ
b

て
客
観
に
あ
ら
歩
。

戚
畳
は
主
観
に
あ
h

て
、
之
が
費
料
と
な
る
高
象
は
客
観
よb
供
給
せ
ら
る
。
物
の
分
子
と
自
旦

の
神
経
と
平
等
な
る
時
は
戚
受
あ
る
こ
と
な
し
。
故
に
戚
畳
は
反
動
的
刺
激
の
却
し
。

人
が
客
観
の
物
の
性
格
を
識
る
も
の
は
、
物
に
あ
ら
守
し
て
主
観
に
あbo
色
ω
視
に
聾
の
聴
香

の
嘆
及
び
味
に
於
て
も
然
b

。
ま
た
方
圃
の
般
高
低
の
態
に
於τ
も
之
を
識
る
も
の
は
、
人
の
戚
畳

pq 

o 



四
O
凶

に
於
て
好
悪
嫌
愛
の
生
守
る
も
の
は
、
蓋
し
生
理
規
定
に
起
因
す
る
も
の
な
ら
ん
。

戚
畳
は
す
ぺ
て
主
観
に
あb
と
言
ふ
と
雄
も
、
或
る
唯
心
論
者
の
知
〈
一
切
の
法
は
唯
観
念
の
み

に
し
て
心
の
外
に
物
あ
る
こ
と
な
し
と
の
偏
執
じ
あ
ら
歩
。
人
の
主
観
の
戚
畳
あ
る
な
き
に
拘
ら
宇

し
て
、
物
館
は
依
然
と
し
て
存
在
せ
り
。
然
れ
ど
ち
物
質
の
性
相
を
戚
知
す
る
人
の
戚
畳
を
離
れ
て

あ
る
こ
と
な
し
。

若
し
人
の
戚
畳
・
な
か
ら
ん
か
、
色
の
好
醜
に
於
げ
る
西
施
と
醜
婦
と
誰
か
分
た
ん
。
太
陽
の
光
熱

も
戚
守
る
な
〈
雷
雲
鳴
れ
E

も
一
菅
な
し
。
若
し
一
切
の
戚
費
性
を
渡
し
去
ら
ん
か
、
世
界
は
色
も
な

き
嘆
ち
な
き
、
但
分
子
動L
」
物
躍
動
と
の
盲
的
反
動
の
み
に
し
て
、
時
月
も
陵
々
た
る
光
な
し
。
電

気
の
分
子
動
が
人
の
鼓
膜
を
打
ち
、
神
経
よ
り
脳
に
停
は
り
て
聴
賓
と
戚
壱
し
む
。
梅
花
よ
h

殺
す

る
香
的
分
子
は
、
鼻
孔
よb
喚
神
経
を
経
て
嘆
魔
と
な
る
。

宇
宙
開
の
高
物
、
若
は
伏
力
、
若
は
頴
動
的
に
、
能
力
を
具
へ
て
活
動
せ5
る
な
し
。
其
活
動
に

は
必
守
象
ゐ
h
o

地
球
の
中
心
よ
り
地
殻
に
至
る
ま
で
、
カ
あ
ち
象
な
き
は
あ
ら
歩
。
喰
へ
ば
銭
の



砂
子
の
如
き
は
常
に
鍛
の
中
に
在
て
活
動
す
。
ア
ト
ム
は
織
の
中
に
分
子
動
金
起
す
。
分
子
動
に
は

普
を
な
す
も
微
細
に
し
て
、
人
の
蕗
官
之
を
戚
予
る
こ
と
能
は
や
，
。
若
し
織
を
鼓
つ
時
は
錦
々
と
響

あ
b
o

此
の
響
は
分
子
の
刺
激
よ
り
起
す
も
の
なb
o

廉
香
の
如
き
は
一
グ
ラ
ム
二
百
寓
分
の
一
に
・

し
て
其
れ
よ
b

殺
す
る
分
子
動
が
能
〈
人
の
嘆
畳
を
起
す
と
。
太
陽
の
光
線
は
能
力
の
一
態
な
り
。

s
l
e
y
yが
媒
介
者
と
な
る
。
ェ
ー
ァY
は
重
力
な
〈
唯
弾
力
を
有
す
と
。
共
振
動
は
一
秒
間
四
百

五
十
一
兆
な
れ
ば
赤
色
と
な
り
、
七
百
八
十
五
兆
な
れ
ば
紫
菜
色
と
な
る
と
云
ふ
が
如
〈
、
客
観
物

慣
界
は
共
物
質
が
運
動
に
よ
b

て
種
々
の
相
を
曇
す
。
地
球
上
に
色
と
な
b
'

音
響
と
な
り
香
嘆
と
甘
'

書
に
柔
能
等
の
物
館
の
分
子
な
る
色
の
は
悉
〈
物
質
界
に
属
す
。
物
質
悉
〈
皆
な
活
き
て
動
〈
所
以
~

は
、
物
理
皐
者
は
之
を
太
陽
の
能
力
に
蹄
す
と
云
ふ
。
備
ほ
一
歩
進
ん
で
思
考
す
れ
ば
、
太
陽
は
是
一

れ
現
象
界
、
無
限
の
昼
間
に
碁
列
せ
る
無
数
億
高
の
一
恒
星
に
過
ぎ
や
，
。
か
〈
無
限
の
宰
聞
を
統
一
‘

し
て
一
理
性
あ
り
て
、
此
天
則
秩
序
に
よ
b

て
支
配
せ
ら
る
、
ニ
と
を
否
定
す
ぺ
か
ら
子
。
斯
〈
宇

宙
を
統
一
す
る
.
寂
性
が
天
則
に
活
動
せ
る
一
面
に
現
は
れ
た
る
客
観
的
観
念
の
物
館
が
、
微
細
の
分

四
O
五



四
O
大

子
動
主
主
観
の
官
能
の
闘
係
に
よ
り
て
戚
畳
を
起
す
。
客
観
の
方
面
を
所
戚
の
境
と
な
す
。

十

入

宇
宙
相
待
規
定
の
生
理
機
能
な
る
吾
人
が
五
官
を
以
て
見
れ
ば
、
吾
人
が
戚
費
は
主
観
に
あ
争
、

物
象
は
客
観
に
あ
り
て
、
甲
は
無
形
の
精
紳
、
乙
は
有
形
の
物
質
に
しτ
、
雨
方
の
相
異
る
こ
と
は

氷
炭
相
容
れ
F
る
如
〈
な
れ
E

も
、
斯
相
反
封
せ
る
こ
象
が
、
形
而
上
に
於
て
致
一
な
る
こ
と
は
巳

に
論
じ
ぬ
。
克
に
戚
畳
に
於
て
も
此
雨
性
象
は
全
く
反
艶
に
し
て
、
金
〈
一
致
せ
ぎ
る
ぺ
か
ら
F
る

性
能
を
有
す
。

若
し
客
観
の
物
象
と
主
観
の
心
象
と
巳
に
平
等
致
一
す
る
時
は
、
戚
官
を
刺
激
す
る
に
綾
な
し
。

喰
へ
ば
皮
膳
の
外
物
に
鯛
れ
て
久
し
く
し
て
同
化
す
る
時
は
、
温
風
克
を
畳
せ
玄
る
知
く
、
相
特
規
定

な
る
も
の
は
反
卦
の
刺
激
に
よ
っ
て
戚
貨
を
戚
壱
し
む
。
心
質
と
物
質
と
は
其
性
能
に
於
て
相
ひ
反

せ
る
故
に
刺
激
を
し
て
明
か
な
ら
し
む
。
然
れE
も
此
雨
質
は
其
根
底
に
於
て
は
一
致
せ
ぎ
る
ぺ
か



ら
守
。
若
し
会
〈
雨
性
各
別
な
る
時
は
、
互
に
相
闘
に
交
威
す
ぺ
き
理
な
か
ら
ん
。
然
ら
ば
物
象
は

規
血
寛
を
威
令
，
ぺ
き
な
〈
昔
離
曹
は
鶴
舞
を
戚
す
ぺ
き
な
・
か
ら
ん
。
相
互
の
中
に
捗
入
す
べ
き
理
性
の
あ

る
所
以
は
、
金
〈
物
心
捗
入
し
能
戚
と
なb
所
戚
と
現
す
ぺ
会
理
性
な
か
る
ぺ
か
ら
や
'
o

吾
人
は
天

則
に
吾
人
が
能
戚
所
戚
を
可
能
な
ら
し
む
る
一
大
理
性
を
成
所
作
智
之
名
づ
〈
。

宇
宙
自
然
現
象
天
艦
よb
地
上
の
寓
物
が
悉
〈
活
動
し
、
相
互
の
中
に
物
象
の
必
子
動
と
な
り
、

一
方
に
は
生
物
の
戚
費
と
な
b

て
、
作
用
す
ぺ
き
天
則
に
有
す
る
理
性
な
b
o

梼
般
に
、
十
二
鹿
本
如
来
撮
妙
異
如
の
性
なb
t
o

十
ニ
慮
と
は
先
与
に
説
明
し
た
る
主
観
的
の
六
識
、
即
も
戚
官
機
能
と
、
ま
た
客
観
に
於
る
色
聾

香
味
鯛
等
と
現
十
ぺ
き
物
質
と
な
・90
雨
方
共
本
如
来
臓
性
の
所
現
な
b

と
。
若
し
少
し
〈
委
し
〈

言
へ
ば
、
廉
性
に
能
戚
と
な
る
ぺ
き
性
と
所
威
主
な
る
ぺ
き
物
質
分
子
象

t

一
声
ふ
ぺ
き
性
を
有
す
と

-
Xふ
義
な
り
。

自
然
界
現
象
。
天
龍
無
数
の
星
辰
よb
地
上
の
寓
類
無
量
の
動
作
、
無
数
の
象
相
、
無
数
恒
星
中

四
O
七



問
O
八

の
一
た
る
太
陽
が
、
幾
億
百
年
を
謹
し
て
呈
す
る
熱
の
象
相
、
大
海
の
白
波
を
あ
ら
は
し
怒
濡
を
響

か
し
め
、
陸
上
に
は
乃
至
野
に
咲
く
花
も
色
香
を
呈
す
。
悉
く
識
性
所
現
の
象
な
り
。

巳
に
識
性
が
自
然
界
に
現
し
た
る
成
所
作
智
の
概
略
を
論
じ
ぬ
。
自
然
界
は
臓
性
所
現
の
或
る
一

方
面
た
る
に
過
ぎ
子
、
而
し
て
人
の
戚
官
は
生
理
的
規
定
に
制
限
せ
ら
れ
、
東
性
の
箕
面
白
を
親
子

ぺ
き
機
能
に
非
子
。

根
底
一
致
な
る
を
誼
す
る
に
非
予
や
然
り
而
し
て
根
底
致
一
の
理
は
暫
〈
措
き
て
、
相
待
規
定
に

於
て
客
観
の
物
質
分
子
動
は
、
主
観
の
戚
畳
の
資
料
な
る
に
非
や
や
。
若
し
資
料
の
之
に
供
す
る
な

〈
ば
主
観
の
戚
費
何
に
繰
っ
て
起
す
こ
と
を
得
ん
。

た
と
へ
物
質
の
刺
激
い
か
に
激
し
〈
色
、
人
の
精
神
な
き
時
は
戚
費
何
れ
に
か
あ
ち
ん
。
此
雨
性

が
交
渉
す
る
共
通
の
性
な
か
る
ぺ
か
ら
や'O

物
質
分
子
が
相
捗
入
す
る
に
エ
1

ア

Y
の
媒
介
を
要
す
る
如
念
、
S
1
-ア
Y
て
ふ
ち
の
は
物
質
と

し
て
綱
聴
鯛
を
以
て
認
む
ぺ
き
も
の
に
あ
ら
ぎ
る
も
、
是
れ
な
か
る
ぺ
か
ら
や
'
o

菅
だ
人
の
精
紳
の



み
此
子
1

・7
M
Fを
認
む
る
如
〈
、
精
紳
が
此
エ
1

ア

Y
に
劃
す
る
観
念
は
、
物
質
極
微
の
分
子
と
精

紳
の
中
間
に
位
す
も
の
と
仮
定
す
る
を
得
ぺ
し
。

吾
人
が
清
審
九
蒼
を
晦
仰
す
る
に
、
幾
億
寓
由
旬
の
距
離
を
有
す
る
や
を
測
る
ぺ
か
ら
ぎ
る
星
辰

を
見
る
。
彼
の
物
色
の
光
、
吾
が
眼
瞳
を
刺
す
や
、
我
の
精
神
彼
所
に
捗
る
や
、
彼
我
捗
入
し
、
物

心
交
捗
し
て
、
此
物
心
渉
入
の
中
に
於
て
、
即
も
此
の
昼
間
に
於
て
彼
我
捗
入
の
媒
介
者
は

S
1
ア

Y
な
ら
ん
。
此
の
千
1

ア

Y
な
る
も
の
、
其
の
根
を
究
め
ば
、
F
宙
の
天
則
を
統
一
す
る
理
性
の
如

楽
曲
概
性
に
あ
り
。心

霊
界
に
穎
は
る
h

成
所
作
智

実
則
理
性
に
依
り
一
一
切
作
智
よ
り
造
化
せ
ら
れ
た
る
自
然
界
の
生
類
は
、
自
然
規
定
の
生
理
的
生

活
を
以
て
目
的
と
す
る
非
ゃ
ー
。
進
ん
で
心
霊
閥
接
し
て
心
霊
界
に
、
心
霊
界
的
生
活
を
な
す
ぺ
き
手

段
な
り
主
す
。
然
れ
ば
成
所
作
智
は
心
霊
界
に
は
如
何
な
る
霊
界
と
、
心
霊
と
に
於

τ

霊
的
戚
費
を

阿
O
丸



回
一
o

現
子
ぺ
き
や
を
究
め
ん
?
と
す
る
は
、
宗
敬
が
成
所
作
智
を
欝
-
4
7
る
旨
主
す
ぶ
所
な
L
9
。

心
震
の
間
接
せ
る
戚
性
は
如
何
な
る
般
態
と
な
る
や
は
、
心
理
論
に
於
て
説
明
す
ぺ
き
なhy
o
ま

た
如
何
な
る
修
養
を
要
す
ぺ
き
か
は
、
修
行
品
川
に
於
て
講
守
る
事
に
し
て
、
今
は
如
来
の
成
所
作
智

は
如
何
に
し
て
霊
界
に
戚
費
的
霊
象
を
現47ベ
き
や
を
究
め
ざ
る
ぺ
か
ら4
7
0諸
の
賢
墓
に
五
眼
具

足
す
と
の
中
.
に
就
て
、
肉
眼
と
は
生
理
的
機
能
の
官
能
な

b
o

他
は
心
眼
に
し
て
天
眼
、
法
眼
、
慧

眼
及
び
備
眼
と
す
。

五
眼
は
人
の
機
能
精
神
に
し
て
五
穂
と
す
ぺ
き
ち
、
之
が
本
源
た
る
作
智
態
に
異
り
あ
る
に
非
今
。

肉
眼
に
就
て
ち
生
類
進
化
の
階
級
た
る
人
類
よ
り
以
下
の
動
物
に
は
、
跡
じ
世
界
に
住
し
て
も
、

天
慨
及
び
す
ぺ
て
の
寓
物
に
遣
し
て
の
戚
魔
人
類
と
同
じ
か
ら
ぎ
る
こ
と
は
、
比
論
に
よ

b

て
推
す

こ
と
を
得
。

天
眼
等
の
戚
豊
は
生
理
的
の
戚
畳
に
非
合'o
即
も
自
己
の
精
神
と
宇
宙
と
は
同
じ
〈
根
底
た
る
賞

檀
一
に
於
て
同
一
の
理
性
な
b

。
此
の
宇
宙
心
に
依
τ

冥
合
す
ぺ
き
一
一
切
物
冷
に
は
、
共
通
す
ぺ
き
理



-
性
な
か
る
ぺ
か
ら
守
。
ま
た
一
切
の
個
々
は
互
に
威
鷹
柿
越
す
ぺ
告
理
性
記
よh
y

て
漣
絡
す
る
が
故

民
、
遠
隔
の
距
離
に
も
、
天
則
の
理
系
に
よ
・
9

て
、
遁
十
る
を
得
る
を
天
眼
t

云
ふ
。
如
来
戒
成
所

作
智
に
よ
り
て
統
一
せ
ら
る
、
戚
畳
性
を
有
す
る
が
故
に
此
の
作
用
を
な
す
。
宇
宙
は
物
質
に
し
て

精
神
な
b
o

故
に
此
の
天
眼
耳
等
の
榊
遁
作
用
は
本
来
宇
宙
に
理
性
を
具
備
す
る
も
、
司
血
痕
生
は
修
行

に
よ
ち
ぎ
れ
ば
此
の
紳
遁
作
用
を
起
す
'
』
と
能
はg
る
な
り
。

事
者
の
得
ぺ
き
法
限
法
耳
は
自
然
規
定
の
戚
血
買
を
超
え
て
、
宇
宙
心
霊
界
の
如
来
戴
性
に
包
含
せ

る
事
々
物
ん
可
を
照
見
す
る
心
霊
威
費
な
b
o

喰
へ
ば
心
眼
に
て
十
法
界
十
如
・
等
の
三
千
の
事
法
界
を
、
帰
然
と
し
て
現
前
す
る
が
如
き
、
ま
た

自
然
現
象
界
の
色
聾
昧
鯛
の
事
法
界
を
、
観
念
的
心
眼
に
て
観
照
す
る
が
如
き
、
人
の
心
霊
が
宇
宙

寓
象
の
物
象
心
象
に
種
々
無
量
の
性
相
差
別
あ
る
は
、
十
界
三
千
の
如
き
之
が
差
別
の
理
、
人
の
心

霊
は
之
を
観
じ
て
明
了
と
な
す
。

ま
た
観
経
に
、
七
賓
荘
厳
樟
士
の
依
報
の
費
地
賓
樹
賓
接
関
等
、
ま
た
加
来
の
異
金
色
相
好
光
明

同
一
一



四

等
の
相
之
、
五
妙
境
界
の
霊
象
を
、一
々
に
観
見
す
る
は
是
れ
法
眼
法
耳
等
主
名
づ
〈
。

弐
に
慧
眼
と
は
理
法
界
を
照
観
す
る
心
作
用
に
し
て
、
宇
宙
理
法
界
の
方
面
を
観
歩
。
吾
人
が
膜

目
冥
想
し
て
一
切
の
戚
畳
的
主
抽
象
的
と
の
概
念
を
損
じ
て
、
童
十
方
一
大
観
念
態
の
み
な
る
を
観

今
。
若
し
は
自
然
界
若
し
は
心
霊
界
は
無
二
無
別
、
絶
動
観
念
憧
なb
、
是
を
慧
眼
と
云
ふ
。

備
眼
と
は
如
来
戴
性
自
性
と
無
二
無
別
に
し
て
、
本
質
如
来
が
個
人
心
霊
に
如
賓
に
園
浦
に
額
一
市

し
た
る
も
の
な

b
o

金
法
界
を
壷
し
て
即
も
自
性
、
編
時
間
偏
空
聞
を
壷
し
て
即
も
一
徹
塵
中
に
顕

現
す
。
事
々
物
ι
干
の
歴
然
た
る
を
、
一
翼
法
界
の
理
性
慢
と
、
健
観
隻
照
し
て
無
碍
な
b
o

之
を
悌

眼
と
云
ふ
。

斯
の
如
〈
法
眼
乃
至
悌
眼
等
の
戚
費
的
霊
象
は
心
象
に
し
て
、
物
象
に
あ
ら
や
'
o
故
に
自
然
界
に

接
見
す
ぺ
き
も
の
に
非
子
。
然
る
に
人
自
然
規
定
を
超
越
し
て
心
霊
開
脅
す
る
時
は
、
之
を
自
ら
誼

す
る
こ
と
を
得
。

か
、
る
理
性
は
人
が
修
行
に
よ
b

て
顕
示
す
る
も
の
と
す
る
も
、
も
と
本
来
宇
宙
天
則
理
性
の
中



に
か
、
る
理
性
は
具
備
せ
る
も
の
な
る
も
、
自
然
的
生
得
の
心
機
に
は
自
ら
之
を
識
る
こ
と
能
はg

る
の
み
。

宇
宙
全
腫
如
来
身
な
り
、
法
身
智
身
、
霊
樫
本
然
十
方
慮
と
し
て
知
飛
の
霊
的
戚
畳
態
な
らg
る

所
な
し
。

心
霊
に
頴
現
す
る
能
戚
の
心
も
所
戚
の
霊
象
も
、
本
如
来
蕪
性
妙
異
如
性
が
霊
界
に
頴
現
し
た
る

に
外
な
ら
や
'
o

客
鰭
に
穎
相
対
す
る
如
来
作
智
態

如
来
の
作
智
法
界
に
周
偏
し
、
自
然
界
と
居
間
界
と
別
あ
る
こ
と
な
し
。
其
差
別
を
見
る
は
衆
生
白

ち
之
を
見
る
の
み
。

作
智
本
然
と
し
て
周
偏
し
種
ι
干
の
作
用
を
施
す
。
起
信
論
に
、

真
知
の
用
と
は
、
自
然
に
不
可
思
議
の
業
、
穣
々
の
用
あb
て
、
異
知
之
等
し
〈
一
切
慮
に
儒
す
。

四
一
三



四
一
回

然
れ
ど
も
用
相
の
得
ぺ
守
有
る
こ
と
な
し
。
何
と
な
れ
ば
如
来
は
唯
是
怯
身
智
相
の
身
第
一
義
諦
に

し
て
世
諦
の
境
界
あ
るζ
と
な
し
。
故
に
作
意
の
施
作
を
離
る
。
但
衆
生
の
見
聞
に
盆
を
得
し
む
る

に
随
て
の
故
に
設
い
て
用
と
す
。
此
用
に
二
種
あ
り
。一
に
凡
夫
の
矯
め
に
臆
身
を
現
令
。
凡
夫
は

此
鷹
身
を
昆
て
是
心
作
用
の
所
現
と
識
ら
や
'
し
て
全
〈
外
よ
り
来
る
も
の
と
認
め
て
草
に
色
相
の
み

を
見
る
。
是
の
身
相
は
本
と
如
来
智
態
の
所
現
な
り
と
意
識
せ
ざ
る
な
り
。

二
に
菩
薩
の
所
見
を
報
身
と
な
す
。
身
に
無
量
の
色
あ
り
。
色
に
無
量
の
相
あ
り
。
相
に
無
量
の
好

あ
h

。
所
住
の
依
果
に
亦
た
無
量
種
々
の
症
巌
あb
て
、
示
現
す
る
所
に
随
て
即
も
謹
あ
る
こ
と
な

し
。
窮
謹
す
ぺ
か
ら
守
口
分
膏
の
相
を
離
れ
、
其
所
臆
に
随
っ
て
常
に
能
〈
住
持
し
て
散
守
子
失
せ

すも
。復

衣
に
凡
夫
の
見
る
所
は
但
だ
其
の
愈
色
な
る
の
み
な
ら
今
、
六
道
共
に
各
冷
其
の
見
る
所
の
相

同
じ
か
ら
歩
。
種
々
の
異
類
と
現
じ
て
受
業
の
相
に
あ
ら
歩
。
故
に
臆
身
と
名
づ
〈
。

菩
薩
は
此
の
色
相
は
真
如
の
智
相
よ
ら
現
じ
た
る
も
の
と
信
知
す
る
が
故
に
、
少
分
は
彼
の
色
相



症
殿
ゆ
事
は
京
も
な
〈
、
去
も
な
〈
、
分
膏
を
ー
離
る
。
唯
心
に
依
て
現
じ
て
異
如
を
離
れ
や
'
@
然
叫

共
此
の
菩
薩
は
猶
ほ
自
ら
券
別
し
て
、
未
だ
法
身
の
位
に
入
ら
吉
る
を
以
て
の
故
に
、
彼
此
の
相
を

見
る
。
若
し
滞
心
を
得
れ
ば
、
見
る
所
微
妙
に
し
て
共
用
も
斡
た
勝
れ
た
b

。
自
他
分
別
を
離
れ
で
、

究
寛
し
て
彼
此
の
相
な
〈
、
唯
一
の
法
身
と
な
る
。

宇
宙
金
鰹
如
来
の
法
身
智
相
に
し
て
、
成
所
作
智
の
周
偏
せg
る
は
な
し
。
衆
生
が
自
然
界
を
戚

舞
す
。
自
然
界
と
観
念
界
は
超
然
と
し
て
別
な
る
に
非
歩
。
然
れE
も
凡
夫
は
自
然
界
に
現
十
る
色

相
は
戚
発
す
る
事
を
得
れ
E

も
、
霊
界
に
常
住
の
妙
色
症
巌
の
相
を
観
十
る
こ
と
能
は
歩
。

宇
宙
金
臨
如
来
法
身
、
此
を
去
て
彼
に
求
む
Aべ
か
ら
す
。
法
華
に
、
我
此
士
は
安
穏
、
天
人
常
充

浦
、
苑
林
諸
堂
閤
種
々
賓
症
殿
、
色
。
如
来
の
み
一
健
清
穆
圏
中
に
在
て
衆
生
は
自
然
界
の
み
を
戚
守
。

宇
宙
少
量
し
て
如
来
作
智
態
なb
o

一
切
蕗
と
し
て
七
賓
症
巌
な
ら
ぎ
る
な
し
。
霊
眼
開
〈
る
時

情
津
闘
士
忽
も
現
前
す
ぺ
し
。
法
身
智
相
は
鏡
の
知
〈
、
報
臆
化
備
は
影
の
如
〈
、
業
の
劃
す
る
人

の
斜
め
に
現
歩
。

回
一
五



圏
一
次

精
榊
と
物
質

内
界
の
精
紳
と
外
界
の
物
質
と
は
、
岡
本
質
の
雨
方
現
象
に
し
て
、
外
界
の
物
象
な
る
も
の
は
意

志
即
も
力
に
貨
現
せ
ら
れ
た
る
客
観A
T念
仁
し
て
、
内
的
は
其
の
主
観
な
り
。
而
し
て
外
界
戚
畳
の

物
象
主
現
す
る
ち
の
は
客
観
意
志
の
力
に
接
動
せ
ら
る
、
分
子
な
り
。

分
子
運
動
は
即
も
カ
に
畿
現
せ
ら
る
る
客
観
々
念
な
り
。

本
躍
の
二
元
論
者
は
、
物
と
心
と
は
本
来
特
別
な
る
元
素
な
り
。
二
元
論
が
尚
一
元
論
に
進
み
て
、

心
に
戚
畳
知
畳
あ
れ
ば
、
身
盟
の
戚
費
の
刺
激
あ
り
。
雨
者
は
根
本
に
於
て
同
一
、
雨
者
は
絶
針
的

に
異
る
も
の
に
非
子
、

一
飽
の
雨
面
の
み
。
外
面
は
物
質
、
内
面
は
心
。
此
理
は
人
の
み
に
拘
は
ら

や
高
有
に
遍
せ
り
。
之
を
平
行
論
と
云
ふ
。
其
平
行
論
は
雨
面
の
内
(
)
に
重
き
を
見
て
之
を
根



元
貿
在
と
し
、
本
質
を
同
ふ
す
る
絶
針
心
霊
な
り
主
す
。

吾
人
の
戚
畳
も
所
戚
の
物
界
も
同
一
本
質
の
雨
面
な
れ
ど
も
、
物
質
の
戚
提
な
る
色
の
は
意
志
即

も
カ
に
k
b

て
賞
現
せ
ら
れ
た
る
客
観A
f念
の
分
子
運
動
を
、
極
微
の
分
子
と
し
て
所
戚
畳
と
現
す
。

戚
費
の
元
素
を
説
明
す
る
仁
、
唯
物
論
は
、
心
の
働
き
は
凡
そ
紳
経
の
作
用
に
て
、
倒
せ
ば
光
線

の
波
動
が
鼓
膜
に
蓮
し
、
其
勢
力
が
紳
経
の
力
と
麓
じ
臓
に
俸
は
b

て
、
叉
襲
化
を
生
じ
、
即
ち
是

感
費
に
艶
守
る
な
b

と
し
、
其
物
理
皐
の
勢
力
襲
化
の
理
を
慮
用
せ
し
な
る
も
、
戚
畳
を
物
カ
の
獲

成
主
す
る
は
非
な
り
。
戚
畳
は
外
物
の
刺
激
に
臆
じ
、
億
戚
畳
の
心
質
と
、
所
戚
費
の
物
質
分
子
動

の
色
聾
等
主
、
金
〈
本
質
に
し
て
異
な
ら
ば
、
い
か
ん
ぞ
戚
豊
の
用
を
可
能
に
す
ぺ
き
ぞ
。
し
か
れ

E

も
若
し
現
象
じ
し
て
反
艶
せ
る
南
面
に
あ
らg
れ
ば
、
ま
た
威
発
の
艶
象
と
な
る
ぺ
か
ら
歩
。

戚
費
の
封
象
党
る
物
象
は
、
本
質
は
客
観
意
志
主
し
て
の
カ
に
よ
る
分
子
。
券
子
な
る
も
の
は
意

志
の
カ
に
よ
b

て
現
は
れ
花
る
な
り
。

圏
一
也



闘
で
八

鏡
智
と
の
分
別

鏡
智
之
は
同
一
の
一
大
観
念
態
な
る
も
、
彼
は
線
相
に
し
て
、
此
は
特
殊
的
、
彼
は
線
相
に
し
て
、

此
は
分
子
動
の
差
別
の
相
な
b
o

彼
は
認
識
の
境
界
b
z名
づ
り
、
主
観
客
観
.
の
線
僅
な
る
も
、
此
に

は
客
観
に
は
色
聾
香
味
鯛
等
め
塵
境
と
し
、
主
観
に
は
視
聴
暁
昧
燭
等
と
の
戚
畳
性
と
す
。

凡
そ
宇
宙
開
エ
1

ア

Y
の
有
る
底
に
遁
動
意
志
逼
せ
ぎ
る
な
〈
、
意
志
の
存
す
る
雌
戚
念
態
の
賞

在
せ
g
る
な
し
。

戚
畳
の
五
塵
の
極
微
は
即
も
地
水
火
風
空
大
一
切
に
周
偏
す
。
此
五
大
と
は
寓
象
と
意
志
の
二
位

能
に
外
な
ら
子
。
或
は
熱
の
分
子
と
な
り
、
ま
た
水
等
の
種
々
無
量
の
分
子
と
な
る
。
之
れ
に
相
ゐ

る
も
の
は
一
大
観
念
の
客
観
観
念
に
し
て
重
力
関
形
電
気
等
の
物
理
皐
的
作
用
は
意
志
の
力
な
り
。

此
爾
属
性
の
動
力
に
よ
り
て
、
重
力
と
も
固
形
態
と
ち
熱
と
も
顕
は
る
。
此
爾
麗
性
が
地
水
火
風

窓
大
の
諸
象
と
も
乃
至
数
多
の
元
素
と
な
り
、
此
極
微
分
子
の
運
動
に
よb
て
所
戚
畳
の
睡
と
な
る
。



熱
の
分
子
、
水
の
分
子
、
織
の
分
子
は
常
に
畿
の
中
に
在
て
ア
ト1
ム
は
運
動
せ
b
o

ま
た
太
陽

ょ
。
の
力
に
よ

b

て
運
動
の
光
線
と
な
b

熱
と
な
る
。

分
子
運
動
が
人
の
官
能
に
刺
激
し
て
、
色
と
なh
リ
聾
と
戚
守
る
も
、
精
紳
意
志
の
運
動
に
よb
て

同
内
面
の
運
動
を
伴
起
し
て
戚
費
を
生
歩
。
外
界
の
運
動
の
度
量
と
戚
畳
の
弱
強
と
は
平
行
す
。
動

カ
甚
し
〈
力
込
大
な
る
時
は
戚
舞
随
っ
て
大
な
り
。
ま
党
僅
少
の
運
動
仁
は
織
の
中
に
ア
ト
1

ム
が

n
T子
運
動
す
る
如
き
は
、
吾
人
の
鶴
舞
に
は
戚4
7る
こ
と
な
し
。
信
の
戚
畳
に
於
て
ま
た
然b
o

感
覚
の
形
而
上
の
理

吾
人
が
戚
畳
の
本
慢
は
宇
宙
全
一
の
心
霊
に
よb
て
統
一
せ
ら
れ
た
る
、

一
切
個
々
の
心
理
機
能

に
よ
b

て
、
之
を
威
費
の
作
用
を
な
す
。
即
も
(

)
法
界
中
の
事
々
物
々
な
れ
ば
、
共
遁
の
精
神
に

よ
り
て
相
互
の
(

)
に
よ
り
て
戚
費
は
成
守
し
む
。
若
し
此
物
質
ち
一
大
精
紳
の
客
観
現
象
に
し

で
吾
人
の
心
理
と
根
底
に
於
て
同
一
の
質
な
る
こ
と
を
詐3
4
dれ
ば
、
吾
人
の
戚
曜
の
形
而
上
の
理

四
-
九
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ご
O

は
説
明
す
る
こ
と
能
は
歩
。

戚
且
寛
の
根
底
本
質
は
一
大
心
霊
な
れ
ば
、
宇
宙
一
貫
し
て
彼
此
の
分
別
な
き
も
、
生
理
的
機
制
の

吾
人
の
感
性
に
は
物
理
的
器
械
的
の
官
能
に
よ
り
て
、
感
費
作
用
を
な
す
も
の
な
れ
ば
、
自
然
律
に

支
配
せ
ら
れ
因
果
律
に
規
定
せ
ら
れ
て
、
其
制
裁
を
z
mる
、
こ
と
能
は
やJ
O

故
に
眼
の
親
畳
耳
の
聴

畳
に
於
て
も
、
其
の
生
理
的
物
理
的
の
器
械
的
に
活
動
す
。
吾
人
の
生
理
機
能
の
戚
官
は
器
械
的
な

る
も
、
共
根
底
は
全
一
の
心
霊
に
統
一
せ
ら
る
、
は
疑
ム
ペ
か
ら
歩
。

一
大
観
念
の
意
志
運
動
よ
り
起
，
る
作
智
の
中
に
於
て
、
吾
人
は
之
を
微
か
な
る
器
械
的
を
以
て
之

を
戚
費
機
能
と
す
0

・
然
れE
も
吾
人
の
戚
畳
と
所
戚
の
孟
塵
と
は
、
如
来
作
智
の
分
子
た
右
こ
と
は

拒
む
ぺ
か
ら
令
。

如
来
作
智
の
庚
大
無
限
の
大
用
を
、
吾
人
は
微
細
器
械
を
以
て
使
用
し
、
而
し
て
宇
宙
は
本
痕
全

〈
吾
人
が
戚
畳
す
る
も
の
、
吾
人
の
戚
魔
は
生
理
的
器
械
的
な
り
。
故
に
宇
宙
に
遁
在
せ
る
如
来
作

知H
の
如
来
の
境
界
を
畳
せ
ん
に
は
、
五
種
の
戚
畳
的
批
態
を
以
て
謹
明
せ
ぎ
る
ぺ
か
ら
歩
。



一
、
肉
眼
等

二
、
天
眼
等

三
、
慧
眼
等

問
、
法
眼
等

玉
、
悌
服

五
種
の
感
性

五
眼

生
理
機
能
、
物
理
器
械
的
。

自
己
の
精
紳
自
然
精
紳
と
冥
合
し
、
肉
眼
等
に
よ
ら
守
し
て
@

自
然
界
の
本
睡
た
る
宇
宙
本
健
を
直
筆
す
る
。
即
ち
心
霊
界
の
一
種
観
。

心
霊
界
の
勝
抄
の
五
塵
を
戚
畳
す
る
。

慧
眼
と
法
眼
を
綜
合
統
一
し
た
る
、

一
心
法
界
の
中
に
寂
光
帯
土
に
無
蓋
の
症
最

を
現
十
る
如
き
天
重
々
無
量
の
功
徳
眼
。

一
大
心
霊
の
象
は
観
念
態
、
之
が
運
動
は
意
志
に
し
て
皆
一
大
心
霊
謹
一
な
り
。
之
を
如
来
廉
性

と
云
ふ
。
こ
の
用
よ
り
地
等
の
七
大
態
と
顕
現
し
、
七
大
に
襲
作
が
百
の
元
棄
と
な
り
n
T子
と
な
る
中

こ
れ
が
雨
方
面
に
現
じ
て
一
面
は
主
観
主
し
、
一
方
は
客
観
と
な
り
、
主
観
に
は
眼
耳
鼻
音
身
の

主
官
の
機
能
と
な
り
、
佑
面
は
色
聾
香
味
鯛
の
塵
相
主
混
じ
、
繭
者
は
同
一
の
根
底
な
り
。
故
に
梼

四



四
二
三

巌
経
に
、
地
等
の
七
大
本
皆
如
来
臓
よb
し
て
、
ま
た
五
遭
も
五
識
も
十
ニ
入
も
十
八
界
も
、一
一

皆
本
如
来
抄
異
知
性
、
皆
擁
性
循
業
随
縁
の
用
な
h
y
o

設
し
如
来
搬
な
〈
ば
世
出
世
間
一
切
諸
法
あ

る
こ
主
な
し
。

-
、
肉
眼
等
の
五
威
。

菩
人
が
五
識
と
す
る
慮
の
即
も
、
視
聴
嘆
昧
胸
等
の
主
観
的
戚
畳
性
な
る
も
の
は
、
生
理
機
能
の

戚
官
は
客
観
的
器
械
的
に
し
て
、
或
鮪
迄
は
之
を
自
然
科
事
に
よ
b

て
説
明
す
る
こ
と
能
ふ
ぺ
し
。

吾
人
が
戚
畳
は
運
動
が
外
界
よh
入
h
v
燕
・9
生
理
作
用
を
惹
起
し
、
心
理
作
用
と
な
り
、
吾
人
が

普
瞳
揮
を
蕗
〈
は
、
外
界
の
電
気
及
び
機
械
的
魅
迫
よ
b

費
し
た
る
物
理
的
空
気
の
振
動
は
、
吾
人
の

鳴
神
経
を
刺
激
し
生
理
的
刺
激t
麓
じ
、
神
経
繊
維
に
よ
り
て
中
植
機
官
に
惇
遣
し
、
一
種
の
心
斑

作
用
な
る
戚
費
を
生
4
7
0

客
観
的
戚
性
は
、
物
理
的
エ1
ア

Y
の
媒
介
に
よ
b

、
揮
カ
の
振
動
電
気
等
器
械
的
魅
迫
よb
振

動
す
る
分
子
の
運
動
よ
り
、
色
聾
香
味
簡
の
五
塵
元
素
と
なhv
、
此
雨
者
の
聞
係
に
よ
b

て
戚
魔
作



用
を
起
す
。

物
理
的
の
器
械
的
、
生
理
的
、
心
理
的
の
詑
明
は
唯
表
面
よ
り
の
戚
畳
の
作
用
を
説
明
し
た
る
に

過
ぎ
A
Y
oこ
れ
の
根
本
的
元
理
は
一
大
心
霊
の
本
質
が
、
雨
面
現
象
に
し
て
本
蔵
性
が
循
業
随
縁
の

礎
現
な
b
o

吾
人
戚
舞
は
生
理
的
器
械
的
な
る
を
以
て
、
同
一
の
生
理
機
能
な
れ
ば
、
客
観
に
劃
す
る
現
象
の

戚
費
も
異
な
ら
子
。
し
か
れ
E

も
生
理
的
機
能
な
る
戚
性
は
、
機
別
の
種
類
に
随
っ
て
必
し
も
同
一

な
り
と
云
ふ
ぺ
か
ら
や
'
o

吾
人
が
戚
費
能
と
ま
た
最
下
等
な
る
生
物
と
の
戚
能
同
じ
か
ら
歩
。
き
れ
ば
微
少
な
る
昆
虫
が
此

自
然
界
及
び
人
錦
の
家
屋
等
に
針
す
る
戚
費
及
び
観
念
は
い
か
ん
。
彼
等
の
戚
費
は
決
し
て
人
と
閑

じ
物
な
ら
F
る
ぺ
し
。

吾
人
が
機
制
的
戚
費
は
物
理
的
に
規
定
さ
れ
て
、フ
エ
ヒ
ネ

Y
が
、
吾
人
は
地
に
立
て
宇
宙
の
表

面
を
見
る
知
〈
な
れ
E

も
、
其
賞
然
ら
子
、
吾
人
の
限
界
は
環
の
内
面
に
向
ふ
如
し
、
眼
を
昼
間
に

四
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回

放
て
ば
感
a
yる
宰
聞
は
限
あb
、
陸
舎
内
面
的
に
向
ふ
故
なL
9
0

無
限
の
心
霊
を
根
底
と
す
る
吾
入
の
心
霊
色
、
此
生
理
機
制
に
よ
り
て
制
限
せ
ら
る

f
Q故
な
L
9
0

吾
人
の
経
験
ぜ
る
自
然
界
は
自
己
の
生
理
機
能
に
膳
現
し
た
る
も
の
な
れ
ば
、
己
が
戚
費
す
る
綬

験
界
の
み
を
以
て
、
宇
宙
の
異
相
な
り
是
却
家
作
智
の
企
画
な
・

9

と
講
ふ
偏
見
を
止
め
よ
。
こ
は
只

劣
等
な
る
器
械
を
以
て
窺
ふ
の
み
。
例
へ
ば
青
眼
鏡
を
以
て
物
に
欝
せ
ば
寓
物
悉
〈
青
色
を
晶
子
る

が
却
し
。
吾
人
が
機
構
的
成
性

a
e
又
然
h
y
o

備
選
ん
で
生
理
機
能
の
肉
の
戚
能
よ
り
一
一
唐
自
由
な
る

戚
能
は
天
眼
等
の
戚
簡
な
り
。

天
眼
等
の
五
威
。

本
金
一
に
貫
遁
せ
ら
れ
た
る
個
冷
の
精
神
は
事
々
無
碍
の
闘
係
に
よ

b

て
、
生
理
機
制
を
超
え
τ

若
し
は
宰
問
者
し
は
時
間
的
に
、
感
龍
を
可
能
な
ら
し
む
る
も
の
は
、
天
眼
天
耳
信
心
宿
命
等
の
理

法
な
り
。
そ
の
最
幼
稚
な
る
催
眠
術
に
よ
り
て
験
す
志
ち
、
肉
眼
に
よ
ら4
7神
遁
戚
鷹
し
て
遠
隔
の

地
に
於
げ
る
出
来
事
も
見
聞
す
る
等
の
如
き
、
ま
た
五
塵
の
分
子
は
精
神
的
意
志
の
客
観
現
象
な
れ



ば
、
水
を
以
て
堅
固
な
お
氷
な
h

と
闇
一
本
ぞ
ば
彼
は
金
〈
氷
の
戚
魔
を
生
歩
。
冷
き
織
を
以
て
熱
織

な
り
と
示
せ
ば
、
忽
も
じ
熱
を
戚
じ
其
皮
膚
を
焼
〈
が
如
き
、
山
岳
に
悲
観
な
る
都
曾
を
戚
舞
せ
し

む
る
等
、
術
者
の
意
志
の
指
命
に
随
っ
て
被
術
者
に
種
冷
の
塵
境
を
戚
費
せ
し
む
。
人
多
〈
は
、
術

者
の
心
力
に
よ
り
で
被
術
者
の
感
能
に
襲
現
す
る
暫
現
の
鳳
畳
と
同
c
c

、
吾
人
が
経
験
せ
る
自
然

界
は
一
切
各
自
の
心
的
現
象
な
る
を
知
ら4
7
0

何
に
し
て
る
、
吾
人
の
生
理
的
な
る
自
然
の
戚
畳
界
に
し
て
色
、
ま
た
天
眼
等
の
戚
費
界
に
し

τ

も
、
吾
λ
及
び
世
界
の
本
質
は
精
紳
に
し
て
、
こ
れ
が
所
獲
の
世
界
及
び
五
塵
な
る
こ
と
は
、
天
眼

等
を
腿
て
ま
た
誼
す
る
に
足
ら
ん
。

車
に
自
然
の
感
畳
の
外
無f
自
然
に
幾
定
せ
ら
れ
たa
ま
ま
の
朴
素
の
漢
は
、
自
然
が
産
み
た
る

嬰
児
に
し
て
、
規
定
せ
ら
れ
た
る
以
上
に
成
能
を
超
越
す
る
こ
と
能
は
守
。
故
に
自
然
の
接
見
ま
た

自
然
の
奴
隷
北
砂
。

第
二
に
、
館
建
せ
る
入
、
自
然
界
を
規
定
す
る
天
則
の
理
性
と
自
己
主
本
同
一
本
鰹
の
爾
現
象
な

m
-
一
五



間
二
六

れ
ば
、
自
己
の
意
志
と
自
然
の
意
志
と
同
一
な
れ
ば
、
自
然
が
戚
費
物
力
を
規
定
す
る
意
力
の
如
{

に
、
自
己
の
意
志
を
以
て
、
自
然
の
物
カ
を
或
程
度
ま
で
左
右
す
る
こ
と
な
b
o

肉
眼
等
は
自
然
に

規
定
せ
ら
る
る
機
制
的
戚
能
に
し
て
、
天
眼
は
自
然
と
一
致
し
自
然
を
自
由
に
す
。
こ
れ
ら
は
、
如

来
の
作
智
の
或
一
方
面
の
作
用
に
外
な
ら
子
。
進
ん
で
宗
教
意
義
は
如
来
の
本
質
た
る
心
霊
界
に
洞

達
し
て
、
心
霊
界
に
活
動
す
る
慮
の
作
智
の
妙
用
と
致
一
せ
F
る
ぺ
か
ら
歩
。
此
を
三
方
面
に
分
つ
。

慧

眼

等

自
然
の
生
理
機
能
と
自
然
界
。

吾
人
が
生
理
の
機
能
は
、
戚
費
は
環
の
内
面
に
向
ふ
と
と
〈
に
し
て
有
限
な
り
。
慧
眼
と
は
肉
眼

に
よ
ら
守
し
て
、
直
畳
的
に
宇
宙
の
本
躍
に
向
ふ
直
費
な
b
o

是
如
来
の
本
質
な
b

。

一
大
観
念
態

な
り
。

一
大
規
性
態
なb
o

宇
宙
全
館
を
蓋
し
て
一
睡
た
り
。
主
観
客
観
の
差
別
己
に
亡
じ
、
唯
一

大
智
慧
の
光
明
あ
る
の
み
。
元
来
慧
眼
は
自
己
の
慧
と
絶
卦
慧
と
、
能
所
一
致
し
、
彼
此
な
〈
、
虚

徹
霊
明
、
慧
先
昭
々
。
こ
は
肉
の
機
能
に
よ
ら
今
、
直
且
寛
なb
o

慧
眼
開
〈
ち
の
の
宇
宙
な
b
o

絶



費
無
限
、
本
然
自
性
。
畳
と
所
賓
と
本
来
一
種
。
是
如
来
の
慧
慢
頴
現
な

b
o

作
は
本
来
自
然
の
作

な
b

。
是
本
質
自
性
に
し
て
一
切
の
用
を
離
れ
た
る
本
質
なb
o

失
に
如
来
作
智
の
大
用
を
観
費
す

る
は
法
眼
等
の
用
な
り
。

法
眼
乃
至
法
身
と
怯
塵
及
び
法
境
。

作
智
の
R
7花
る
法
眼
を
聞
き
法
身
を
得
て
、
法
界
を
観
る
と
き
は
、
轡
き
に
慧
眼
に
直
畳
せ
る
一

大
観
念
界
に
、
自
然
に
不
可
思
議
の
微
妙
な
る
霊
的
戚
畳
界
顕
現
す
。
滞
敢
に
説
〈
庭
の
穆
土
の
延

腰
、
七
賓
の
宮
殿
、
妙
色
の
賓
地
、
賓
樹
に
は
華
呆
多
〈
、
賓
地
に
は
八
功
徳
水
充
満
し
、
眼
に
妙

色
を
視
、
耳
に
奇
な
る
音
聾
を
鶏
き
、
抄
香
陵
潔
に
し
て
、
媛
先
身
に
燭
る
る
等
、
法
喜
蹄
債
の
妙

味
を
戚
じ
、
法
身
滑
稽
に
し
て
形
な
き
が
如
し
。

荘
厳
は
、
色
に
非
す
、
非
色
に
あ
ら
歩
、
霊
的
戚
畳
至
美
の
妙
(

法
眼
乃
至
法
身
の
封
象
と
す
る
慮
は
法
界
なh
o

清
帯
法
界
ま
た
心
霊
界
と
云
ふ
。
法
界
微
妙
の

)
戚
畳
心
象
な
り
。
是
如
来
大
用

の
現
4
7る
慮
、
成
所
作
智
の
所
作
な
b
o

接
眼
巳
に
開
〈
時
は
、
一
切
慮
と
し
て
法
界
即
丸
情
帝
国

四
三
七



四
二
八

士
な
ら
ぎ
る
は
な
〈
、
美
天
闘
の
み
な
り
。

作
智
法
界
に
周
湿
す
。

悌
眼
乃
至
悌
身
。

働
眼
と
は
平
等
の
慧
眼
と
、
差
別
の
法
眼
等
を
統
一
し
、
綜
合
し
て
墜
照
す
る
鹿
の
心
眼
な
り
。

備
眼
は
本
畳
如
来
の
成
所
作
智
と
全
然
一
致
し
、
仰
陀
は
人
格
を
以
て
如
来
の
臆
身
な
引
い
ば
、
悌

眼
は
却
も
如
来
眼
ま
た
法
界
眼
なb
、
耳
鼻
舌
身
も
叉
然
h
o

偽
限
を
以
て
法
界
ぞ
槻
守
れ
ば
世
間
と
し
て
備
界
な
らF
る
な
し
。
宇
宙
本
来
連
華
戴
世
界
ま
た
常

寂
光
土
。
如
来
の
清
津
悌
土
の
中
に
在
っ
て
、
衆
生
は
白
か
ら
自
然
界
の
み
を
戚
畳
す

0

・
衆
生
の
戚

名
ヲ
る
積
悪
の
世
界
に
在
て
、
悌
陀
は
傭
眼
を
以
て
情
静
岡
土
と
戚
歩
。
法
界
何
ん
ぞ
異
な
ら
ん
や
。

維
摩
経
に
舎
利
弗
疑
っ
て
日
〈
、
吾
備
世
隼
の
土
は
何
故
に
か
〈
不
荷
な
る
や
。
吾
此
土
を
見
る
に
、

丘
陵
院
次
荊
藤
砂
磯
士
石
等
諾
の
積
怒
充
満
せb
t
o

党
王
舎
利
弗
に
謂
っ
て
言
〈
。
設
か
〈
言
ふ

な
か
れ
c

そ
は
設
が
只
白
か
ら
積
悪
の
園
土
を
戚
今
る
の
み
、
設
が
凡
眼
を
捨
て
備
の
慧
眼
を
以
て



見
る
時
は
、
必4
v清
帯
土
を
見
む
こ
と
を
得
む
と
。
時
に
働
陀
足
指
を
以
て
地
に
安
〈
に
、
即
時
に

三
千
界
若
干
百
千
珍
賓
を
ち
て
巌
飾
ぜho
鵬
首
へ
ば
賓
荘
厳
備
の
無
量
荘
厳
等
の
如
し
。
時
に
働
陀

舎
利
弗
に
告
げ
玉
は
〈
、
按
且
く
此
傭
土
の
巌
慢
げ
な
る
を
観
る
や
。
金
利
弗
言
〈
、
唯
然
な

b

、
世

傘
よ
本
見
ぎ
る
所
聞
か
ぎ
る
慮
、
今
悌
闘
士
鍛
掃
に
し
て
悉
〈
現
歩
。
偽
陀
言
〈
、
我
品
開
土
は
常
に

清
き
こ
と
斯
の
如
し
と
。
所
謂
る
凡
夫
の
夜
と
す
る
蕗
は
塞
人
の
重
なb
。
連
人
の
童
と
す
る
所
を

凡
夫
は
夜
と
す
。

ま
た
働
限
は
慧
眼
と
法
眼
と
を
統
一
し
隻
賊
す
る
の
み
に
あ
ら
今
、
重
々
無
壷
の
妙
用
な
り
。

患
の
中
に
法
界
を
足
る
、

し
、
依
正
無
碍
。
偽
陀
は
法
界
一
切
を
謹
し
て
眼
と
す
a

ま
た
耳
と
す
、
ま
た
身
と
す
。

五
根
互
期
、
掴
融
無
碍
。 一

塵
の
如
〈
一
切
患
は
ま
た
一
切
傭
土
を
見
る
。
ま
た
傭
陀
は
五
限
互
用

十
方
界
一
々
塵
一
々
の
(

盤
の
蓮
華
撤
回
骨
怖
身
。

)
高
物
に
十
方
偽
土
を
現
じ
、
如
来
常
に
説
法
す
る
を
昆
ん
。
重
ん
有
無

調
ニ
丸
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ま
た
宇
宙
高
有
の
中
に
色
聾
香
味
鯛
の
戚
費
の
所
現
と
、
ま
た
一
切
主
観
の
戚
畳
と
は
、
本
如
来

搬
の
所
持
盤
。
同
一
の
法
界
の
中
に
於
て
、
衆
生
は
白
か
ら
差
別
を
見
る
。
蓋
し
只
生
理
機
制
の
錦
に

制
せ
ら
れ
る
故
な
b
o

上
に
暴
た
る
肉
眼
の
戚
捷
よ
ち
乃
至
傭
界
の
戚
費
に
至
る
ま
で
、
若
し
は
主
観
能
戚
畳
、
若
し
は

客
観
五
塵
の
相
、
悉
〈
如
来
作
智
の
妙
朋
な
り
。
故
仁
梼
般
に
六
庭
十
二
入
十
八
界
、
悉
く
如
来
臓

妙
異
如
性
な
b
t
o

作
智
の
二
現
象
。

宇
宙
高
有
の
一
切
の
能
戚
賛
と
所
戚
費
と
の
作
用
は
如
来
の
作
智
の
所
作
な
り
と
す
。
作
智
は
本

同
一
の
憧
な
れ
E

も
、
吾
人
生
理
機
能
は
そ
れ
に
相
臆
せ
る
自
然
界
を
戚
費
す
。
若
し
心
眼
を
ち
て

す
る
t

き
は
、
作
智
の
所
戚
な
る
心
霊
界
の
至
美
な
る
五
戚
の
象
を
戚
費
す
る
こ
と
を
う
ぺ
し
。
作

智
を
起
信
諭
に
は
、
不
思
議
業
相
主
名
づ
〈
、
論
に
不
思
議
業
相
と
は
、
智
津
相
に
依
る
を
以
て
、

一
切
勝
妙
境
界
を
作
す
。
所
謂
る
無
量
功
徳
の
相
常
に
断
絶
な
し
。
衆
生
の
根
に
随
て
自
然
に
相
謄



し
、
種
々
に
現
じ
て
利
盆
を
得
し
ト
る
献
に
・
。

義
記
に
謂
〈
、
衆
生
の
錦
に
六
根
の
境
界
と
作
る
が
故
に
・
乙
。
賓
性
論
に
云
〈
、
如
来
の
身
は
虚

空
の
無
相
な
る
が
如
〈
、
諸
の
勝
智
者
の
錦
に
六
根
の
境
界
と
作
っ
て
、
微
妙
の
色
を
示
し
、
妙
一
官

聾
を
出
し
、
備
の
戒
香
を
嘆
が
し
め
、
悌
の
妙
法
昧
を
奥
へ
、
三
昧
の
鯛
を
畳
せ
し
め
、
深
妙
の
法

を
知
ら
し
む
。
故
に
抄
境
界
と
名
づ
〈
@

同
=
一
-



同
窓

成
所
作
智天

則
秩
序
に
統
一
的
理
性
の
一
切
作
智
態

宇
宙
現
象
界
は
客
観φ
念
が
カ
に
よ
b

て
賞
現
せ
ら
れ
た
る
は
己
に
論
じ
ぬ
。
紳
の
観
念
即
ち
一

切
智
之
し
τ

の
世
界
を
建
設
す
る
は
、
観
念
が
賓
在
を
建
設
と
言
ふ
如
〈
に
、
一
切
智
と
は
一
切
作

な
b
o

如
何
主
な
れ
ば
如
来
の
智
は
一
一
切
寓
有
に
含
蓄
し
て
、
寓
物
造
化
的
観
念
が
一
切
を
造
作
す

れ
ば
、
観
念
態
日
切
作
智
態
は
能
動
意
志
即
ち
力
の
鋳
め
に
司
命
者
と
なb
て
秩
序
を
誤
ま
ら
ぎ
ら

し
む
司
る
ち
の
な
・90

本
来
一
切
作
智
態
は
、
観
念
態
に
天
則
秩
序
の
理
と
し
て
、
宇
宙
寓
有
の
中
に
存
在
し
て
、
本
来

統
一
的
理
性
な
れ
ば
、
宇
宙
金
値
が
全
一
の
身
僅
と
し
て
、
高
有
即
も
自
己
な
れ
ば
、
高
有
に
存
在



す
。
作
智
は
自
己
が
高
有
を
造
化
し
高
有
の
中
に
自
己
存
在
し
て
、
而
も
造
化
の
用
を
施
す
。

宇
宙
寓
有
は
も
と
同
一
本
健
な
る
が
故
に
、
根
底
に
統
一
せ
ら
る
。
天
則
秩
序
の
統
一
的
?
理
性
な

る
寂
性
は
、
絶
大
の
設
備
を
以
て
造
化
の
用
ぞ
施
す
。
現
象
の
天
韓
星
辰
よ

b

地
球
寓
物
の
起
伏
隠

顕
常
恒
叫
巴
旭
化
の
完
全
な
る
、
此
の
天
則
的
作
智
を
離
れ
て
一
切
を
造
化
す
る
こ
と
能
は
今
。

現
象
界
に
天
鰹
及
び
地
球
の
高
物
が
生
滅
起
伏
の
相
を
観
守
る
も
、
貨
に
成
所
作
智
の
抄
用
を
歎

守
ぎ
る
ぺ
か
ら
や
'
O

蕪
性
は
、
一
切
作
智
は
、
宇
宙
絶
待
の
カ
を
使
役
し
て
寓
有
を
造
化
す
る
に
無
限
の
設
備
を
以
て

高
物
を
趨
作
す
。
無
限
動
作
力
、
永
久
自
動
自
活
し
、
自
養
と
消
耗
と
は
共
に
自
己
に
あb
て
、
天

則
的
に
永
恒
に
建
設
的
衝
合
行
は
れ
、
永
久
自
動
自
活
し
て
無
始
無
終
に
窮
与
な
〈
、
宰
聞
を
輩
し

て
造
化
の
用
を
施
す
。
無
限
の
丞
聞
に
比
す
れ
ば
一
塵
に
等
し
き
太
陽
系
の
秩
序
に
就
い

V
て
観
る
も

遠
心
力
延
心
力
と
の
能
〈
調
和
を
な
し
、
太
陽
が
原
動
力
と
な
り
て
他
の
遊
星
を
運
動
せ
し
め
、
地

球
の
運
轄
に
至
る
ま
で
秩
序
あb
、
其
時
聞
を
過
た
歩
。
規
則
の
正
し
き
千
寓
年
一
貫
し
て
割
問
る
こ

四
三
一
『
一
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主
な
し
。
高
物
造
化
の
規
則
を
完
う
す
と
云
ひ
、
自
動
自
作
の
抄
用
主
云
ひ
、
盲
目
的
運
動
と
は
云

ム
ペ
か
ら
A
Y
O

高
有
に
遁
じ
て
天
則
秩
序
の
整
然
た
る
を
見
れ
ば
、
い
か
に
巧
み
で
あ
b

熟
練
し
た
る
機
関
師
が

い
か
程
の
注
意
を
用
ゐ
て
組
織
し
使
用
す
る
も
、
天
則
的
作
智
の
整
束
た
る
が
如
き
に
あ
る
ぺ
か
ら

す芯

斯
か
る
宇
宙
寓
有
に
顕
は
る
、
天
則
の
整
然
た
る
を
見
、
高
物
造
作
の
妙
用
を
目
撃
し
な
が
ら
、

宇
宙
の
精
紳
に
蕪
性
(
智
)
の
存
在
す
る
こ
と
は
鷲
ん
ぞ
夫
れ
疑
を
容
る
ぺ
け
ん
。

宇
宙
唯
一
の
怯
身
の
手
に
よb
て
成
立
し
た
る
高
物
な
れ
ば
、
大
は
天
館
星
宿
よ
り
小
は
地
球
上

の
寓
物
に
至
る
ま
で
、
如
何
な
る
微
細
な
る
個
躍
な
る
も
、一
大
蔵
性
に
繋
れ
た
る
個
々
な
れ
ば
、

各
自
は
各
小
遣
化
な
り
。
天
則
秩
序
に
よ
b

て
其
分
に
臆
じ
た
る
造
物
の
知
能
を
奥
へ
ら
れ
た
り
。

共
は
寓
物
の
根
底
に
於
て
一
大
‘
法
身
に
関
聯
す
る
が
故
な
b
o

蕪
性
の
天
則
を
離
れ
た
る
入
居
凋
と
し

て
は
自
己
の
喜
一
筋
も
造
る
事
も
能
は
や'
o



太
陽
は
宇
宙
全
一
の
臓
性
の
一
升
と
し
て
繋
れ
た
る
が
故
に
、
自
己
に
賦
せ
ら
れ
た
る
限
り
に
於

て
造
化
の
用
を
な
し
、
地
球
も
亦
た
然
・9
0

相
待
規
定
の
ち
の
は
濁
立
し
て
其
能
を
な
す
能
は
今
。

地
球
と
太
陽
と
の
関
係
を
離
れ
て
は
、
地
球
の
小
選
化
は
獅
り
自
ら
其
用
を
な
す
こ
と
能
は
中
。
宇

宙
開
天
躍
無
数
の
星
宿
は
、
太
陽
に
属
す
る
諸
の
遊
星
と
闘
係
し
、
此
の
恒
星
は
ま
た
他
の
恒
星
と

関
係
し
、
相
待
的
に
因
縁
相
互
に
規
定
し
て
空
間
に
繋
り
、
因
果
関
係
し
て
時
間
的
に
相
ひ
繋
り
た

る
高
物
は
、
無
限
に
し
て
ア
と
し
て
此
の
関
聯
に
も
れ
た
b

離
れ
花
、
り
す
る
こ
と
な
し
。
こ
の
寓
物

因
縁
規
定
な
る
も
の
は
此
の
因
縁
を
離
れ
て
は
成
守
る
こ
と
な
き
こ
と
は
、
依
他
起
性
の
寓
物
が
成

立
す
る
天
則
な
れ
E

も
、
其
根
底
に
於
て
相
方
共
に
臓
性
の
理
性
な
け
れ
ば
、
車
偶
合
に
し
て
成
予

る
る
の
に
非
子
。
因
縁
規
定
を
な
さ
し
む
る
原
理
な
か
る
べ
か
ら
歩
。
此
の
原
理
は
一
切
作
智
態
が

此
の
相
待
規
定
を
結
合
せ
し
む
る
原
現
な
り
と
す
。

相

待

の

原

因

問
一
一
一
五
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備
敬
に
因
縁
所
生
の
法
と
て
相
待
的
高
有
は
因
縁
に
よ
ら
令
し
て
成
や
る
ち
の
有
る
こ
と
な
し
と

云
は
刊
、
、
高
有
は
因
縁
に
し
て
作
智
に
預
る
な
し
と
云
ふ
ぺ
か
ら
や
ヲ
。
相
待
な
る
も
の
ば
本
同
一
の

本
樫
よ
ち
開
展
せ
る
も
の
な
れ
ば
、
相
待
相
会
し
て
本
の
一
健
な
h
o

故
に
相
方
に
因
縁
規
定
を
な

す
ぺ
き
作
智
の
用
あ
h

ゾ
て
、
因
縁
規
定
を
結
合
せ
し
む
る
な
り
。
因
縁
に
よ
っ
て
作
智
あ
る
ち
の
に

非
歩
。
作
智
が
活
動
の
矯
め
に
此
の
規
定
を
結
ば
し
め
た
る
に
外
な
ら
今
。
故
に
作
智
が
因
縁
の
本

因
に
し
て
因
縁
に
依
て
作
智
を
起
す
と
云
ふ
ぺ
か
ら
令
。

物

質

現
象
の
影
像
は
何
に
依
て
額
現
す
る
や
。

動
物
と
植
物
之
は
同
一
の
根
底
に
し
て
、
其
根
本
に
遡
れ
ば
全
〈
無
分
別
に
隠
す
。
植
物
も
同
じ

く
細
胞
ゐ
h
o

此
細
胞
も
亦
た
動
物
と
区
別
す
る
こ
と
能
は
ぎ
る
な
り
。

生
物
の
原
素
フ
ロ
ρ
イ
オ

ν
の
如
き
は
生
非
生
と
差
別
す
る
こ
之
能
は
歩
。



皐
岩
の
識
に
よ
れ
ば
、
太
陽
よ
ち
分
娩
せ
ら
れ
た
る
地
球
が
久
し
〈
し
て
漸
〈
冷
却
し
た
る
或
る

度
舎
に
於
τ

‘
光
線
の
或
る
肢
態
4

の
電
気
の
或
る
朕
態
主
因
縁
カ
に
よ
九
リ
て
、
反
動
し
て
一
一
種
の

生
物
的
組
織
を
生
じ
た
り
。
之
を
元
形
質
と
名
づ
〈
。
茨
酸
水
窒
の
化
合
物
に
し
て
精
密
な
る
も
の

な
り
。
此
が
生
命
主
な
る
ぺ
き
物
質
元
素
E
b

と
。
電
気
と
先
線
と
の
物
質
の
分
子
動
が
茨
酸
水
窒

の
分
子
t

の
因
縁
に
よ
h

て
昇
子
が
之
に
膳
じ
て
動
〈
を
反
動
と
云
ふ
。
此
の
因
縁
反
動
的
が
相
ひ

繋
て
物
質
が
準
化
し
て
原
形
質
と
な
り
細
胞t
な
骨
量
と
な
り
磐
ん
で
動
物
が
高
等
と
な
h
y
入
類
と

な
る
に
至
。
た
A
y
e

物
質
が
進
ん
で
人
類
と
なb
し
が
知
ぐ
な
る
ら
物
質
ば
客
観
ふ
念
態
が
意
志
に

寅
現
せ
ら
る
、
業
中
に
、
向
上
蹴
程
遠

L

て
心
霊
的
生
活
を
替
む
ぺ
き
人
類
と
な
る
ぺ
き
伏
能
が
巴
に

潜
伏
し
た
る
な
h
y
e
庇
伏
識
を
開
脅
し
て
、
ニ
込
に
準
化
は
作
智
の
能
な9
と
す
。

古
内
物
は
・
小
法
身
小
遣
化

一
切
作
智
は
歯
肉
物
を
遺
他

L

、
此
究
贈
を
離
れ
τ
4
8
遺
4
0こ
k

能
は
や
e

此
の
究
刷
用
に
繋
る
限

曽

= 
4ま
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八

り
に
於
て
は
、
吾
人
ち
作
智
態
の
一
員
と
し
て
、
而
も
小
遣
化
な
り
。
宇
宙
は
一
大
造
作
な
・

9
0

個

人
は
此
の
一
局
部
に
し
て
、
然
も
此
の
作
智
に
繋
れ
る
限b
に
於
て
、
能
〈
作
る
の
力
を
得
る
も
の

な
b
o

作
智
は
能
〈
人
の
身
世
四
支
五
官
を
遣hy
、
自
ら
造
化
し
自
ら
活
動
し
自
ら
動
〈
。
作
智
よ

〈
物
を
集
め
て
眼
を
遁b
、
眼
と
な
h
y

て
能
〈
調
、
自
ら
耳
を
遣b
、
耳
と
な
り
て
耳
の
作
用
を
な

す
。
身
睡
の
中
い
か
な
る
微
細
な
る
慮
に
て
も
遺
作
の
到
らF
る
所
な
し
。
古
人
が
高
物
い
か
に
微

細
な
る
も
神
を
宿
す
こ
と
能
はY
る
程
の
も
の
は
あ
ら
じ
と
。
高
物
は
絶
艶
の
紳
の
中
り
一
員
に
し

て
、
個
今
の
中
に
柿
の
在
ま
す
な
h
o

故
に
作
智
は
い
か
な
る
所
に
於
て
も
建
設
的
事
業
を
管
ま
ざ

る
な
し
。

生

命

造

化

客
観
々
念
態
の
力
に
よ
b

て
現
ザ
ら
れ
、
心
霊
態
の
潜
伏
せ
る
物
質
な
れ
ば
、
物
質
は
生
命
と
な

る
。
化
皐
に
炭
素
は
最
精
妙
な
る
分
子
炉
能
〈
襲
化
す
る
に
柔
鰻
に
し
て
且
つ
弾
力
あ
b
o

此
れ
と



酸
水
窒
の
三
素
と
共
に
化
合
物
を
遺
る
。
之
を
原
形
質
と
云
ふ
。
酸
化
に
よ
り
て
生
活
力
を
生
じ
、

時
援
力
は
接
動
の
元
に
し
て
-
ま
た
消
化
疲
勢
の
本
な
り
。
酸
化
と
揮
按
の
二
作
用
が
消
化
と
分
殖
と

の
作
用
を
起
し
、
消
化
作
用
は
管
養
を
撮
取
し
同
化
し
て
長
養
し
、
其
長
大
が
或
る
程
度
に
達
す
れ

ば
一
個
が
分
れ
て
二
個
と
な
り
二
個
が
四
と
な
る
乃
至
無
量
と
な
る
、
之
を
分
殖
作
用
と
名
づ
〈
。

生
命
は
之
に
依
て
繁
殖
す
。

生
命
進
化
設
に
よ
れ
ば
進
化
に
五
則
あ
り
《
一
、
生
物
の
分
殖
の
矯
め
に
同
類
競
争
す
る
を
生
存

努
力
の
理
法
。
一
一
、
身
韓
組
織
の
物
質
が
麓
易
の
理
法
。
矯
め
に
生
物
が
種
々
の
種
類
と
盤
、
?
。
三
、

身
館
組
織
が
別
物
の
刺
激
に
戚
臆
す
る
を
臆
化
の
理
法
と
云
ふ
。
四
、
現
在
よ
り
分
れ
次
の
も
の
に

類
似
す
る
を
形
質
遺
停
法
と
名
づ
〈
O

玉
、
種
類
の
多
き
中
其
の
境
遇
に
趨
す
る
る
の
は
繁
殖
す

之
を
適
者
生
存
の
誌
と
云
ふ
。

此
進
化
設
の
五
則
は
元
形
質
の
二
特
質
よb
間
接
し
た
る
結
果
に
し
て
、
物
質
的
作
用
に
依
て
生

命
の
進
化
の
理
を
説
明
せ
り
。
物
質
に
就
い
て
の
説
明
は
此
に
止
ま
る
ぺ
き
も
、
此
物
質
原
形
質
を

問
=
一
九



筒
問
。

遺
化
す
る
も
の
は
、
物
質
其
物
の
カ
に
あ
ら
も
ヲ
し
て
、
一
一
是
物
質
是
は
一
犬
心
霊
が
作
智
に
よ
り
て
の

造
化
な
る
こ
と
を
意
識
せ
ぎ
れ
ば
生
命
の
根
底
を
極
む
る
こ
と
槍
は
ぎ
る
ぺ
し
。
生
命
の
盆
々
進
化

し
礎
遣
し
て
今
日
の
人
類
の
如
ち
心
霊
的
生
活
を
な
す
に
至
る
は
、
原
始
的
生
物
に
も
霊
性
能
が
伏

臓
せ
ら
れ
し
な
る
ぺ
し
。
か
、
、
る
霊
性
を
伏
離
せ
る
も
の
な
る
が
故
に
向
上
費
遣
し
て
心
霊
的
生
命

の
人
類
を
遺
ち
し
な
ら
ん
。
然
れ
ば
原
始
的
生
命
に
有
す
る
重
一
能
作
智
ま
た
霊
妙
不
測
の
カ
あ
る
に

非
令
や
。

一
々
の
生
命
は
一
大
作
智
の
分
身
と
し
て
、
小
遣
化
の
カ
を
有
し
て
、
分
殖
し
て
昼
間
的

に
横
張
し
時
間
的
に
遺
樽
し
進
化
せ
し
む
。

微
細
な
る
細
胞
が
代
々
に
向
上
し
て
単
細
胞
、
水
母
形
、
脊
椎
、
陸
棲
、
晴
乳
と
な
b

、
高
等
動

物
人
類
と
絡
に
進
み
来
る
に
は
、
作
智
は
何
故
に
斯f
向
上
進
化
ぜ
し
む
る
や
と
云
ふ
に
、
即
ち
終

局
目
的
に
蹄
趣
せ
ん
が
縛
め
の
理
性
が
賞
現
せ
し
じ
あ
ら
守
や
。

生

物

進

イ七



生
物
原
始
の
無
核
識
よ
り
有
核
細
胞
と
な
り
て
水
に
生
活
し
、
有
核
と
な
れ
ば
核
が
生
命
の
宿ε

所
に
し
て
核
以
外
は
生
命
を
保
護
す
る
外
包
と
云
ふ
ぺ
し
。
此
者
の
分
殖
す
る
は
共
核
が
分
る
』
な

り
。
随
っ
て
生
命
が
二
つ
と
な
り
て
外
包
を
生
歩
。
分
殖
が
屠
せ
ら
る
、
に
随
っ
て
、
核
中
の
生
命

が
、
夫
よ
り
は
原
始
の
生
物
の
生
活
に
は
、
植
物
と
同
じ
〈
活
動
が
甚
だ
鈍
〈
、
至
っ
て
隠
動
な
る

故
に
、
自
ら
養
ひ
分
れ
て
二
個
と
な
る
。
進
化
の
或
る
程
度
に
於
て
雌
雄
の
別
あ
る
に
五
つ
て
は
、

原
始
の
一
個
が
二
個
に
分
れ
た
る
正
鼻
、
る
は
、
雌
雄
本
同
一
の
生
命
が
準
化
の
目
的
を
な
す
手
段
の

錦
に
、
一
生
命
が
雌
雄
の
二
憶
と
分
れ
た
る
もω
、
如
し
。
高
物
は
騒
動
陽
動
の
争
に
依
っ
て
活
動

し
輔
硬
化
す
。
陽
動
に
非F
れ
ば
進
化
す
る
こ
と
能
は
・
今
。
隠
動
に
非g
た
ば
養
生
す
る
こ
と
能
は
守
。

雄
憶
は
精
気
を
遺
る
と
る
、
陽
動
に
は
自
ら
養
ふ
こ
と
能
は
ぎ
る
が
故
に
、
生
命
の
核
を
隠
動
と
な

す
。
之
を
養
育
す
べ
き
に
越
せ
る
雌
鱒
に
移
し
て
、
之
を
養
は
し
め
て
、
陽
な
る
も
の
は
自
ら
は
雌

の
持
養
b
z助
円
、
外
は
陽
動
に
て
進
化
に
努
力
し
而
し
て
ま
た
際
動
の
雌
韓
を
|
|
。

此
の
例
ば
太
陽
と
地
球
と
の
関
係
に
於
て
も
閉
じ
か
ら
F
る
ぺ
し
。
太
陽
は
陽
性
に
し
て
生
命
の

困
問



四
四

本
な
る
茨
素
の
精
気
を
地
球
の
隠
動
飽
に
還
り
、
地
球
は
酸
水
窒
を
遺
っ
て
腸
精
よ
り
受
げ
た
る
表

素
を
助
げ
て
高
物
を
生
育
す
。
太
陽
は
陽
動
に
し
て
精
気
を
礎
し
地
球
は
隠
動
に
し
て
高
物
を
育
、
ふ
。

雌
雄
は
生
命
進
化
の
職
分
は
、
相
互
-
に
精
気
を
造
る
と
、
外
包
を
遺

b

て
之
を
養
ふ
と
の
分
業
を

司
る
。
原
始
の
生
物
が
自
己
一
個
に
し
て
生
命
を
造
り
内
ら
養
ふ
に
比
す
れ
ば
不
便
な
る
が
如
〈
な

る
も
、
進
化
の
努
力
の
便
利
上
よb
出
で
た
る
準
化
即
も
一
切
作
智
の
妙
用
に
し
て
、
雌
雄λ骨
髄
し

て
本
一
一
睡
な
る
が
故
に
始
め
て
一
個
の
生
命
を
遺
る

o

雌
雄
の
心
霊
に
於
て
宇
人
な
る
に
非
守
。
生

理
分
殖
に
於
て
の
み
云
ふ
な
b
o

本
よ
り
宗
教
は
心
霊
開
脅
し
て
異
理
に
腸
せ
し
む
る
が
目
的
に
し

て
、
生
命
は
之
が
手
段
た
る
に
過
ぎY
る
な

b
o

生
命
は
心
霊
を
開
接
し
活
動
せ
し
む
る
手
段
に
し
て
、
生
命
を
保
護
す
る
四
支
身
檀
の
外
包
肉
鐙
・

は
ま
た
生
命
の
手
段
、
生
命
友
ぴ
肉
腫
を
進
化
の
本
に
遡b
て
原
始
的
生
物
よ
b

進
化
し
畿
還
し
家

h
v

し
心
霊
生
活
以
前
の
生
命
及
び
身
躍
は
心
霊
生
活
を
出
す
ぺ
き
手
段
に
過
ぎ
す
。



生
命
は
心
霊
の
手
段

生
命
造
化
の
準
化
が
心
霊
生
活
を
な
す
人
類
の
如
〈
雌
雄
の
別
あ
b

、
此
の
陰
陽
雨
動
反
封
せ
る

爾
性
と
な
る
に
も
拘
ら
今
、
生
殖
作
用
の
自
然
よb
互
に
相
愛
し
親
和
す
ぺ
き
カ
を
有
せ
る
は
、
外

な
ら
子
、
生
命
分
殖
の
生
理
規
定
せ
ら
る
、
理
性
なb
o

雄
は
自
ら
陽
精
気
を
叫
進
化
す
る
天
職
を
賦

せ
ら
れ
た
b
o

雌
に
は
外
包
を
造
b

て
之
を
養
育
す
る
隠
動
に
よ
り
て
生
殖
作
用
の
功
を
議
す
天
則

に
随
ふ
な
り
。

天
則
に
随
一
ふ
生
命
造
化
は
、
終
局
目
的
に
館
趣
の
理
性
の
た
め
の
手
段
た
る
生
殖
な

b

と
す
れ
ば

言
を
換
て
一
耳
へ
ば
、
宗
教
的
人
類
を
養
育
す
ぺ
き
手
段
と
す
れ
ば
、
生
命
分
殖
作
用
は
是
の
天
則
に

随
ふ
職
務
あ
b

と
云
ふ
ぺ
し
。
結
婚
は
神
連
な
ら
ぎ
る
ぺ
か
ら
や
J
O
雨
性
の
配
偶
は
倫
理
の
基
と
稀

す
ぺ
し
。
然
れ
E

も
終
局
目
的
の
心
霊
的
生
活
の
目
的
を
知
ら
今
、
手
段
を
以
て
目
的
と
な
す
如
き

は
迷
な
り
顛
倒
な
b

と
言
は
ぎ
る
ぺ
か
ら
や
'
O

四
四
=
一



同
四
四

宗
教
の
心
霊
生
活
仁
入
り
異
理
の
目
的
に
協
力
す
る
は
、
宇
宙
の
最
終
異
理
の
目
的
と
す
れ
ば
、

生
命
及
び
身
僅
は
之
が
手
段
な
b
o

身
鯉
及
び
生
命
に
劃
す
れ
ば
、
植
物
及
び
劣
等
動
物
は
其
の
人

類
的
生
命
を
扶
助
す
る
器
具
に
し
て
、
地
球
及
び
太
陽
等
色
亦
た
之
を
宗
敬
的
人
類
心
霊
生
活
を
養

ふ
矯
め
の
器
具
な
り
。

世
界
は
闘
浦
に
接
建
し
て
多
数
の
宗
敬
的
人
類
を
礎
生
せ
し
め
養
成
す
ぺ
き
天
職
を
有
し
、
世
界

の
終
局
仁
無
数
の
宗
教
的
人
類
を
出
し
て
、
自
己
も
終
局
僻
脆
の
目
的
に
向
っ
て
進
化
し
っ
、
あ
り
。

か
』
る
世
界
は
目
的
あ
る
手
段
・
と
し
て
天
則
秩
序
が
寓
物
を
遺
化
し
保
存
す
る
は
、
是
れ
宇
宙
及
び

戸
切
に
一
切
作
智
の
妙
用
な
り
と
す
。

日
切
の
百
般
の
工
轟
伎
術
は
す
ぺ
て
個
人
に
現
は
れ
た
る
作
智
な
b
o

世
界
友
ぴ
人
生
は
天
則
秩
序
の
理
性
に
よb
て
成
る
ら
の
と
す
れ
ば
、
人
生
は
是
れ
迷
妄
な
b

や
、

勝
た
目
的
あ
る
方
便
なb
や
、
と
の
聞
に
は
、
此
に
ニ
様
に
答
ふ
る
こ
と
を
う
ぺ
し
。
人
に
は
無
明

罪
悪
の
脆
却
せ
ざ
る
素
質
あ
り
。
消
極
の
方
面
よ
り
は
迷
妄
と
業
と
の
人
生
な
り
と
し
て
、
こ
の
世



界
島
亦
厭
は
F
る
ぺ
か
ら
十
。
き
れ

E

ち
世
界
及
び
衆
生
は
天
間
の
理
性
ド
よb
て
震
性
を
鰭
と
し

此
を
開
展
し
τ
終
局
目
的
に
締
結
す
る
疎
性
あ
り
。
無
上
道
に
到
壊
す
ぺ
き
方
便
化
土
と
す
れ
ば
、

積
極
的
に
し
て
高
等
な
る
目
的
あ
る
手
段
と
し
て
の
人
生
に
しτ
、
之
が
一
切
人
類
の
依
止
た
る
世

界
な
れ
ば
、
世
界
指
ん
ぞ
夫
れ
迷
妄
の
み
な
ら
ん
Q

然
れ
E
S

世
界
友
ぴ
人
生
に
は
か
、
る
最
深
の

目
的
あ
る
こ
と
を
意
識
せ
守
し
て
、
但
だ
肉
傭
生
活
を
以
て
目
的
と
な
し
、
世
界
を
依
属
す
ぺ
舎
も

の
k

し
て
、
進
ん
で
鯵
局
の
締
趣
を
求
め
宇
心
霊
閥
横
を
成s
g

る
る
の
は
迷
と
云
は
守
し
て
何
ぞ

ゃ
。天

則
理
性
な
る
絶
大
の
設
備
を
以τ
世
界
を
韓
設
し
高
額
を
進
化
し
心
露
関
也
事
し
て
終
局
目
的
に

締
趣
せ
し
む
ぺ
き
現
性
あ
る
世
界
及
ひ
人
生
な
り
と
す
れ
ば
、
世
界
は
方
便
化
土
と
し
て
庚
大
な
る

僚
値
ゐ
b
o

吾
人

の

目

的

回
胴
銅
留
品



周
囲
大

宗
教
的
障
依
者
を
要
求
す
る
吾
人
の
理
想
は
、
終
局
目
的
た
る
理
性
あ
b

て
、
絶
艶
な
る
客
飽
を

要
求
す
る
こ
と
は
、
吾
人
の
理
想
と
し
て
貫
現
す
。
吾
人
の
理
想
は
盆
々
向
上
進
化
す
る
に
隠
っ
て
、

相
動
的
の
生
滅
獲
易
の
世
界
に
於
て
は
満
足
す
る
こ
と
を
え
守
し
て
、
絶
動
無
限
の
無
規
定
を
認
識

せ
ん
事
を
希
望
す
。

宇
宙
の
無
限
な
る
、
地
球
の
如
き
細
な
る
浮
福
は
無
窮
な
る
宇
宙
の
大
海
に
散
布
し
、
其
の
総
櫨

の
上
に
成
住
壊
宰
の
波
あ
b
o

成
予
る
も
の
は
進
化
し
、
進
化
す
る
も
の
は
極
に
達
す
れ
ば
減
?
。

増
減
の
限
あ
b
'
o
天
に
現
は
る
h

普
星
の
如
き
は
成
ら
ん
と
欲
す
る
も
の
に
し
て
、
太
陽
は
準
化
増

隆
に
達
し
た
る
も
の
な
り
。
各
々
異
も
、
己
に
壊
し
た
る
は
丞
に
な
り
て
ま
た
成
じ
、
成
住
壊
宰
の

浪
は
無
終
に
し
て
極b
な
か
ら
ん
。
増
劫
即
も
進
化
の
程
度
が
、
此
地
球
を
等
〈
し
て
、
海
陸
の
別

を
な
し
、
車
細
胞
生
物
よ
り
進
化
し
て
人
類
に
遣
し
た
る
も
の
も
あ
ら
ん
。

吾
人
の
住
め
る
地
球
は
太
陽
よ
り
分
れ
た
る
一
浮
塵
な
る
も
、
其
表
面
に
寄
生
す
る
生
物
の
生
命

は
、
世
界
の
住
劫
に
至
り
て
劣
等
な
る
生
物
よ
り
進
化
し
て
人
類
に
到
れ
b

。
生
物
は
生
住
異
滅
し
、



生
じ
て
は
滅
し
て
、
生
命
相
績
の
波
は
、
生
物
住
し
て
よ
り
、
準
化
し
て
人
類
に
至
h

，
、
生
命
一
位

の
渡
は
い
か
に
生
滅
す
る
も
、
太
陽
の
先
と
共
に
消
ゆ
ぺ
き
運
命
な
る
は
免
れ
十
。
人
生
五
十
年
は

寅
に
果
敢
な
き
も
の
な
b

。

吾
人
は
斯
る
拙
な
き
運
命
を
以
て
、
い
か
に
無
限
に
反
抗
せ
ん
と
欲
す
る
も
何
ぞ
能
は
ん
。
い
か

に
し
て
解
股
を
求
む
ぺ
き
。

宗
教
意
識
が
要
求
す
る
如
き
、
絶
艶
無
規
定
に
し
て
、
か
、
る
生
滅
浮
塵
の
中
に
、
吾
人
の
心
霊

を
照
L

て
絶
劃
依
属
の
地
を
示
す
蕗
の
光
明
は
即
も
大
国
鏡
智
な
・
9
0

吾
人
は
周
智
即
も
絶
針
観
念

の
一
員
た
る
自
観
に
よ
b

て
、
無
限
の
大
観
念
と
一
致
す
。
此
の
心
霊
智
の
光
明
な
か
り
せ
ば
、
但

に
物
質
な
b

と
せ
ば
、
・
寅
に
天
に
日
光
な
き
と
同
じ
〈
、
盲
目
的
生
物
に
し
て
、
絶
艶
に
依
止
し
解

脆
を
求
む
る
如
き
は
、
主
τ
も
断
念
の
外
な
き
なb
o

然
れ
E

も
吾
人
は
絶
掛
観
念
の
一
員
た
る
自

己
の
観
念
な
る
が
故
に
、
解
脱
す
ぺ
き
理
性
終
局
目
的
を
得
ペ
き
理
想
あ
る
が
故
に
、
必
守
宗
教
意

識
の
要
求
す
る
所
果
し
て
得
ぺ
き
も
の
なb
o

四
四
七



問
問
ヘ

其
は
自
ら
能
f

観
4
7れ
ば
、
天
則
理
性
の
中
に
巳
に
吾
人
は
絶
掛
観
念
に
繋
れ
る
こ
と
を
示
せ
b
o

人
の
障
は
小
な
る
も
の
な
れ
E

も
龍
〈
天
髄
無
数
の
星
界
を
容
る
、
に
非
守
や
。
古
語
に
、
仰
い
で

前
零
雲
漢
を
観
守
れ
ば
ま
た
眼
晴
を
碍
る
に
足
ら4
7眼
(

)
の
塵
々
と
。
意
は
雲
漢
に
数
限b
な
き

星
が
塵
の
如
〈
に
吾
眼
に
碍
ふ
る
り
れ
E

も
、
限
の
邪
魔
に
な
る
ほ
E

の
塵
も
な
し
と
の
義
な
り
。

人
の
脳
裏
の
戚
元
質
、
元
質
の
微
細
な
る
幽
玄
な
る
、
大
は
無
限
の
盛
岡
を
牧
入
し
て
向
ほ
容
る
、

に
鈴
b

あ
b
o

口
疋
れ
吾
人
が
観
念
の
大
観
念
と
交
渉
す
れ
ば
な
b
o

吾
人
の
観
念
は
絶
封
観
念
と
一
致
す
る
が
故
に
自
己
の
観
念
も
亦
花
無
限
なbo

所
観
の
本
膿
無

限
な
れ
ば
能
観
ち
亦
た
無
限
な
り
。



成
所
作
智感

覚

の

能

所

主
観
の
戚
性
と
客
観
の
物
質
亦
仁
現
は
れ
て
色
聾
等
と
な
る
。

如
来
作
智
は
一
切
の
主
観
的
の
戚
費
と
、
ま
た
一
面
に
客
観
の
色
聾
香
味
胸
等
の
戚
畳
せ
ら
る
、

も
の
、
二
面
に
於
て
宇
宙
に
一
々
の
戚
費
と
な
る
ぺ
き
性
能
存
在
す
。
こ
の
智
相
を
成
所
作
智
之
名

づ
〈
。
凡
夫
の
戚
費
よ
り
乃
至
働
陀
の
戚
費
に
至
る
ま
で
の
一
切
の
戚
費
作
用
は
悉
く
作
智
の
用
と

す
作
智
は
大
岡
智
即
も
一
大
観
念
態
の
意
志
に
賞
現
す
る
相
を
離
れ
て
別
に
鐙
あ
る
ヒ
あ
ら
や

'
O

但

国
智
は
線
相
に
し
て
作
智
は
色
聾
等
の
別
相
な
り
。
即
も
主
観
的
に
眼
耳
鼻
舌
身
の
戚
官
と
客
観
の

回
回
九



問
蕊
O

色
聾
香
味
鯛
の
表
象
を
戚
畳
す
る
作
用
の
根
本
原
理
なb
o

作
特
の
原
理
を
研
究
せ
ん
と
せ
ば
、
巳
に
大
国
智
の
認
識
の
理
に
於
て
略
し
て
説
明
せ
し
も
、
真

に
戚
畳
の
本
質
を
明
3
ば
、
古
来
賓
在
論
者
と
観
念
論
者
の
反
艶
せ
る
見
解
あbo

賞
在
論
者
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
吾
人
の
威
性
の
寝
象
は
、
事
物
即
ち
客
観
に
色
聾
香
等
の
諸
性
具

備
し
、
そ
れ
を
吾
人
が
戚
畳
す
と
。
戚
費
は
物
理
的
精
紳
的
の
ニ
個
の
要
素
を
含
む
。一
方
は
身
飽

正
一
面
は
精
神
な
b
o

即
ち
或
物
理
的
刺
激
を
戚
費
神
経
の
末
梢
に
受
げ
て
之
を
脳
に
惇
へ
精
神
の

反
動
是
な
b

と
。
即
ち
物
質
の
分
子
運
動
は
吾
人
の
戚
官
を
刺
戟
し
て
、
吾
人
の
精
神
之
を
受
付
て

一
の
戚
費
を
な
す
と
し
、
極
端
な
る
物
理
皐
者
の
如
き
は
、
勢
力
襲
化
の
理
を
戚
畳
t

其
刺
戟
と
の

関
係
に
膳
用
し
て
、
心
の
働
き
は
凡
て
紳
経
に
外
な
ら
今
、
例
へ
ば
音
響
の
分
子
漉
動
が
鼓
膜
に
遼

し
其
勢
力
が
紳
経
の
力
主
麓
じ
脳
に
俸
はb
て
戚
賛
な
る
も
の
生
や
'
t

。
故
に
戚
畳
と
は
物
カ
の
麓

態
に
遇
宮
?
と
。
か
、
る
唯
物
論
は
決
し
て
相
待
の
閥
係
を
解
標
す
る
を
得4
7
0物
理
的
遊
動
の
原

周
が
心
理
的
戚
費
の
結
果
を
生
命yk
は
奇
怪
な
る
理
論
に
非
守
や
。



殊
に
宗
教
の
如
き
、
生
理
的
の
戚
畳
即
ち
肉
眼
等
の
み
に
ゐ
ら
今
心
眼
心
耳
等
ぞ
以
て
戚
畳
の
原

週
を
説
明
せ
ん
と
す
る
も
の
に
至
つ
て
は
、
唯
物
的
見
解
は
趨
せF
る
は
勿
論
な
・
9
0

弐
に
観
念
論
者
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
戚
費
は
物
質
其
も
の
に
あ
ら4
7し
て
、
主
観
的
精
神
の
形
式

を
客
観
化
し
、
物
質
の
戚
畳
と
し
て
現
歩
。
自
己
の
精
神
を
離
れ
て
物
質
に
象
相
あ
る
こ
と
な
し
と
。

現
象
論
は
賞
腫
と
現
象
と
に
超
絶
せ
る
設
な
る
が
故
に
今
は
取
ら
子
。
今
は
人
の
戚
賓
の
根
底
は

一
大
観
念
が
意
志
に
賞
現3
れ
た
る
分
子
運
動
と
及
び
之
に
相
臆
し
て
平
行
し
て
起
す
慮
の
鵡
聴
嘆

等
の
戚
費
な
れ
ば
、
客
観
的
色
島
等
の
分
子
的
運
動
の
現
象
と
、
之
を
戚
覚
す
る
主
観
の
二
者
は
、
共

根
底
は
同
一
の
本
腫
に
し
て
、
戚
畳ω
作
用
を
可
能
な
ら
し
む
る
作
用
に
つ
き
で
作
智
と
名
づ
〈
。

唯
物
と
唯
心
と
の
極
端
な
る
も
の
は
何
れ
も
一
面
の
み
に
偏
し
て
一
方
を
忘
る
、
が
故
に
其
原
理

を
説
明
す
る
こ
と
能
は
歩
。
一
元
論
に
越
み
て
物
心
平
行
論
の
識
に
よ
れ
ば
、一
切
の
心
意
過
程
に

は
必
守
之
に
平
行
し
て
伴
起
す
る
物
質
過
程
あb
o

ま
た
す
ぺ
て
の
物
質
、
過
程
に
は
必
守
こ
れ
に
卒

行
L

℃
伴
起
す
る
心
意
過
程
あ
ち
。
例
せ
ば
物
質
の
運
動
即
ち
空
気
の
渡
動
は
紳
経
の
末
端
な
刺
激

四
五



四
五

し
之
を
脳
に
俸
達
す
れ
ば
此
空
気
の
蓮
動
に
平
行
伴
起
す
る
心
意
過
程
に
戚
畳
を
戚
歩
。

普
遁
的
平
行
論
の
外
に
戚
貸
の
根
底
を
接
見
す
る
こ
と
に
い
た
る
ぺ
し
。
い
か
に
と
な
れ
ば
、
物

心
な
る
高
有
は
雨
面
に
し
て
、
物
な
る
一
面
に
は
必
歩
心
あ
り
心
の
表
は
物
に
し
て
、
此
雨
面
貨
在

の
異
相
を
示
す
も
の
は
心
に
し
て
、
物
質
は
其
外
面
の
現
象
、
内
位
に
は
心
に
し
て
現
象
は
物
、
物

心
一
憾
。
心
性
に
寓
象
と
意
志
と
あ
り
。
是
物
質
な
れ
ば
、
力
の
活
動
あ
る
ゆ
え
ん
。
内
的
立
志
は

即
ち
物
の
運
動
な
り
。
す
ぺ
で
の
動
力
は
意
志
な
り
と
云
ふ
ぺ
し
。
太
陽
の
力
に
よ
り
て
分
子
運
動

を
起
し
先
線
と
な
り
熱
と
な
b

地
の
引
力
に
よ
り
て
重
力
回
形
憶
を
錯
す
如
き
、
す
ぺ
て
の
力
は
意

志
な
り
。
意
志
の
運
動
に
よ
り
て
質
現
す
る
客
観
冷
念
即
も
物
象
に
し
て
、
内
的
概
念
即
ち
人
の
心

意
な
り
。
意
志
の
運
動
に
接
す
る
も
の
、
関
係
に
よ
り
て
現
象
す
ぺ
き
介
を
戚
畳
と
す
。
翻
念
と
意

士
山
と
は
同
一
の
心
性
、
相
と
用
と
し
て
、
物
惜
に
は
物
力
あ
る
と
同
じ
〈
、一
恨
の
相
用
な
b
o

戚

畳
な
る
も
の
は
能
と
所
と
は
一
慢
の
雨
方
面
。
分
子
運
動
は
意
志
に
し
て
、
戚
畳
な
る
は
寓
象
に
ゐ

h
J
O

し
か
れ
ば
戚
費
す
る
も
の
と
客
観
の
現
象
と
は
同
一
の
観
念
態
な
り
。



さ
て
こ
、
に
於
て
同
一
の
概
念
態
な
る
主
膿
客
観
に
、
物
的
に
よ
り
て
客
観
的
戚
費
な
り
と
直
視

的
に
戚
守
る
現
象
な
る
t

即
丸
主
視
界
の
主
睡
客
憾
と
し
て
の
戚
畳
と
、
客
観
的
現
象
と
し
て
の
戚

畳
の
ニ
面
ゐ
b
e
O

宗
教
の
客
飽
の
本
質
は
主
観
界
の
封
象
と
し
て
戚
費
弊
を
求
む
。

主
観
客
観
の
現
象
仁
は
封
比
せ
る
こ
面
な
り
。
然
れ
ど
も
根
底
に
い
た
れ
ば
一
慢
な
り
。

一
如
の

賞
糟
よ
り
色
彩
一
音
響
形
態
性
健
等
を
円
以
て
客
観
的
現
象
を
形
成
す
。

玉.

眼

唯
識
に
所
調
る
表
色
と
観
行
成
色
あ
b

。

宇
宙
の
現
象
と
本
質
と
の
雨
面
に
於
て
親
子
ぺ
き
表
象
に
五
種
の
方
面
よ
り
成
所
作
智
の
妙
相
を

観
性
ん
。

一
、
肉
眼
。
一
一
、
天
眼
。
三
、
慧
眼
。
四
、
法
眼
。
玉
、
偽
眼
。

一
、
肉
眼
。
生
理
機
能
。
器
械
的
物
質
分
子
動
の
閥
係
。

四
五
三



四
五
回

ご
、
天
眼
。
一
大
観
念
中
の
共
通
精
神
交
戚
紳
遁
す
。

三
、
慧
眼
。
宇
宙
本
館
を
直
観
し
。
彼
此
一
時
観
。

四
、
法
眼
。
心
霊
界
の
勝
妙
ω
五
塵
を
戚
費
す
。

玉
、
悌
眼
。
前
ニ
眼
を
統
一
し
て
五
根
互
用
。
国
融
無
碍
。

若
し
は
主
観
界
若
し
は
客
観
界
一
切
戚
畳
に
属
す
る
者
は
悉
く
成
所
作
智
の
作
則
な
り
。

一
大
観
念
が
意
志
に
賞
現
せ
ら
る
、
客
観
の
分
子
的
現
象
を
五
塵
と
云
ふ
。
即
L

色
と
墜
と
香
と

味
と
鯛
と
な
り
。
主
観
的
戚
費
を
五
識
と
云
ふ
。
覗
聴
喚
舌
身
識
な
り
。
雨
者
同
一
根
臨
の
現
象
な

る
故
に
、
梼
最
に
地
等
の
七
大
と
五
灘
五
識
十
二
入
十
八
界
一
一
皆
本
如
来
臓
妙
異
如
性
。
臓
性
循

業
随
縁
の
現
象
に
し
て
す
べ
て
の
戚
費
及
所
針
の
援
は
作
智
の
妙
周
な
り
。

肉
眼
等
と
し
て
現
象
せ
る
五
感

肉
眼
等
は
吾
人
の
本
能
に
具
備
せ
る
五
官
を
も
て
物
質
の
五
塵
の
分
子
の
刺
激
仁
よ
り
て
伴
起
す



る
視
聴
等
の
主
観
的
戚
畳
性
なb
o

肉
眼
の
戚
能
は
生
理
的
物
理
的
器
械
的
に
し
て
外
界
の
物
質
分

子
運
動
が
渡
動
を
起
し
て
一
の
刺
激
が
生
理
作
用
を
惹
起
し
紳
経
繊
維
に
よ
り
て
中
極
官
に
停
遣
し

之
に
平
行
せ
る
心
意
過
程
に
於
て
心
理
作
用
を
伴
起
す
。
こ
、
に
於
て
戚
畳
を
庄
一
宇
。
客
観
的
戚
性

は
物
理
的
a
1
ア

Y
の
媒
介
に
よ
b

揮
カ
の
振
動
電
気
等
器
械
的
魅
迫
よ
り
振
動
す
る
分
子
の
運
動

よ

h
v

の
刺
激
と
之
と
平
行
件
起
す
。

物
理
的
器
械
的
の
戚
費
の
説
明
は
唯
表
面
よb
の
設
明
に
で
根
本
的
元
理
は
一
大
心
霊
本
質
の
雨

面
的
現
象
に
て
、
所
調
蔵
性
循
業
随
縁
の
現
象
なh
v
o

物
理
的
器
械
的
生
理
的
器
械
的
な
る
を
以
て
同
一
の
生
理
機
能
に
同
一
の
刺
激
を
奥
ふ
る
時
は
必

然
に
同
一
の
戚
血
買
を
生
今
ぺ
し
。
し
か
れ
ど
も
生
理
的
機
能
は
機
制
の
接
患
の
程
度
に
随
っ
て
必

4
7

し
も
同
一
な
b

・p
・
-
云
ふ
ぺ
か
ら
子
、
下
等
な
生
物
の
戚
能
と
高
等
な
る
人
類
の
戚
能
と
は
鳳
じ
か
ら

ぎ
る
ぺ
し
。

一
大
観
念
が
主
観
と
客
観
と
の
爾
面
に
現
は
る
、
戚
畳
な
れ
E

も
、
吾
人
の
肉
眼
肉
耳
等
は
生
理

四
五
五



肉
五
六

機
給
じ
着
色
鋤
振
せ
ら
れ
た
る
戚
畳
を
以
て
現
在
貧
相
と
謂
へ

b
o

例
へ
ば
青
眼
鏡
か
り
で
物
に
卦

せ
は
高
物
悉
〈
青
色
を
呈
す
る
主
閉
じ
〈
、
吾
人
が
生
理
機
能
な
る
戚
官
は
作
智
の
或
一
面
た
る
戚

血
買
と
云
はF
る
ぺ
か
ら
や
'
o術
進
ん
で
種
々
の
方
面
よb
蹄
納
し
て
宇
宙
に
心
援
の
作
用
を
論
性
ん
。

天
眼
等

の

五

感

天
然
の
即
ち
生
理
機
能
が
物
現
的
賞
在
の
関
係
に
よ
b

て
の
心
理
の
戚
費
を
肉
眼
肉
耳
等
と
し
、

次
に
ま
た
そ
れ
と
異
な
れ
る
戚
費
現
象
あb
之
を
天
眼
天
耳
等
と
云
ふ
。
此
れ
は
能
〈
精
神
鍛
錬
の

結
果
と
し
τ
、
心
意
に
随
っ
て
自
由
に
自
然
界
中
の
遠
隔
せ
る
地
の
事
物
を
肉
眼
に
よ
ら
や
'
じ
て
知

見
す
る
こ
・
と
を
う
。
之
を
紳
遁
と
名
づ
け
り
た
b
o

之
は
精
紳
が
此
彼
戚
臆
心
遁
し
て
知
見
す
る
蕗
な

り
。
こ
れ
に
類
似
せ
る
幻
遁
な
る
も
の
あ
b
o

世
に
催
眠
術
と
云
ふ
此
幻
遁
に
よ
り
て
験
す
る
も
、

術
者
は
被
術
者
ι
暗
示
す
る
に
千
里
の
彼
慮
の
景
勢
を
以
て
せ
ば
、
被
術
者
は
現
に
之
を
幻
畳
に
よ

。
て
明
か
に
見
る
。
ま
た
水
を
以
て
こ
れ
は
氷
な
り
と
示
せ
ば
会
〈
氷
な
b
t

戚
費
を
生
じ
織
を
以



て
こ
れ
は
熱
畿
な
h

と
示
せ
ば
、
忽
ち
熱
の
戚
売
を
生
じ
て
皮
膚
を
焼
〈
が
知
き
、
幻
覚
中
の
種
々

の
戚
賓
の
如
き
も
、
之
を
戚
畳
せ
る
被
術
者
に
取
っ
て
は
、
こ
の
幻
覚
は
会
〈
賞
在
な
り
。
現
夜
費

醒
者
が
現
在
界
を
見
聞
す
る
と
異
る
こ
と
な
し
。

こ
れ
ら
は
い
か
に
し
て
こ
れ
を
可
能
せ
し
と
な
ら
ば
、
物
理
的
の
み
に
て
は
解
穆
し
能
は
ぎ
る
ぺ

し
。
悌
敬
に
於
て
天
眼
天
耳
佑
心
の
如
き
、
居
な
が
ら
に
し
て
千
里
の
地
を
見
聞
し
ま
た
佑
人
の
心

事
を
如
貨
に
護
得
る
如
き
、
其
ら
の
元
理
は
彼
と
我
と
の
個
々
は
現
象
の
上
に
於
て
は
会
〈
別
冷
な

る
も
、
形
而
上
の
根
底
に
於
て
は
同
一
の
概
念
を
以
て
彼
我
の
観
念
と
し
、一
犬
心
性
中
の
個
冷
な
・

れ
ば
、
彼
此
交
戚
紳
逸
し
て
、
こ
の
戚
且
買
を
可
能
な
ら
し
む
る
と
云
ふ
外
に
解
棒
な
か
る
ぺ
し
。

ζ

、
に
於
て
吾
人
は
想
ふ
。
賀
行
理
性
の
道
徳
意
志
に
も
天
然
素
朴
の
人
は
自
然
の
因
果
に
規
定

せ
ら
れ
た
る
の
外
に
道
穣
上
の
意
志
自
由
を
え
中
。
然
る
に
道
徳
的
意
志
健
全
に
成
熟
し
た
ら
ん
に

は
、
意
志
の
自
由
を
う
る
と
同
じ
f

、
認
識
に
も
自
然
の
素
朴
な
る
人
は
自
然
の
物
在
を
戚
畳
す
る

外
に
知
覚
な
〈
自
然
に
規
匙
す
る
外
に
自
由
な
き
も
の
な
り
。
進
徳
修
練
に
よ
り
て
道
徳
自
由
意
志

四
五
七
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を
う
る
と
云
ふ
ぺ
〈
、
精
神
練
峰
の
結
果
は
自
然
を
超
え
て
自
由
に
鳳
貸
す
。
天
然
素
朴
な
る
も
の

は
自
然
に
産
出
し
た
る
嬰
児
に
し
て
自
然
規
定
の
外
に
自
由
を
え
歩
。
物
的
賓
在
の
外
に
戚
畳
の
境

界
あ
る
こ
と
な
き
の
み
。

準
み
て
天
眼
等
に
髄
達
す
る
人
は
自
然
に
規
定
せ
る
天
則
の
理
性
と
自
己
.
の
心
性
之
は
同
一
本
質

な
れ
ば
、
自
己
の
意
志
と
自
然
の
意
志
と
一
睡
。
自
然
界
に
戚
畳
物
を
規
定
す
る
意
力
の
如
〈
に
、

自
己
の
意
力
を
以
て
自
然
と
同
一
の
働
き
を
な
す
。
故
に
或
度
ま
で
は
意
志
の
自
由
を
得
。

肉
眼
等
に
よ
A
V

て
物
的
賃
在
を
戚
費
す
る
は
自
然
に
規
定
せ
ら
れ
た
る
機
制
的
戚
能
、
実
眼
等
は

自
然
主
一
致
し
た
る
心
が
自
由
な
る
戚
費
な
り
。

肉
眼
は
す
ぺ
定
の
普
遁
的
要
用
な
る
も
の
、
之
れ
ち
本
生
理
機
闘
と
し
て
後
遺
し
た
る
も
の
な
れ

ば
生
理
上
に
は
敏
〈
ぺ
か
ら
子
。
然
れE
込
宗
教
は
準
み
で
最
高
等
な
る
心
霊
的
生
活
を
以
て
目
的

と
す
る
故
に
、
肉
眼
の
接
遣
は
勿
論
な
れE
色
、
進
ん
で
心
眼
の
範
園
を
開
殺
し
て
、
宇
宙
の
本
質

な
る
一
大
観
念
界
に
戚
費
心
象
を
接
見
せg
る
ぺ
か
ら
や
'
o



一
切
の
戚
舞
は
知
家
作
智
の
用
相
と
す
。

宗
教
よ
b
云
は
伸
、
肉
眼
及
肉
眼
に
掛
す
る
現
象
の
戚
費
は
方
便
と

L
て
は
需
要
あ
る
も
、
宗
教
生

活
の
目
的
と
し
て
は
慧
眼
等
の
範
囲
にλ
b
て
絶
卦
依
踊
の
位
置t
自
由
の
安
立
慮
を
接
見
す
る
・
』

t
c
を
の
ぺ
ん
。

慧
眼
に
よ
り
て
議
明

天
眼
に
よ
れ
ば
、
戚
受
は
本
一
大
観
念
が
意
志
に
よ
b

て
寅
現
す
る
分
子
運
動
と
、
之
に
相
臆
す

る
主
観
的
観
念
と
の
戚
臆
作
用
に
よb
て
、
個
人
の
威
費
作
用
と
賞
現
す
る
も
の
な
れ
ば
、一
大
観

念
中
の
我
と
彼
な
れ
ば
、
彼
此
戚
醸
し
て
、
此
に
在
っ
て
肉
眼
を
用
ゐ
守
し
て
彼
慮
の
境
界
を
見
聞

す
る
こ
と
を
得
。

失
に
慧
眼
と
は
、
自
然
界
の
事
物
の
戚
先
に
あ
ら
浄
し
て
、
超
成
費
の
宇
宙
賓
館
本
質
を
直
視
し
、

能
観
所
観
の
聞
係
に
よb
て
吾
人
の
観
念
と
宇
宙
の
本
質
と
は
致
一
な
る
こ
と
を
寵
す
。

問
主
丸
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賓
飽
は
絶
封
無
規
定
な
る
こ
と
、

本
質
は
非
物
質
な
る
こ
t
o

高
有
中
に
存
在
し
て
無
碍
直
観
的
な
る
こ
と
。
宗
教
客
健
と
す
べ
き

資
格
。

宗
敬
は
相
待
規
定
な
る
生
滅
世
界
を
超
え
て
絶
針
永
恒
不
襲
の
本
質
を
求
む
。
相
待
な
る
も
の
は

約
束
に
随
っ
て
轄
鐙
す
。
然
る
に
慧
眼
に
よ
り
て
直
観
す
ぺ
き
貫
憾
は
絶
針
的
大
観
念
態
。

時
間
昼
間
の
因
果
律
に
し
た
が
っ
て
現
今
る
蕗
の
天
然
の
戚
費
を
超
え
、
ま
た
寓
象
の
連
鎖
的
設

話
的
を
超
え
て
、
純
粋
な
る
形
式
直
観
な
る
は
一
大
観
念
態
、
十
方
綱
然
と
し
て
虚
徹
、
霊
謡
、
非

肉
、
非
外
、
非
中
問
、
離
一
切
差
別
、
絶
封
唯
一
、
智
慧
光
明
二
切
用
相
営
離
れ
た
る
自
性
天
異
。

若
し
之
を
精
心
態
一
周
相
を
以
て
表
明
せ
ば
然
ら
ん
。

慧
限
に
は
龍
観
と
所
翻
と
な
〈
、
本
来
一
館
、
自
己
の
直
観
同
-
本
性
の
故
に
、
針
象
の
現
守
ぺ

き
な
し
。
故
に
知
る
全
然
本
質
致
一
な
る
こ
と
を
。

絶

霊場

無

規



慧
眼
に
よ
り
て
一
大
観
念
に
一
致
し
異
境
現
前
す
る
時
、
所
艶
の
戚
提
携
絶
し
、
擾
冷
た
る
寓
物

紛
々
た
る
塵
累
は
夢
幻
電
影
の
如
〈
消
滅
し
、
戯
論
の
夢
さ
め
て
、一
切
の
約
束
を
脆
し
て
絶
艶
無

規
の
新
天
地
を
礎
見
す
。

i時

碍

意
阪
に
よ
り
て
得
た
る
一
大
観
念
態
は
無
碍
な
り
。
擾
々
た
る
寓
物
は
森
然
た
る
色
、
絶
齢
制
な
る

一
大
観
念
界
に
障
る
も
の
な
し
。
肉
眼
を
以
て
戚
守
れ
ば
高
象
宛
然
た
り
。
慧
眼
を
以
て
観
守
れ
ば

絶
齢
制
な
り
。

寄
人
は
慧
眼
に
よ
b

て
賓
相
を
直
観
し
、
こ
れ
に
劃
し
て
知
る
、
肉
眼
の
映
予
る
慮
の
生
滅
轄
麓

一
大
観
念
党
明
徹
照
し
て
無
碍
なb
o

の
相
は
、
意
力
に
運
轄
せ
ら
る
、
影
現
の
或
方
面
た
る
こ
と
を
。

古
哲
が
凡
夫
の
夜
と
す
る
蕗
は
、
事
人
の
重
な
る
こ
と
を
。

慧
眼
に
よ
り
て
宗
敬
絶
艶
依
属
す
ぺ
き
異
鑑
真
正
の
宇
宙
を
接
見
せ
・9
0

吾
人
の
慧
眼
は
金
〈
如

旗
本
質
な
る
一
犬
蜘
概
念
の
一
分
な
る
こ
と
を
知
、

9

、
之
と
聯
絡
せ
る
も
の
と
観
巷
b
o

こ
、
に
於
て

回
，、
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畢
寛
依
止
の
安
立
地
を
得
た
る
も
、
い
か
に
絶
針
無
限
な
る
も
一
大
概
念
界
に
し
て
、
豊
能
な
る
内

容
ま
た
微
妙
至
美
な
る
五
塵
の
戚
賓
の
存
在
す
る
な
〈
ん
ば
、
如
来
に
劃
す
る
要
求
と
し
て
霊
的
生

活
の
内
容
を
満
足
す
る
・
こ
と
能
は
歩
。

き
れ
ば
と
て
曾
て
凡
夫
の
遊
ぶ
慮
の
夜
の
世
界
と
し
て
捨
て
た
る
戚
魔
を
以
て
、
宗
教
意
識
は
之

を
以
て
甘
受
す
る
に
足
ら
歩
。
如
来
は
い
か
な
る
戚
費
の
賦
態
を
以
て
、
吾
人
の
心
霊
に
快
戚
を
典

ム
ペ
き
や
。

法
眼
に
詮
明
す
べ
3

作
智
の
相

慧
眼
は
知
来
の
本
然
の
自
性
を
異
観
す
。
能
所
一
種
、
絶
封
的
直
観
的
一
固
相
を
以
て
表
明
す
ぺ

し
。

是
如
来
の
一
切
の
相
と
用
を
除
き
た
る
一
如
の
本
性
を
直
観
し
た
る
ち
の
と
す
。

吾
人
は
慧
眼
を
以
て
宇
宙
の
本
質
を
直
観
す
る
時
に
は
、
時
間
昼
間
物
質
的
因
果
的
の
一
切
の
肉



眼
的
戚
畳
を
超
え
て
直
観
す
る
時
は
、
宇
宙
は
絶
艶
無
限
に
し
て
唯
金
一
躍
一
大
観
念
界
の
み
な
る

を
観
歩
。

慧
眼
を
以
て
直
視
す
る
時
は
肉
眼
所
針
の
威
悉
〈
揖
絶
す
。
擾
々
た
る
紛
々
た
る
高
物
は
夢
幻
抱

電
の
如
し
。
吾
人
に
絶
劃
観
念
の
露
現
し
た
る
と
き
は
、
戯
諭
の
争
ひ
畳
醒
し
て
、一
切
の
約
束
を

腕
し
て
超
然
主
絶
封
無
墨
碍
の
天
地
に
透
入
せb
。
斯
る
無
限
の
精
神
界
を
知
ら
で
束
縛
の
夢
中
に

才
み
し
昔
を
お
も
ふ
。

之
れ
吾
人
が
相
待
規
定
昼
間
に
時
間
に
因
果
に
約
束
せ
ら
れ
た
る
、
生
滅
襲
易
の
妄
界
を
出
て
、

絶
齢
制
無
規
の
無
限
の
霊
界
あ
る
こ
と
を
知
る
。

慧
眼
に
よ
る
聾
明
。
絶
封
本
質
に
劃
す
る
直
畳
。
直
観
の
封
象
な
る
絶
艶
的
観
念
態
。

肉
眼
に
劃
す
る
如
き
時
間
昼
間
の
因
果
律
に
し
花
が
っ
て
現
守
る
慮
の
天
然
物
物
象
を
超
え1
冥

想
直
観
は
一
の
観
念
態
な
り
。

寝
象
の
連
績
的
説
話
的
を
超
え
て
、一
切
の
物
質
的
戚
畳
を
超
え
、
宇
宙
本
質
に
劃
す
る
直
視
な

周
，、
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す
ぺ
て
の
相
待
因
果
の
高
物
を
超
え
、
純
粋
な
る
形
式
、一
物
る
あ
る
な
し
、
絶
封
観
念
態
の

み
。
十
方
洞
然
主
し
て
虚
徹
霊
通
、
非
内
非
外
非
中
問
、
離
一
切
差
別
。
宇
宙
金
惜
を
壷
し
て
一
韓

観
に
達
す
れ
ば
、
主
観
客
観
の
差
別
亡
じ
、
絶
動
的
唯
一
の
智
慧
先
明
態
の
み
な
り
。
彼
も
な
〈
此

も
な
〈
、
能
所
致
-
、
絶
封
無
規
、
本
来
一
館
。

一
切
の
用
相
を
離
れ
た
る
自
性
天
真
に
劃
す
る
直
観
な
り
。

慧
眼
の
鐙
明
す
る
世
胞
を
以
て
観
れ
ば
、
如
来
の
本
質
内
容
は
絶
艶
平
等
大
智
慧
克
明
の
み
。
賞
は

超
絶
無
寄
、
言
語
道
断
の
慮
、
是
一
切
の
内
容
を
悉
〈
除
き
た
る
純
粋
な
る
形
式
直
視
な
り
。

作
智
と
は
本
来
自
然
無
作
の
作
智
、
是
本
質
自
性
一
切
の
用
相
を
離
れ
た
り
。

実
に
作
智
の
用
を
顧
す
。
接
眼
と
及
び
其
針
象
と
なhリ
0

法
眼
乃
至
法
身
と
及
び
法
塵

法
恨
の
封
象
を
絵
界
主
名
づ
〈
。
作
智
の
主
観
の
方
面
な
る
接
眼
法
耳
乃
至
法
身
を
縛
る
時
は
、



慧
眼
に
於
て
直
観
せ
る
無
碍
の
観
念
界
中
に
、
作
智
の
抄
用
不
可
思
議
の
用
相
と
し
て
、
霊
的
戚
費

顕
現
す
。

浮
教
に
設
〈
慮
の
微
妙
の
症
巌
、
主
美
の
事
相
。
衆
賓
般
飾
、
侠
廓
暁
蕩
と
し
て
限
極
す
ぺ
か
ら

守
、
悉
〈
相
雑
胸
し
轄
相
入
間
せ
り
。
光
赫
焼
耀
と
し
て
微
妙
奇
麗
な
り
。
清
津
の
荘
巌
十
方
一
切

世
界
に
超
総
せ
り
。
衆
賓
の
中
の
精
な
る
も
の
な
b
o

乃
至
法
耳
に
は
常
に
自
然
微
妙
の
法
一
官
を
き
、
、
法
鼻
に
は
穫
郁
た
る
妙
香
を
嘆
夕
、
法
舌
に
は

法
喜
雄
慌
の
霊
昧
に
飽
き
、
法
身
情
需
に
し
て
形
な
き
が
如
〈
、
即
も
虚
無
の
身
無
極
の
館
。

本
来
吾
人
は
肉
眼
を
以
て
之
に
相
謄
せ
る
物
質
分
子
運
動
の
交
渉
に
よ
り
て
自
然
界
を
見
聞
す
。

作
智
は
本
来
如
来
の
法
界
に
周
偏
す
る
用
相
に
し
あ
れ
ば
、
慧
眼
に
は
、
之
れ
に
相
臆
し
一
切
盛
と

し
て
一
大
観
念
態
の
み
。
法
眼
を
以
て
観
守
る
時
は
、
慮
と
し
て
歪
美
清
帯
の
荘
厳
な
ら
F
る
な
し
。

接
眼
乃
至
法
身
の
封
象
と
す
る
所
の
法
界
自
然
微
妙
の
荘
厳
は
、
色
に
非
守
非
色
に
非
子
、
戚
費

心
象
是
如
来
不
可
思
議
業
の
用
相
な
り
。

聞
大
豆
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若
し
如
来
の
用
を
離
る
、
時
は
一
一
切
の
戚
畳
な
し
。
然
れ

E

も
本
質
あ
る
慮
必
今
用
ゐ
b
o
如
来

の
智
相
は
周
逼
の
故
に
、
一
切
色
相
も
ま
た
現
守
F
る
慮
な
し
。
起
信
論
に
、
諸
傭
自
然
の
業
あb

て
能
〈
一
切
慮
に
周
遁
せ
ば
、
世
間
の
人
多
〈
見
る
こ
と
能
は
ぎ
る
や
、
の
聞
に
答
へ
て
目
〈
、
如

療
法
身
平
等
に
一
切
慮
に
逼
し
、
作
意
あ
る
こ
と
無
し
、
故
に
自
然
之
設
〈
。
但
し
衆
生
の
心
に
依

b

て
現
歩
。
衆
生
心
は
猶
し
鏡
の
如
し
、
鏡
若
し
垢
あ
れ
ば
色
像
現
守
守
、
是
の
如
し
、
衆
生
の
心

に
若
し
垢
あ
れ
ば
法
身
現
品v
g
る
故
に
。

是
如
来
作
智
の
妙
朋
周
遁
し
衆
生
の
之
に
相
臆
せ
る
法
眼
開
〈
慮
に
顕
現
す
る
こ
と
を
別
し
ぬ
。

吾
人
は
法
眼
に
よ
り
て
知
b

ぬ
、
如
来
の
智
相
は
一
切
慮
に
本
来
周
逼
し
、
慮
と
し
て
清
津
法
界

な
ら
ぎ
る
な
し
、
但
衆
生
の
心
垢
に
よ
り
て
観
余
る
こ
之
能
は
ぎ
る
を
。

偽
眼
乃
至
偽
身
に
よ
り
て
詮
明
す
べ
き
偽
界

備
眼
等
は
本
来
如
来
の
作
智
之
金
然
一
致
し
た
る
慮
、
悌
眼
を
以
て
法
界
を
観
4
7る
時
は
、
見
聞



鯛
と
し
て
働
界
な
ら
g
る
な
し
。
宇
宙
本
来
如
来
蓮
華
離
界
ま
た
常
寂
先
土
な
A
V
O

働
眼
は
慧
眼
と
法
眼
と
を
統
一
し
隻
照
す
る
が
故
に
、
常
寂
先ω
大
智
慧
界
中
に
、
衆
賓
荘
般
の

事
相
を
現
じ
、
理
事
無
碍
な
る
t

共
に
、
重
々
無
謹
の
抄
用
あ
b
o

即
ち
一
塵
の
中
に
謹
十
方
界
を

観
じ
、
一
塵
の
如
4

一
切
塵
々
ま
た
一
切
悌
土
を
見
る
等
。
傭
眼
は
五
根
互
用
、
固
融
無
碍
、
偽
眼

は
法
界
を
聾
し
て
眼
と
し
、
ま
た
働
耳
と
し
五
根
互
用
、
闇
融
無
碍
。

十
方
法
界
一
々
塵
一
冷
芥
子
に
も
十
方
依
正
を
現
じ
、
如
来
常
恒
に
説
法
し
衆
生
を
敬
化
す
。

一
一
切
高
物
の
中
に
一
切
の
色
聾
香
味
鯛
の
所
現
と
し
て
、
作
智
の
妙
用
な
ら
g
る
は
な
し
。
ま
た

一
切
諸
悌
の
眼
耳
鼻
舌
身
と
し
て
作
智
の
内
面
顕
現
な
らF
る
は
な
し
。

宇
宙
本
如
来
の
賞
億
中
に
於
て
、
衆
生
は
白
か
ら
本
畳
を
失
ふ
て
妄
に
向
ひ
、
白
か
ら
妄
境
界
を

認
め
て
宇
宙
の
貧
相
と
謂
へ
b
o

法
華
経
に
日
〈
「
如
来
如
賞
知
見
三
界
之
相
、
無
有
生
死
、
若
退

者
出
、
亦
無
在
世
友
滅
度
者
、
非
賓
非
慮
非
如
非
異
、
不
如
三
界
見
於
三
界
‘
如
斯
之
事
如
来
明
見
、

無
有
錯
謬
。
」

四
六
七
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叉
維
摩
艇
の
意
に
回
〈
、
寸
其
心
需
に
隠
っ
て
悌
土
津
し
」
と
。

舎
利
弗
疑
て
日
〈
、
吾
悌
世
掌
の
土
何
が
故
に
ぞ
斯
の
刻
〈
不
浮
な
る
や
。
吾
此
土
を
見
る
に
丘

陵
、
庇
扶
、
剤
議
、
砂
磯
、
土
石
等
諸
の
積
悪
充
満
せ
り
と
。
時
に
発
玉
あb
て
合
利
弗
に
謂
っ
て

日
〈
、
投
是
の
言
を
な
す
な
か
れ
。
そ
は
但
設
が
白
か
ら
積
悪
の
園
土
を
戚
中
る
の
み
。
若
し
按
凡

眼
を
捨
て
備
慧
の
眼
を
以
て
見
る
時
は
、
必
子
清
滞
闘
士
を
見
む
こ
と
を
得
む
t

。
時
に
傭
陀
が
足

指
を
以
て
地
に
安
く
に
、
即
時
に
三
千
界
若
干
百
千
珍
賓
を
以
て
巌
飾
せ
る
こ
と
、
普
へ
ば
賓
嘉
最

備
の
無
量
症
巌
等
の
如
し
と
。
時
に
傭
陀
合
利
弗
に
告
げ
て
の
た
ま
は
〈
、
設
且
〈
此
仰
土
の
殿
滞

な
る
を
観
る
や
。
舎
利
弗
言
〈
、
唯
然
。
法
律
本
見
F
る
慮
聞
か
ぎ
る
慮
、
今
悌
土
殿
滞
に
し
て
悉

〈
現
守
。
悌
陀
言
は
〈
、
我
悌
土
は
常
に
情
憎
げ
な
る
こ
と
斯
の
如
し
と
。

凡
夫
の
肉
眼
を
以
て
積
悪
の
土
を
戚
費
す
る
慮
に
於
て
傭
陀
は
清
滞
悌
土
を
観
す
。

前
四
眼
を
統
揺
し
最
高
等
に
正
し
く
作
智
ω
本
質
腫
用
と
一
致
せ
る
を
傭
眼
と
云
。



起
信
論
の
不
可
思
議
業
相

五
眼
等
に
劃
す
る
主
観
客
観
の
戚
筆
態
な
る
も
の
は
、
刻
家
作
智
の
爾
面
現
な

b

。
故
に
梼
巌
K

六
慮
十
二
入
十
八
界
悉
〈
如
来
擁
妙
真
如
性
な
h
y
t
。

作
智
の
。

如
来
の
成
所
作
智
は
一
大
観
念
が
、
意
志
に
貫
現
せ
ら
る
、
観
念
態
のn
T子
的
運
動
に
し
て
、
衆

生
の
戚
能
に
膳
じ
て
戚
畳
を
現
す
。
生
理
機
能
の
肉
眼
等
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
に
相
膿
せ
る
物
に
よ
b

て
戚
費
を
生
じ
、
心
眼
を
も
て
直
血
克
す
る
と
き
は
、
心
霊
界
に
善
美
の
五
戚
の
象
を
戚
費
す
る
こ
と

を
得
。

作
智
を
起
債
論
に
は
、
不
可
思
議
業
相
と
名
づ
〈
。
論
に
、
不
可
思
議
業
相
と
は
智
滞
相
に
依
る

を
以
て
、

一
切
勝
抄
境
界h
E作
す
。
所
謂
る
無
量
一
功
徳
の
相
常
に
断
絶
な
し
。
衆
生
の
棋
に
随
っ
て

自
然
に
相
廊
し
、
種
々
に
現
し
て
利
盆
を
縛
し
む
る
故
に
。
強
記
じ
謂
〈
、
来
生
の
震
じ
大
根
の
境

岡
大
丸
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界
と
作
る
が
故
に
。
賓
性
論
に
云
〈
、
如
来
の
身
は
虚
空
の
如
〈
無
相
、
諸
勝
智
者
の
鋳
に
は
、
大

根
の
境
界
と
作
っ
て
微
妙
の
色
を
示
し
、
妙
菅
聾
を
出
し
備
の
戒
香
を
嘆
が
し
め
、
備
の
妙
法
味
を

奥
へ
、
三
昧
の
鯛
を
魔
せ
し
め
、
深
妙
の
法
を
知
ら
し
む
、
故
に
妙
境
界
と
名
づ
〈
。

作
智
は
十
方
一
切
剥
土
友
一
切
の
寓
有
中
、
清
滞
圃
土
不
可
思
議
の
症
巌
の
事
相
を
現
今
。
備
限

友
法
眼
の
戚
4
7る
慮
と
す
。

樟
論
に
回
〈
、
如
来
一
念
遁f
三
世
に
臆
じ
、
所
鷹
無
始
な
る
故
に
能
臆
即
ち
無
始
なhy
。

又
起
信
論
に
臼
〈
、
異
加
の
用
と
は
《
即
作
智
》
自
然
に
不
可
思
議
の
業
種
ι
干
の
用
ゐ
b
o

異
如

と
等
し
〈
一
切
慮
に
遁
す
。
然
れE
も
用
相
の
得
ぺ
き
有
る
こ
と
な
し
。
何
と
な
れ
ば
如
来
は
唯
是

法
身
智
相
の
身
第
一
義
諦
に
し
て
、
世
諦
の
境
界
あ
る
こ
と
な
し
。
故
に
作
意
の
施
作
を
離
る
。
但

衆
生
の
見
聞
に
盆
を
得
せ
し
む
る
に
随
つ
て
の
故
に
、
説
い
て
用
と
す
。
此
用
に
二
種
あbo

一
に
凡
夫
の
錦
に
懸
身
を
現
今
。
凡
夫
は
此
臆
身
を
見
て
、
是
心
作
用
の
所
現
な
る
こ
と
を
知
ら

今
、
金
〈
外
よ
b

来
る
と
見
と
め
て
、
単
に
色
相
の
み
を
見
る
。
是
身
相
本
如
来
智
の
所
現
な
る
を



意
識
せ
ぎ
る
故
な
り
。
ニ
に
菩
薩
の
所
見
を
報
身
と
矯
す
。
身
に
無
量
の
色
あ
り
、
色
に
無
量
の
相

あ
b

、
相
に
無
量
の
好
あ
b

、
所
住
の
依
果
に
亦
無
量
種
々
の
症
巌
あ
b

て
、
示
現
す
る
慮
に
随
つ

て
即
も
謹
あ
る
こ
と
な
し
、
窮
謹
す
ぺ
か
ら
今
、R
7審
の
相
を
離
れ
、
其
所
臆
に
随
っ
て
常
に
能
〈

住
持
し
て
散
せ
歩
失
せ
歩
。

復
次
に
凡
夫
の
所
見
一
は
、
但
其
食
色
な
る
の
み
な
ら
子
、
六
道
共
に
各
其
見
る
慮
の
相
同
じ
か
ら

ゃ
。
種
ι
干
の
異
類
と
現
じ
て
受
禦
の
相
に
あ
ら
歩
、
故
に
臆
身
と
名
づ
〈
。

是
凡
夫
の
肉
眼
は
生
理
機
能
器
械
的
な
る
故
に
、
其
れ
に
臆
じ
て
其
の
相
を
見
る
こ
と
閉
じ
か
ら

今

一
水
四
見
の
例
の
如
し
。

菩
薩
は
此
色
相
は
、
異
如
の
智
相
よ
b

現
じ
た
る
も
の
と
信
知
す
る
が
故
に
、
外
分
は
彼
の
色
相

症
巌
の
事
は
来
も
な
〈
、
去
も
な
〈
、
分
替
を
離
る
、
唯
心
に
依
て
現
じ
て
異
如
を
離
れ
十
。
然
れ

E

も
此
菩
薩
猶
白
か
ら
分
別
し
て
、
未
だ
法
身
の
位
に
入
らg
る
を
以
て
の
故
に
、
彼
此
の
相
を
見

る
。
若
し
静
心
を
う
れ
ば
見
る
慮
微
妙
に
し
て
其
用
も
轄
た
勝
れ
た
り
。
自
信
分
別
を
離
れ
て
、
究

四
七
一
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寛
し
て
彼
此
の
相
な
〈
、
唯
一
の
法
身
と
な
る
。

菩
薩
は
法
眼
b
z以
て
報
身
を
見
る
。
法
眼
の
封
象
は
報
身
即
も
法
の
身
に
し
て
、
物
質
的
色
象
に

あ
ら
や
，
。
故
に
質
碍
的
可
割
的
に
あ
ら
歩
。
法
眼
の
主
観
が
向
上
す
る
に
随
っ
て
、
調
象
の
客
睡
も

ま
た
靖
勝
す
。
能
観
に
随
っ
て
所
視
の
色
相
を
見
る
。
是
如
来
作
智
が
客
髄
と
し
て
示
現
し
た
る
も

の
な
り
。
若
し
静
心
を
得
て
彼
此
の
相
な
き
は
慧
眼ω
所
見
な
h
v
o
慧
眼
は
主
客
本
同
一
本
質
の
用

相
を
離
れ
た
る
相
な
る
が
故
に
。

叉
一
軍
〈
、
問
目
、
若
諸
仰
の
捨
身
。
色
相
を
離
る
れ
ば
、
一
冨
何
が
能
〈
色
相
を
現
守
る
。
答
目
、

即
も
此
怯
身
赴
色
の
健
な
る
故
に
、
能
〈
色
を
現
歩
。
謂
ゆ
る
本
よb
巳
寒
色
心
不
こ
な
L
Y
Q

色
性

即
も
智
な
る
を
以
て
の
故
に
、
色
鱒
無
形
口
説
い
て
智
身
と
名
〈
。
智
性
即
も
色
な
る
を
以
て
の
故

に
、
誘
い
て
捨
身
一
切
慮
に
遁
守
主
名
づ
〈
。
所
現
の
色
分
審
あ
る
こ
と
な
し
。
心
ロ
随
っ
て
能
〈

十
方
世
界
無
量
の
菩
薩
、
無
量
報
身
、
無
量
の
症
般
を
示
す
。
各
々
差
別
皆
分
替
な
し
。
而
も
相
妨

げ
4
7
0此
心
識
分
別
の
能
〈
知
る
所
に
非
歩
。
真
如
自
在
の
用
の
義
江
る
を
以
て
の
故
に
。



密
に
聾
字
賞
相
義

五
大
皆
有
響
、
十
界
具
言
語
、
六
塵
悉
文
字
、
法
身
是
賞
相
。

五
犬
は
聾
の
本
瞳
、
音
響
則
用
な
h
o

十
界
所
有
言
語
皆
島
に
由
っ
て
起
る
。
聾
文
ゐ
h
o
-
音
韻

曲
屈
な
り
。
文
字
の
九
界
は
妄
、
働
界
の
文
字
は
異
質
な
り
。
六
塵
と
は
色
韓
香
味
鯛
な
h
o

色
塵

の
文
字
と
は
頴
形
等
の
色
内
外
依
正
に
具
す
。
一
一
撤
色
と
は
五
大
色
、
黄
白
赤
黒
青
、
形
色
と
は
謂

る
長
短
、
食
細
、
正
不
正
、
高
下
是
な
り
。
又
方
圏
三
角
半
月
等
。
三
に
表
色
と
は
謂
る
取
捨
、
屈

申
、
行
住
坐
臥
是
。
叉
業
用
錦
作
轄
動
差
別
を
一
冨
ふ
。
是
ら
の
三
種
色
は
是
眼
所
行
境
界
。
又
意
識

の
境
界
、
如
是
差
別
は
是
文
字
な
b
o

五
大
と
種
子
の
色
衰
の
諸
法
を
設
〈
。
問
一
切
諸
法
の
生
は
自
積
よ
b

起
す
。
一
宮
何
ぞ
、
諸
の
大

種
能
〈
所
造
色
を
生
や'
k

設
〈
。
云
何
か
遺
色
彼
に
依
ち
て
建
立
せ
ら
れ
ま
た
任
持
せ
ら
れ
、
長
養

せ
ら
る
や
。
答
て
、
一
切
内
外
の
大
種
と
所
準
色
の
種
子
と
は
、
皆
内
の
相
績
心
に
依
付
す
。
乃
至

四
七
三
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諸
大
の
種
子
ま
た
諸
大
を
生
せ
ぎ
る
に
、
造
色
種
子
(

)
遺
色
を
生
守
る
こ
と
能
は
ぎ
る
に
由
て

彼
生
し
て
前
導
と
な
る
故
に
、
此
道
理
に
由
っ
て
、
諸
の
大
種
は
彼
の
生
固
と
鋳
る
と
設
〈
o
云
何

が
遺
色
彼
に
繰
る
や
。
造
色
生
じ
巴
っ
て
大
種
の
蕗
を
離
れ
す
し
て
、
轄4
7る
に
由
る
が
故
に
。
云

何
か
彼
に
建
立
せ
ら
る
、
大
種
損
益
す
れ
ば
彼
同
じ
〈
安
危
す
る
に
由
る
が
故
に
。
云
何
が
彼
に
任

持
せ
ら
る
、
大
種
に
随
っ
て
等
量
に
し
て
壊
せ
F
る
に
由
る
が
故
に
o
云
何
が
長
養
せ
ら
る
。
飲
食

睡
眠
修
習
先
行
三
摩
地
に
因
っ
て
、
彼
に
依
っ
て
造
色
復
盆
増
長
す
る
に
由
る
が
故
に
、
大
種
を
被

が
長
養
の
固
と
詑
〈
o

是
の
如
〈
諸
の
大
種
を
所
遺
色
に
望
む
に
五
種
の
作
用
ゐh
o

復
次
に
、
色
棄
の
中
に
於
て
曾
て
極
微
生
な
し
。
若
し
自
種
よ

b

生
4
7る
持
に
唯
来
集
し
て
生
子
。

或
は
細
或
は
中
或
は
犬
、
叉
極
徴
集
っ
て
色
豪
成
す
る
に
非
令
や
。
但
舞
慧
仁
由
て
諸
色
守
分
析
し
、

極
量
遁
際
を
弁
別
し
、
般
立
し
て
以
て
極
微
と
す
。
又
色
棄
に
方
分
あ
ら
ば
極
微
ち
亦
方
舟
あ
る
べ

し
。
然
る
に
色
棄
に
は
分
あ
b

、
極
微
に
非
歩
、
何
を
以
て
の
故
に
、
極
微
即
是
分
な
る
に
由
っ
て

此
是
楽
色
の
所
有
な
り
。
極
微
に
非
や
復
飴
の
極
微
あ
ら
ん
、
是
故
に
極
微
に
は
品
川
相
あ
る
に
非
歩
。



又
不
相
難
に
二
種
あ
り
。
一
に
同
慮
不
相
離
、
謂
〈
大
種
の
極
微
と
色
香
味
鯛
等
と
無
根
の
慮
に
於

4
1離
根
の
者
あ
ち
。
有
根
の
慮
に
於
て
根
の
者
あb
。

有
根
の
虞
に
有
根
の
者
ゐA
V
O・
是
を
同
蕗

不
相
難
と
名
〈
。
ニ
に
和
維
不
相
離
。
謂
即
此
大
種
極
微
と
飴
豪
集
の
能
造
所
遣
の
色
庭
倶
な
る
が

故
に
、
是
を
和
雑
不
相
離
と
一
宮
ふ
。
又
此
遁
満
豪
色
は
臆
に
知
る
ぺ
し
、
種
々
物
を
石
を
以
て
磨
し

て
末
と
な
し
、
水
を
以
て
和
合
し
、
互
に
相
離
れF
る
が
如
し
。
乃
至
又
諸
の
色
豪
の
中
に
於
て
、

略
し
て
十
四
種
の
事
あb
o

謂
〈
地
水
火
風
色
聾
香
味
燭
及
び
眼
等
五
根
な
b

。
唯
意
所
行
色
を
除

。

十
界
依
正
色
差
別

内
外
依
正
具
と
は
此
に
三
あ
り
。

色
非
z
定
内
色
「
外
色
非
-
-
定
外
色
「
互
錦
=
依
正
「
言
内
色
と
言
ふ
は
有
情
、
外
色
と
は
器
界
。
経
云

一
に
内
色
具
顕
形
等
三
。
ニ

明
外
色
亦
具
三
色
。
=
一
明
内

傭
身
不
思
議
、
闘
士
悉
在
中
。
又
一
毛
に
多
剃
海
を
示
現
す
。一
・
々
毛
現
守
る
こ
之
悉
亦
如
是
、
普

同
於
法
昇
。
又
一
毛
孔
内
難
思
の
剥
あ
b

等
。
微
塵
数
種
冷
住
一
一
一
皆
有
遁
照
章
、
在
衆
曾
中
、
宜

四
七
五



四
七
六

妙
法
、
於
一
塵
中
犬
小
剥
、
種
々
差
別
、
知
崖
敷
一
切
園
士
、
所
有
塵
、

一
一
塵
中
悌
皆
入
。

今
此
ら
の
文
に
依
て
明
に
知
ん
ぬ
、
伸
身
及
衆
生
身
大
小
重
々
或
は
虚
空
法
界
を
以
て
身
量
と
峰
崎

し
、
乃
至
一
切
大
小
の
身
土
互
に
内
外
と
な
り
、
互
に
依
正
之
錯
り
、
此
内
外
依
正
の
中
に
必

A
V頴

形
表
色
を
具
す
。
故
に
内
外
依
正
具
と
云
。

密
家
に
は
法
爾
随
縁
の
二
義
あ
り
。
地
水
火
風
色
聾
香
味
鯛
及
び
眼
耳
等
の
五
根
は
、
是
桂
樹
、

即
も
天
則
に
し
て
、
こ
の
五
根
五
境
本
法
性
法
然
の
徳
な
れ
ば
、
衆
生
業
遁
に
由
っ
て
随
縁
の
差
別

あ
ち
。
眼
根
の
色
塵
を
視
る
に
、
天
則
に
罪
垢
あ
る
こ
と
な
し
。
衆
生
随
縁
の
煩
悩
ニ
の
色
塵
の
錦

に
罪
を
造
る
。

密
に
は
法
爾
随
維
の
作
智
あ
り

法
爾
と
は
怯
働
如
来
自
性
の
境
界
、
一
切
の
五
妙
境
界
、
法
然
の
所
成
、
即
法
備
の
依
疋
是
な
b
o

大
日
経
に
、
大
日
世
掌
等
至
三
味
に
於
て
、
即
時
諸
備
闘
土
地
卒
な
る
こ
と
掌
の
如
く
、
五
賓
間
錯

レ
、
八
功
徳
水
芥
護
盈
満
せ
り
。
無
量
衆
鳥
鴛
驚
驚
鵠
和
雅
の
-
菅
を
出
す
。
時
華
雑
樹
敷
柴
、
間
列



無
帝
一
楽
器
、
自
然
に
韻
に
譜
ひ
其
聾
微
妙
に
し
て
、
人
聞

4
9
】
幾
ふ
所
なb
o

無
量
菩
躍
、
随
踊
所

戚
、
宮
室
殿
堂
意
生
の
座
あ
り
。
如
家
信
解
願
力
所
生
な
り
。
法
界
標
蛾
の
大
蓮
華
王
を
出
現
し
て
、

如
来
法
界
性
身
其
中
に
安
住
せh
y

と
。
此
文
に
は
何
の
義
を
額
す
や
。
謂
〈
有
二
義
。一
に
は
怯
悌

法
爾
の
身
、
之
を
明
す
。
謂
〈
法
界
性
身
怯
界
標
臓
の
故
に
。
二
、
随
綾
瀬
現
を
明
す
。
韻
く
菩
薩

随
編
所
蔵
と
。
及
如
来
信
解
願
力
所
生
の
故
に
、
謂
〈
大
日
掌
と
は
大
ピ
y
u
vヤ
ナ
偽
是
、
乃
件
出
身

如
来
な
b
o

法
身
の
依
正
は
剣
法
爾
所
成
の
故
に
法
然
有
と
日
ふ
。
若
謂
、
報
備
を
亦
大
日
縁
故
、

回
二
信
解
力
所
生
叶
又
一
去
、
時
披
如
京
一
支
分
無
障カ
従
十
智
力
信
解
所
生
無
量
形
色
症
般
の
相
は

報
悌
の
身
土
を
倒
す
。
若
謂
、
際
化
悌
大
日
掌
と
名
〈
O

臆
化
光
明
普
照
法
界
故
縛
此
名
。
或
名
側
梓

迦
、
無
数
劫
に
六
度
の
功
徳
に
費
長
せ
ら
る
、
身
、
此
に
は
態
化
梯
の
行
願
の
身
土
を
明
す
。
若
は

謂
〈
、
等
流
身
を
亦
大
目
骨
格
主
名
づ
〈
O

分
に
此
義
あ
る
が
故
に
。
経
に
即
時
出
現t
日
ふ
o

此
文

は
等
涜
身
の
暫
現
遮
隠
を
明
す
。
身
己
に
有h
v
、
士
堂
無
か
ら
ん
。
此
は
等
流
身
の
身
及
び
土
を
明

す
。
上
所
設
依
亙
の
土
は
並
に
四
種
身
に
遁
令
。
若
し
竪
の
義
に
約
せ
ば
、
大
小
企
細
あ

b
o

若
し

間
四
七
七



四
七
八

横
の
義
に
よ
ら
ば
、
平
等
々
々
に
し
て
一
如
是
身
友
土
並
法
爾
随
縁
の
二
義
ゐ

b

。
故
に
法
然
随
縁

有
と
日
ふ
。
如
是
諸
色
は
皆
悉
〈
三
種
色
を
具
し
、
互
に
依
正
之
震
る
。
此
は
働
謹
に
約
し
て
割
押
す
。

若
し
衆
生
に
約
し
て
標
せ
ば
、
若
し
は
衆
生
亦
本
畳
法
身
ゐ
b
o

備
と
平
等
。
此
身
此
土
は
法
然

有
而
己
。
三
界
六
道
の
身
及
土
は
業
に
随
っ
て
有
な
り
。
是
衆
生
随
縁
と
名
づ
〈
。
又
経
云
、
彼
衆

生
界
を
染
る
に
法
界
の
味
を
以
て
す
。
即
も
色
の
義
な
b

。
如
加
沙
味
此
亦
法
然
色
を
明
す
。
是
の

如
〈
内
外
の
諸
の
色
、
愚
に
於
て
は
毒
主
矯b
智
に
於
て
薬
と
震
る
。
故
に
能
迷
亦
能
悟
と
日
ふ
。

是
の
如
〈
法
爾
随
縁
種
々
色
等
の
龍
造
所
造
云
何
、
能
生
は
五
大
五
色
、
所
生
は
三
種
世
間
なhv
o

此
是
三
種
世
間
に
無
地
涯
の
差
別
な
b
o

是
を
法
然
随
縁
の
文
字
と
名
〈
。
巳
に
色
塵
の
文
を
糟
し
巳

ん
向
。



四
大
智
慧

絶
劃
の
本
髄
を
離
れ
て
一
物
の
有
る
ぺ
き
な
し
。
此
異
理
に
よ
b

て
能
〈
一
切
の
法
を
掘
し
、

切
の
訟
を
生
子
。
〈
起
信
に
は
ア
u
y

ヤ
を
立
つ
れ
E

も
、
彼
は
末
だ
方
便
を
脆
せ
や
'
o
今
は
異
質
の
み
)

血
克
不
畳
共
に
此
に
よ
っ
て
生
成
す
。

世
界
の
衆
生
は
此
不
可
思
議
の
健
用
の
上
に
於
て
、
自
ら
種
々
の
妄
想
舟
別
を
以
て
業
を
起
し
、

牛
一
死
帯
幾
の
現
象
を
作
る
。

此
智
一
を
自
ら
知
ら
子
、
不
費
の
境
界
を
現
宇c

盲
人
太
陽
の
光
中
に
あ
り
て
物
を
見
る
こ
之
能
は

g

る
如
L
o

信
論
に
不
思
議
業
相
と
は
、
智
滞
相
に
依
る
を
以
て
、
能
〈
一
切
勝
妙
の
境
界
を
作
す
。
所
謂
無

量
功
徳
の
相
常
に
断
絶
な
し
。
衆
生
の
根
に
随
っ
て
自
然
に
相
醸
し
、
種
々
に
現
じ
て
利
益
を
待
し

四
七
九



四
八
O

ひ
る
が
故
に
。
賓
性
論
に
、
如
来
の
身
は
虚
空
の
如
〈
無
相
、
諸
の
勝
智
の
者
の
錦
に
六
根
の
境
界

主
作
り
、
微
妙
の
色
を
示
現
し
、
妙
一
音
聾
を
出
し
悌
の
戒
香
を
喚
が
し
め
、
備
の
妙
法
昧
を
典
へ
一
ニ

昧
の
燭
を
費
せ
し
め
、
深
妙
の
法
を
知
ら
し
む
と
。

記
に
、
報
化
の
二
身
異
如
の
大
用
、
無
始
無
終
に
相
績
し
て
絶
せ
歩
。
金
光
明
に
膳
身
と
は
無
始

よ
り
相
績
し
て
断
え
F
る
が
故
に
、

一
切
諸
悌
不
共
の
法
能
〈
揖
持
す
る
が
故
に
、
衆
生
議
き
ぎ
れ

ば
用
も
亦
謹
き
や
'
o

故
に
常
住
と
云
ふ
。

如
来
心
身
は
法
界
に
編
満
し
、
如
来
一
念
普
〈
三
世
に
臆
じ
て
、
所
臆
無
始
な
り
o

能
く
一
念
に

鷹
じ
則
無
始
。
猶
し
一
念
聞
智
遁
〈
遣
す
。
三
世
の
境
、
境
無
遁
の
故
に
智
も
叉
無
退
。
無
遁
の
智

所
現
の
相
な
る
が
故
に
無
始
を
得
、
亦
能
〈
無
絡
。
此
れ
心
識
思
量
の
測
る
と
こ
ろ
に
非
歩
。
故
に

不
思
議
と
名
づ
〈
O

貨
を
魁
し
て
論
守
れ
ば
、
十
方
三
世
畳
不
畳
一
切
の
所
作
皆
是
自
然
に
し
て
、
知
来
の
作
を
離
れ

て
有
る
も
の
有
る
な
し
。
如
来
の
作
は
無
作
の
作
、
無
作
自
然
に
し
て
一
切
の
所
作
を
現
歩
。
六
凡



自
ら
不
畳
に
し
て
、
あ
や
ま
つ
の
み
。
能
〈
自
ら
深
〈
無
遁
光
に
よ
b

て
観
十
る
と
き
は
、
悉
〈
是

如
来
一
切
能
を
離
れ
て
、
宇
宙
開
に
動
力
の
得
ぺ
き
も
の
有
る
な
し
。

個
人
先
天
に
傭
性
即
ち
理
性
賦
典
せ
ら
る
と
い
へE
も
、
如
来
大
岡
鏡
智
の
光
を
典
へ
g
れ
ば
、

，曲、、

)
金
宇
宙
は
是
如
来
絶
艶
観
念
に
し
て
、
こ
の
智
光
は
世
界
及
び
寓
物
の
絶
掛
根
底
は
掃

陀
な
る
を
以
て
、
世
界
の
依
属
を
脱
し
て
絶
針
依
属
の
真
相
を
示
さ
ん
が
た
め
の
光
な
り
。

四
智
共
に
過
境
な
る
如
来
の
智
慧
に
し
て
、
直
接
に
自
己
と
の
聞
係
な
し
と
謂
ふ
は
甚
だ
非
な
b
o

如
来
の
智
慧
は
絶
調
に
し
て
自
中
存
在
な
る
個
人
の
精
神
の
中
に
、
此
光
を
現
は
し
て
個
人
の
根
底

は
是
如
来
な
る
こ
と
を
照
見
せ
し
む
る
光
なh
o

個
人
と
て
個
人
其
も
の
を
い
ふ
に
非
守
し
て
、
自

己
を
脆
し
た
る
絶
艶
を
い
ふ
。
自
己
の
一
心
の
根
本
を
離
れ
て
佑
に
如
来
を
求
む
る
こ
と
な
か
れ
。

き
れ
ば
と
τ
主
我
の
中
に
求
む
る
な
か
れ
。
主
我
は
是
罪
悪
の
源
な
れ
ば
なb
o

問
λ
-
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四
八
四

絶
卦
理
性
は
世
界
と
衆
生
と
の
自
己
内
存
の
性
。
紳
の
一
切
智
内
存
。

世
界
性
、
世
界
に
は
因
縁
因
果
の
理
法
と
な
り
て
秩
序
を
整
ふ
、
複
雑
極
り
な
き
寓
物
に
傍
聴
の

整
然
た
る
は
理
性
内
存
守
れ
ば
な
り
。

性
は
自
性
任
持
法
爾
の
理
。
自
己
内
存
の
性
を
有
し
て
外
部
よb
規
定
す
ぺ
き
こ
と
能
は
令
。
例

へ
ば
人
の
小
児
の
生
開
上
の
眼
に
楓
費
鶴
費
の
如
き
、
自
己
の
性
が
外
部
の
養
に
由
っ
て
、
自
己
本

能
が
接
建
し
て
視
聴
の
用
を
な
す
。

紳
の
性
を
法
性
又
は
自
性
天
異
色
も
云
ふ
、
之
が
相
符
世
界
に
は
内
存
の
天
則
理
性
と
云
ふ
。

切
有
機
中
に
は
目
は
視
る
の
法
則
あ
る
如
〈
、
叉
無
機
に
火
の
熱
き
如
〈
。
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四

智

宇
宙
の
賓
館
は
絶
艶
精
榊
と
し
て
、
慢
と
相
と
用
の
三
大
と
す
れ
ば
、
檀
大
は
絶
艶
精
神
に
し
て
、

相
大
は
観
念
態
、
用
大
は
絶
劃
意
志
と
す
。

一
大
精
紳
の
ニ
属
性
なb
o

腫
あ
れ
ば
相
あ
ち
。
種
に

は
必
十
能
力
あ
り
。
三
大
は
本
一
穏
な
b
o

相
大
絶
封
観
念
大
は
、
一
大
精
神
を
相
の
方
面
よb
研
究
す
る
に
、
先
づ
四
方
面
に
分
も
で
識
か

ん
。
其
性
と
能
と
に
於
て
便
な
れ
ば
なb
o

即
も
四
智
と
名
づ
c

。
一
、
大
圏
鏡
智
。
一
一
、
平
等
性

智
。
=
一
、
妙
観
察
智
。
四
、
成
所
作
智
。
是
れ
な

b
o

大
岡
鏡
智
は
線
相
に
し
て
、
絶
封
観
念
態
な
り
。
平
等
性
智
は
穂
性
に
し
て
絶
封
理
性
態
と
す
。

妙
観
察
智
は
内
容
豊
富
の
性
相
を
啓
一
喝
す
る
慧
の
用
に
し
て
、
成
所
作
智
は
内
容
を
接
表
す
る
戚
畳

的
作
用
な
り
。

四
つ
あ
る
中
、
甲
と
乙
と
は
線
相
普
編
的
に
し
て
、
丙
と
丁
と
は
差
別
的
特
殊
的
なbo

四
八
七



四
八
八

若
し
是
ぞ
人
の
心
理
に
n
T類
せ
ば
、
甲
は
観
念
ま
た
寓
象
に
し
て
、
乙
は
自
我
ま
た
理
性
に
配
し
、

丙
は
智
カ
の
思
考
観
察
等
に
し
て
、
丁
は
戚
畳
な
り
。
然
れE
も
機
制
的
心
理
の
相
待
的
個
慢
な
る

'
p
hは
、
其
性
質
に
於
て
相
ひ
比
例
す
ぺ
き
も
、
絶
艶
主
相
待
、
会
館
主
個
館
、
規
定
と
無
規
定
に
し

て
、
問
よ
り
同
一
の
定
相
な
ち
主
云
ふ
ぺ
か
ら
や'o
絶
封
心
霊
と
相
待
的
心
象
と
は
、
絶
艶
は
主
観

客
観
を
総
合
し
、
人
の
精
紳
は
主
観
的
の
一
方
な
れ
ば
、
客
観
の
方
面
は
間
接
に
観
念
し
鐙
明
す
る

こ
と
を
得
る
な
り
。

無

選

光
(
鯵
)
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